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［資料の配列についてコ

　資料への配列は，概ね，各項目において一般的・総論的なものかち個別主題的なも

のへ，また各資料の刊行1頂を原則とし，同一編著者によるものは，各資料の刊行順に

下めて収録した。また邦語・欧文と区別していない項目においては，邦語資料・欧文

資料の順で収録し，それぞれ翻訳のあるものについては，原書に続けて翻訳書を収録

し，解説を付した。なお，既出資料たついては，初掲の資料番号のままで再録し，適一t

宜参照を入れた。既出箇所の解説も併せて参照されたい。注18惨照6

VI。概説書’

　「VI．概説書」でほ，まず［1］研究史で，様々な問題意識の基に多様なアブu一チ

を採る「移民研究」の史的整理を行なう文献を概観し，次に［2］通史概説書では，

「移民政策1警植民論」を含めゴいわゆる主な「通史・概説・研究」書の頚近年その

傾向が顕著な，重要史資料を底本とする復刻「資料集」及び一般向けのアンソロジー

を収録する。

［1］研究史
f’

　　　　　　　　　　　へ　この分野に属する論稿は，移民の概念・背景・問題意識・研究法・論点等において

顕著かつ重要な数多の関係資料・文献を，一定の引照基準に従って整理しており，資

料検索のガイ斡として何れもまず眼を通すべきものである。全般的なもののほかに，

個別主題及び英文資料に関する研究史，並びに「研究動向」と題するものも若干収録

した。

　なお，「日本移民学会」第7回大会（1997年12月，於：関西学院大学）シンポジウム

は「移民研究の現状と課題」をテーマと，し，その報告及びコメントが『移民研究年報』．

第5号に掲載されているので，最近の移民研究の動向を概観するものどして併せて参

照されたい（「移民研究の現状と課題1〈特集〉」『移民研究年報15：1998．12，pp．・53

－97〈Z3－B399＞）。

【全般】

199．移民研究会編『日本の移民研究動向と目録』日外アソシエーツ，「1994

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－E190＞

　　　「第1部研究史整理」（pp．9－166）．は，現時点での日奉における移民研究史の集

　　大成として，欄題ごとの資料把握に際し，第一に頼られるべき，レアァレンス・ワ「

　　一クである。’「1出移民一1基本的理解一A研究史整理および目録」（Pp：11一12）
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　　において，いわゆる「研究史論」を纏めており，前掲215r人・大事典』平凡社・

　　1957＜334．036－H418z＞（『参考書誌研究』No．48，　p．48参照）を、「当時の研究水準

　　が手際よくまとめられ」た「戦後の移民研究の出発点」として掲げている。

265．木村健二「明治期日本人の海外進出と移民・居留民政策（1，2・完）」『李下論集』

　　35　：　1978．　9　pp．　73－90，　36　：　1979．　1　pp．　95－118’　，　，　〈Z3－101＞

　　　（1）において，明治初頭より日清戦争後に至る日本人の海外進出と移民・居留

　　民政策を，ハワイ・ア刈カベの「奴隷白勺」移民四民圏への「侵略的」進出を

　　対比させ論じ，（2・完）において，「補論明治期移民問題の研究史整理」として1

　　「用語」「統計数量」「移民の総過程」「時期区分」につい宅整理，問題提起を行な

　　％鞍「酒保灘における．r移民』縦の変遷耳r帝国統計年鑑』「海外行事

　　由別人数」における項目の変遷」等有用な表も多い。

i96．’木村健二「戦前期日本移民学の軌跡」『移住研究』26：1989．3，　pp．10－28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Z3－854＞

　　　各種文献目録から移民関係文献を抽出1）。戦前段階での移民研究の到達点を，

　　「人権」に関する位置づけの変遷という問題意識でヅ「人口論」「社会政策」，「地理

　　学」「移民政策」「移民会社・団体」「移住先に関する提言」「排Hとその対応箪」

　　「在米日系二世問題」「国際会議」「移民の経済的価値」「各国への出移民」の項目

　　で整理する。しかし，移民送出と「同時代的に発表された論稿を『研究史』の枠

　　内1ヒ入れて評しうるかという問題がある」という指摘（自評）がある2）。本文と対

　　諭した「戦前期移民関係邦語文献目録」（pp．19－28）を付す（『参考書誌研究』No．

　　48，p．29参照）。

266．木村健二「近代日本の移植民研究における諸論点」『二丁評論』513：1993．1，pp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Z8－284＞　　2－15
　　　上掲265「明治期……」，196「戦前期・…・・」あ続編となるもめ。・「移植民研究の

　　問題意識にういて」「移植民の用語について」「統計数値の掌握と相互比較の必

　　要」’の項目で，いわゆる「移民ブーム」期の資料を中心に近年の研究動向におけ

　　る問「題意識壷整理する。
267．正田健一郎「日本資本主義と移民」「社会経済史学会編『社会経済史学の課題と展

　　望’』有斐閣，1984（社会経済史学会創立50周年記念），pp．309－318　＜DC2－28＞

　　　移民問題を，日本が世界資本主義体制に参入しそいく過程で直面しなければな

　　．らなか6た最先鋭な問題として捉えるζとで7・、．．「対米移民と満州移民との関連性」

　　を問題意識とし，研究史を整理する。
’　268．石川友紀「日本移民研究のための基礎理論」『汎』1：1986．6，pp．36－53（干物“移

　　民学、確立への方向性を探る）　　　、　　　　　　　　　　、一〈Z23マ548＞

　　　「移民本質論／（一）「移民」の定義（二）移民の理念（三）移民の動機・要因」

　　「移民研究の意義および研究法」下移民史研究の重要性」「現地調査によ，る移民の

　　事例研究」．「比較移民論」の構成で，移民研穽のアウトライ．ンを提示する。その分

　　析・整理に基づき，「移民研究総論の充実」「現地調査による移民の事例研究，比

　　　　　　　　　　　　　　　　，一　19　一



　　較移民論等各論の充実」1「学際的〈移民学〉構築への努力」「科学的実証的研究推

　　進のための共同研究体制の必要性」「〈移民学〉会の組織化」を提案する。

269．佐々木敏二「日本人移民史研究にいま何が必要か『石川友紀論文』の問題提起を

　　補完して」『汎』3：1986．12，pp．200－209（講座“移民学“『確立への方向性を問う）

　　　　　　　　　　　　　i　’　・　’　〈Z23－548＞
　　　「移民という概念の内包と外延」「移民の動機・要因」「移民研究の意義と研究

　　法」「移民史研究の重要1生」「現地講査による移民事例研究」「比較移民論」「移民

　　受入国の移民史の課題」「『移民の理念』批判」という枠組みで，，』上掲石川論文（268）

　　のアプローチに対する，もう一つの方法論を提示する。

197．粂井輝子「日本におけるアメリカ研究の遠郊と現状一1・副本における日本人移

　　民！白系アメリカ人研究．（1）1920年代以前」『東京大学アメリカ研究資料センタ

　　一年報』13く1990年）：1991．3，pp．　i8－24（文献目録：pp．31－42）〈Z41－1712－B＞

　　　「出移民」「ハワイ」「アメリカ合衆国（1920年代まで）」の区分で，アメリカ研

　　究における「日本人移民・日系アメリカ人研究」の位置づけを問題意識とし，1990

　　年までの到達水準を整理する。

198．飯野正子「日本におけるアメーリカ研究の発達と現状一1．日本における日本人移

　　民・日系アメリカ人研究（2）1930年代以降」『東京大学アメリカ研究資料センタ

　　一年報』13（1990年）：1991．3，pp．25－30（文献目録：pp．3↓一42）〈Z41－1712－B＞．

　　　上掲197・翌冬との共同報告。1930年代以降のアメリ：々及び々ナダにおける「日

　　本人移民・・　H系アメリカ（カナダ）人」に関する研究を，「強制立退きと収容」「市

　　民権」「同化・アイデンティティ上「カナダの，日系人」のテーマで整理ずる。

200．廣部　泉「日本におけるアメリカ研究の発達と現状一II．日本におけるアメリカ

　　のエスニシティ研穽（2）アジア系移民に関する歴史研究を中心に」『東京大学ア

　　メリカ研究資料セシター年報』17（1995年）：1996．3，pp．79－94『（文献目録：pp．

　　86－94） 　　　　　　　　　『　　　・　　　　1　　　　　『　　　　　＜Z41－1712－B＞

　　　上掲，乳井（197）r’tw野、（198）両報告の補遺となるもので・爾後5年間の研究

　　動向を整理する3）。「出移民」「ハワイ」「カナダ」「第二次世界大戦，’強制立退き・．

　　収容，再定住，補償運動」「アメリカ合衆国及びその他」と旧来の区分けが踏襲さ

　　れているが，日系アメリカ人からアジア系アメリカ人の研究へ，また各マイノリ

！ティ相互関係の研究等，との分野での新たな趨勢を反映し℃，「日系以外のアジア

　　系移民研究」が調査範囲に加えられたのが特徴的である。，

【日系カナダ人】4）

270．飯野正子「文献解題」『日系カナダ人の歴史』東京大学出版会，1997，巻末pp．7

　　－20　’　’　・一一s’　〈DC812－G56＞
　　　日系カナダ人に関する，数少ない，文献解題及び研究史。多文化主義やアメリ

　　カとの比較にもふれ，，英語文献も収録する。

【出移民の社会地理学的研穽】5）

271．石川友紀「研究史及び本研究の意義」c『日本移民の地理学的研究一沖縄・広島・
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　　山ロー』椿町書林，1997，pp．18－41　　　』　　　　　　　・　〈DC81．2－G53＞

　　　地理学凶観点から，出移民の研究史を第二次世界大戦前と大戦後に大別して考

　　察。移民論・植民論，移民の適応・順応，同化・変容についても整理する。

【日系社会・移民農業】

272．矢ケ崎戸隆「日本におけるアメリカ研究の発達と現状一1．日本におけるアメリ

　　カ地理研究（1）アメリカ人文地理研究」『車京大学アメリカ研究資料センター年

　　報』15（1992年）：1993．3，pp．26－38（文献一覧：pp．34T38）　，＜Z41－1712－B＞

　　「同センター主催のアメリカ研究研究会「日本におけるアメリカ地理研究」（1992

　　年（平成4）、11月28日）における報告。日本におけ．る「アメリカ人文地理学」の

　　研究課題を，「地誌的な研究」「農業・農業地域の研究」「民族・社会・文化の研究上

　　「その他の研究」に大別して検討。「民族・社会・文化の研究」において，日系社

　　会・日系移民農業の研究史を概観する。北米における移民農業に関する研究は，・

　　日系移民史の他の分野に比べ，比較的蓄積の少ない領域であるので，、この纏めは・

　　有用である。『移民農業カリフォル＝．アの日本人移民社会』古今書院，1993〈DM81・

　　一E14＞（後掲）ほ；カリフォルニアの日系移民農業に関する，これまでの矢ケ崎の

　　論稿を纏めたもの。「序章・カリフォルニア農業と日本人移民」（PP・1－16）で7’移

　　民農業に関する地理学研究を展望している。

【日系宗教】

273．吉田　亮「研究史」『アメリカ日本人移民とキリスト教社会一カリフォルニア日

　　本人移民の排斥・同化とE・A・ストージー』日本図書せンター，1995，pp．1Y

　　14’　tt　．　　　　　　　　．t　　　　　l　　　　　　　　　　　　＜HP77－G1＞，

　　　アメリカ宗教史及びアメリカ日系宗教研究史を概観する。

【日系文学】

274．小林富久子「日本におけるアメリカ研究の発達と現状一II，日本におけるアメリ

　　カのエスニシティ研究（1）アジア系アメリカ文学に関する研究」『東京大学アメ

　　リ力研究資料センター年報』17（199S年）：1996．3，　PP．　66－78（日本におけるアジ

　　ア系アメリカ文学研究文献リスト：PP．73－78）　　　・・　　　＜Z41－1712－B＞

　　　同センター主催のアメリカ研究研究会「日本におけるアメリカのエスニシティ

　　研究」（1995年（平成7）12月23日）における報告。日本における1「日系文学に関

　　する研究一文学史／一世の日系文学／強制収容所内の目系文学／二，三世の日系

　　文学」「日系以外のアジア系文学研究」について概観する。

丁【日系新聞】6）

275．太田　勇rアメリカの民族新聞研究の動向と課題」『地理学評論』Ser．　A，65（9）：

　　1992．9，pp．689∴715（文献：pp．711－713）　　『　　　・　　．tt　〈Z8－571＞

　　　アメーリカの社会状況に焦点を当て，「民族の向化・吸収ヅ疎外」論における民族

　　新聞の役割に関する研究動向を，主要民族グループ別に紹介δ「III個別民族集団

　　の暗幕紙研究2∫アジテ系紙1）日本懸紙」（PP．698－700）において，邦語・英語

　　各4の文献，新聞記事及び聞き取り調査を基に，日系新聞の消長を辿る。「地理学

　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



　　が民族紙の存立基盤をいかに捉えるべきか」という観点から，日系新聞に関する

　　いわゆる「研究史」どはなっていないが，日系新聞の今後の帰趨に関し示唆的で

　　ある。

【強制収容・戦時交換・戦後送還】

231．アラン・T．モリヤマ著，金子幸子訳「アメリカ日系人強制収容に関する文献研

　　究動向と課題」『汎』．12：1989．4，pp．、206－222（共同研究日系人強制収容の全体

　　像を追う②）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’〈Z23－548＞

　　　強制収容関係英語文献の整理（前掲『参考書誌研究』’一・No．48，　p．36参照）。

276．Sugimoto，　Howard：H：．‘A　Bibliographical　Essay　o孕　the　Wartime　Evacuation

　　of　Japanese　from　the　West　Coast　Areas’，1　Confoy，　Hilary　and　Miyakawa，　T．

　　Scott，　eds．　East　Across　the　Pacific：Historical　and　Sociological　Studie白of

　　Japanese　Immigration　and　Assimilation．　Santa　Barbara　and　Oxford＝Amer一

　　『ican　Bibliographical　Center－Clio　Pr．，1972，　pp．140－150．（with　Rhoads　Esther

　　B・“My　E冬P自rience　with　the　Wartime　Relocation　of　Japanese・”，　PP・127－140）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－8＞・〈岸一138＞

　　　日系移民全耀も含め強制収容に関する研究・著作の整理。WRAほか政府刊行物

　　についても纏める。

277．村川庸子・井井輝子「従来の研究概略と文献」『日米戦時交換船・戦後送還船「帰

　　国」者に関する基礎的研究一日系ア〆リカ人の歴史の視点から一』トヨタ財団，

　　1992（ト『開学財団助成研究報告書025），pp．10－16．　　　　　〈DC812－E139＞

　　　日系アメリカ人の戦争体験，強制立ち退きから戦時交換船・戦後送還船に至る

　　日・米史資料の纏あ。

【移民研究と資料】

278．阪田安雄「移民研究の歴史的考察とその課題」『日系移民資料集北米編18解説・
　　　　　　　　　　だ　　資料編』日本図書センター，1994’　　　　　　　　　　　　＜DC812－E118＞

　　　「はじめに」において，移民研究における原資料の問題性を指摘し，移民研究の

　　充実発展たは，研回者が研究に専心できる環境の整備が必要であり，解説付文献

　　目録の作成・資料の覆刻・資料集成の編纂が，その重要な第一歩であるとする。

　　その認識の基に「1移民研究における二つの空間一アメリカの日系人研究資料コ

　　レクションの評価一」では，サンフランシスコ大火や強制収容による消失姿料を

　　軸に，カリフォルニア大学ロサンゼルス凹くUCLA）「日系人研究プロジェクト

　　（JARP）JaPanese　A　merican　Research　PrOject」ゴレクシ白ン（後述，以後本号，

　　‘UCLA・JARPコレクション’と略記。）’の概観・評価を行なう。「II『日系移民
　　資料集』北米編・解説」では，’『日系移民資料集北米編評所収資料と所収されな『

　　かった重要資料の解題がなされる。本文・注釈を併せ，邦語・英語の重要文献が

　　網羅され，単なる資料集の解説にとどまらず，監修者阪田の持論が如何なく発揮

　　された「移属資料概論」となっており，檸民研究において熟読玩味すべき■猶挽の

　　一巻となっている。（以後，∬日系移民資料集北米編18解説・資料編』を引用す

一22一



　　るときは，基本的に，阪田278『資料集解説・資料編』と略記，〈巻末資料〉「北

　　米移民」関係文書・文献資料目録（明治、・大正期）部分の引用に，際しては，阪田

　　278r資料集解説・資料編』〈巻末資料〉と略記する．）

279．阪田安雄「轍5・年と日系アメ・，々人史研究一一：一語られない1930年代L」r移民研，

　　究年報』1：1995．3，pp．3－42　　．　　　　　’　　　　　　　　〈Z3－B399＞

　　　「1．『在米日本人史』研究の基礎となる文献資料に内在する’『偏向』」「II　：戦

　　後の日系人研究資料蒐集一その理想と現実」「III．戦後に擁黙を守る一世」「IV・

　　事件発生時の記録と『回顧談』一微妙な食い違い」「おわりに一強制収容に対する

　　補償問題と1930年代の歴史」以上の構成で，いわゆる「両大戦間期」における「日

　　七人史砺究の空白」の原因とその影響を，三三な資料の裏付けの基に考究する。

280．阪田安雄rr潮面（bi・ds一・f－passag・）』とマの社会7秘められた過去」同志社

　　大学人文科学研究所編『在米日本人社会の黎明期「福音会沿革三思」を手がかり・

　　に』現代史料出版，1997（同志社大学人文科学研究所研究叢書．27），pp．3－78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈HP77－G4＞

　　　いわゆる研究史ではないが，史実と資料（研究）という観点から黎明期の在米
　　日本人史（ハワイを除く）研究の問題点を考察する。阪田安雄・吉田亮による「序」

　　（pp．1－X）も参照のこと。

【エスニシティ】

281．綾部i亘雄「日本民族学におけるエスニシティ研究」『現代世界とエスニシティ』

　　弘文掌，1993，PP．273－297　　　・・　，　〈EC131－E10＞
　　　エスニシテ／概念を「民族集団やその成員の表出する性格やアイデンテiティ

　　の総体」として明確に認識した，1990年まで61）日本の民族学研究史を概括する。

　　「アメリカ合衆国及ue）ブラジルのエスニシティ」「カナダのエスニシティ」におい

　　・て民族集団一般及び日系社会に関するエスニシティ論を整理する。

【英語文献】7）

282．小川全夫，Charles　Choy　Wong「アメリカ在住日本人及び日系人研究の動向」

　　『山口木学際学会誌』40：1989．12，pp．47－63　　　．　　　　　、　＜Z22－433＞

　　　個々の研究史整理ではなく，日系アメリカ人社会の動向とその研究テーマを，

　　「書誌分析」を基に概観する。

183．　‘A　Survey　of　the　Historical　Literature’，　Ichioka，　Yuj　i，　et　al．，　comp．　A　Buried

　　Past：　An　Anhotated　Bibliography　of　the　Japanese　America’n　Research

　　Project　Collection．　Berkeley　and　Los’Ange16s　：　Univ．　of　California　Pr．，　1974，

　　PP．4－1L　『　、　　「　．　　　＜D1－107＞＜岸”702＞
　　　英語文献による研究史を概観し，日本語史資料に基づく研究の必要性を説く8）。

　　前掲・84・S・鴫F・d’ng　F・・t・t・p・・fl・se’・，　PP・　1一’1〈移四一Y2＞．も参照9

　　・こと。

218．　Kim，　Hyung－chan，　ed．　Asian　American　Studies　：　An　Annotated　Bibliogra－

　　phy　and　Research　Guide．’　Bibliographies　and　lndexes　in　American　’History，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一23－

　　　　　　　　　　　　　　　　N



f

　　No．　11，　New　York，　Westport，　London　：　Greenwood　Pr．，　1989．　〈El－AIO4＞

　　英語文献に関する研究史整理でぽ最も精緻なものだと思われる（前掲・『参考書

　　誌研究』No．48，　p．50参照）。

283．　‘Bibliographic　Essay’，　O’Brien　David　J．，　Fugita，　Stephen　S．　The　Japanese

　　American　Experience．　Minorities　in　Modern　America，　Bloomington　：　lndiana

　　Univ．、　Pr．，1991，　pp．147－154．　　　．　　、　．　＜DC812－A44＞〈移（四）一Y21＞

　　　日本人一般の特質から初期の移民，強制収容及び第二次大戦後の日系社会，tt日

　　系アメリカ人の将来まで，本文の構成にあわせて英語文献を整理。

284．　‘Bibliographic　Essay　：　，　The　State　of　Japanese　American’ gistory’，　Spickard，

　　Paul　R．　Japanese　Americans　：　The　Formation’and　Transfotma・tions　of．an

　　Ethnic　Group．　Twayne’s　lmmigrant　Heritage　gf　America　Serl，　es，　N，ew　York　：

　　Twayne　Publishers　1　Lond，on　：　Prentice　Hall　lnterrtational’，　1996，　pp．　177－185．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈未所蔵〉

　　　年代順及びそのアブ官一チの方法等により研究史を整理。比較的最：新の文献ま

　　で含まれるので有用。カナダや中南米における日系移民及び他民族集団との比較

　　硫究を提示する9）。

［2］　通史・概説書

　ここでは，・いわゆる通史・概説書め類を取り上げるが，「（1）移民政策・移植民論」

「（2）通史・概説」「（3）資料集・叢書」という分け方は，あ、くまでも便宜的分類で

あり，特に移寅政策・移植民論と通史等，一刀両断に判然としかねる資料も多い。「渡

米論」は「（1）移民政策・移植三論」に含め，個々のテーマに特化しない「研究書」

の類はt（2）通史・概説］一に含めた。復刻・再録資料に？いては，原本における複製

版の注記，及び復刻資料における原本の注記を省略したも0）もあるので，（1）．（2）

　　　　　　　　　だ（3）を相互に参照されたい。また，「移民関係資料についての緩やかな概観を与える」

という本稿の目的からして，基本的かつ重要だと思われる資料を選択収録せざるをえ

ず，個々の収録資料についても単に目次掲出にとどまっている点播，ご理解を願えれ

ば幸いである。

（1）移民政策・・移植本論10）

285．武藤山治『米国移住論』丸善，明20　　　，　　』、　　　　　〈YDM41359＞

　　　「緒言」「気候」「農業」「工業」「商業」、「支那移住民事晴」「カルホルニや洲近

　　隣i諸洲ノ状況」「移住会社設立ノ必要ヲ論ス」からなる。1885年（明18）第一回暦

　　約移民船に乗船，渡米。滞米三年，カリフォルニアの中国人労働者の成功に刺激：

　　を受け，、移民会社設立の必要性を説き・下層労御者の米国移住を奨励する・（武藤

　　山治全集刊行会編r武藤山治全隼』第1巻・新樹社・1963＜08L8－M臼鮪甲≧に再

　　録。）　　　　　　　　　　　、　　　〔一一・．

　　　　　　　　　　　　　　　　一L’24　一



286．長澤別天（読）『ヤンキー』敬業社，明26　　　　　　　　　〈YDM26978＞

　　　長澤別天は，志賀重昂・三宅雪嶺らを中心とした国粋主義雑誌『日本人』，『亜細

　　亜』の編集に携わった，いわゆる’「政教社⊥同人。『ヤンキ÷』，は・スタンフォー

　　ド大学留学中の北米通信や三文を纏めたアメ．リカ論・日米関係論。アメリj力建国、

　　から説き，その歴史・社会・経済・文学等全般に及ぶなか「合衆国に於ける四千

　　の同胞」「布畦の現勢、日本人の参政権」等移民問踵を論じ，人ロ過剰対策として

　　の日本の殖民政策を批判する、（伊藤整三編『日本現代文学全集13明治思想家集』

　　講談社，1．968〈918．6－N6842－1＞に抄録。’松本三之介編『明治文学全集37政教社

　　文学集』筑摩書房，1980＜918．6－M4482＞に，．「日本人問題ll・等ともに再録。）11）

287．奥宮健之『北米移民回附・人口問題』明義舎出版部・明36　　＜YDM41360＞

　　　「第r章北米の地理及ひ某の発達」「第二章各国移民の状況」「第三章日本移

　　民の現状」「第四章日本人排斥の真相土「第五章渡航者の制限を全廃し移住殖民

　　を国是と為す事」「附録／一人口諦／二北米通信併に最近シーヤトル新聞記

　　事／三北米合衆国制定移民に関する諸信越各規則」からなる。マルサス『人口諦』

　　に影響を受け，貧困の原因を人皆過剰たあるとして，渡航制限全廃と移民国是策

　　を提唱，北米移民による解決を図る。（阿部匿久編『輿宮催之全集』上巻｝．弘隆社，

　　1988＜A22－E6＞に，「渡米航海日記」「米国見闘記」「シャトル通信」等ともに再

　　録。）12）一

288．大河平隆光『日奉移民論』文武堂，明38（新渡戸稲造閲）　　　〈YDM4i343＞・

　　　＊緒論／「第一章人類移動の歴史」「第二章植民と移民」「第三章近時宇内の

　　大勢ど日本の地位」＊本論／「第四章本邦移民三二の原因」「第五章本邦三民牲’

　　住の方法」「第六章本邦移民の現住地」「第七章本邦移民の労働」「第八章本邦

　　移民の海外に於ける状態」「第九章本邦移民排斥の運動」「第十章本邦移民の我

　　国に及ぼす影響」＊結論／「第：十一章移民に関する論争」「第十二章政策及経営」

　　「第十三章本邦移民の将来」からなり，「濁逸移民保護法及附属諸法規」を付す。13）

289．東郷一実『日本植民論』文武堂，明39（新渡戸稲造校閲）　『　IYDM41346＞

　　　植民・移民の概要とともに，特に朝鮮・満州・台湾における農業植民の急務を

　　説く。日露戦争の後だけに，日本の軍事的優位性にとって植民が必要であること

　　を論ずる。13）』

290　．，穴田秀男極量が移民及移民政策の過去と其の将来に対する考察」『名古屋高等商

　　業学校自立第拾周年記念論文集』名古屋高等商業学校創立第＋周年記念論油滴編

　　輯委貝，昭6，PP．373－414　　　層　　　　　　　　く特201－22＞〈552－330＞

　　　「二、移民及移民政策の意義」「二、過去に於ける我が移民政策」「三、我が現行

　　移民政棄」「四、我が海外移民の現況」「五、’我が移民政策の将来に対する考察」

　　よりなる。
291．浜野秀雄『日本移民旧史』海外興業，昭12　　　　　　　　　　　　〈653－370＞

　　　「序説＝明治以前に於ける邦人の海外発展／二近代日本移民史総説」「第二

　　章布唾移民時代」「第二章北米移民時代」「第三章南米移民時代」「第四章移

　　　　　　　　　　　　　　　　　一25一



　　民政策の変遷」からなる。’

292．日本海外協会連合会編『海外移住の効果ζの経済的観点より0）考察』日本海外

　　協会連合会，、1957　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　＜334．4－N685k2＞

　　　「海外移住の効果」について，経済的・統計的事実に基づいて調査。「第一節電一

　　国訪問に際して消費する金額」「第二節運輸会社に支払った金額」「第三節本国

　　への物品贈与」「第四節本国への送金額」三二五節日本の在外銀行に対すや経済

　　的寄与」「第六節本邦会社と在外日系人との共同企業」「第七節移住者が海外に

　　在住することによる輸串増加額」「第八節結語」からなり，付録として，．「1一和

　　歌山県における移住の経済的効果についてゐ調査」「II移住に関する予算の変

　　遷」「III海外移住と国内開拓との比較」を付す・充分ではないが・貴事な緯計資’

　　料が含まれる。

293．長尾武雄「昭和初期の海外移植民事業」r．移住研究』｝6：1970．3，pp．』19－24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Z3－854＞

　　　移民事務主務官庁と実務機関，啓発活動，国の助成等の変遷を通じ，海外三三、

　　事業推進の必要性を説く。（ブラジル）

294．若槻泰雄・鉛木譲二、『海外移住政策史論』福村出版，1975　・　　〈DC812－48＞

　　　戦後移住再開（1952年）後20年を経過し，「国策としての移民政策」は完了した

　　と考えるべき時点での，移民政策全般についての綿密な研究。「第一章海外の移

　　住状勢」「第二章躰の海外移住醐の道程と姿勢」「第三章移住の形態」「第

　　四章移民の階層と移住の動機及び目的」「第五章入植の経緯：と移住地の選定」

　　「第六章移住地の条件」「第七章移昂の状況」「第入門移民に対する援護助成」

　　「第九章移住機構」「第千章当面の問題と今後の見通し」からなる。

（2）通史・概説14）

【全般・ハワイ・北米】

295．横山源之助（有機逸郎）『海外活動之日本人』松華堂，明39（島田三郎序）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈YDM41424＞

　　　『日本之下層社会』の著者横山源之助が，実地踏査者の見聞に材料を得・統計上

　　の数字を外務省及び領事の報告に拠って，「生活問題解決の一策として」の移殖民

　　問題を論じ，海外で活躍する人物（赤羽忠右衛門・我孫子久太郎・相川之賀ほか）

　　を紹介する。「第一北米合衆国」「第二英領加奈陀」「第三アラスカ」’「第四壷

　　米大陸」「第五墨西寄共和国」「第六希畦諸島」「第七東洋諸国」「第六南洋諸．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施　　島」で構成。15）　　　　　　　　　　　　t一・・／）

296．大日本文明協会編『日本人の海外発展』大日本文明協会事務所，大5（新渡戸稲

　　造序）　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　〈334．41－D17n＞

　　　「開国進取」の国民的精神を鼓舞，併せて同胞の海外発展の実況を紹介し，今後

　　の進歩に資するという；第一次大戦下の時勢の急務に応じ刊行。「第ゴ阜．徳論／

　　一過去に於ける海外三三／二海外発展の現況と今後の大勢」．「第二章支那本

　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一



　　部」「第三章満蒙及西比利亜」「第四章印度及東南亜細亜」「第五章比律賓及南

　　藩諸島」「第六章濠洲及艇」「第七章’北米め日本人／二加奈陀。7）．　H本人／二

　　日米関係と移民問題7三米国日本移民の沿革／四合衆国太平洋沿岸の甘本人／、

　　五合衆国他地方の日本人／六墨西廻及中米」「第三章南米の日本人」「第九早

　　激早撃国津南阿」からなる’b「海外発展は必至の国是」という観点が貫かれる。

297．’労演次r邦人海外発殿』あ海外邦破薄物・昭・・〈7・6－73＞〈移（一）一56＞・

298．入江寅次『邦人海外発展吏』上，国際日本協会，昭11　　　　　　〈716－73イ〉’

299．入江寅次『邦人海外発展史』上・下7移民問題研究会，昭13．　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈716－73ロ〉〈移（三）一139・移（一）一57＞’

300．入江寅次『邦人海外発展史』井田書店，昭17　　’　　〈716－73ハ〉〈山本7243＞、

109．入江寅次『邦人海外発展史』上・下合本，井田書店，．昭17　　＜334・4H496h＞

　　入江寅次『邦人海外発展史』上・下，原書房，．1981’（明治百年史叢書）’（井田書

　　’店，昭和17年刊の複塑）（邦人海外発展史年表：下巻巻末pp．1－8）〈DC812－145＞

　　　上欄版の刊行輪については，10卑源書房（明治百年史叢書）版下巻巻末に・

　　矢野暢たよる解説がある。、『邦人海外発展史』は，一貫した「膨張主義的海外発展

　　論」に裏付けられてはいるが，外交文書等に依拠した千頁余に友ぶ大作は1その

　　後多くの研究者の引用するとこちとなり，日本移民史研究における「：古典」とな

　　みている16）。以下に章立てを省略し，無題のみを記す。

　　　「年頭の概観」「『海外へ』の刺戟時代」「布畦官約移民開始と移民渡航後の騒動」，

　　「土中政府の暴状と官財十年の牧穫」「移民運動の勃興と移民周旋人」「各地創始

　　移民事情」「布目私約移民時代」「布畦移民上陸禁止事件」「南洋邦人黎明期」「榎

　　本子墨国植民地計画と．その失敗」「渡米者の増抑とその活躍」「米国排日運動の勃

　　興とカナダ及びアラスカの同胞」’「秘露移民開始」「秘露第一回移民就働後の紛

　　擾」ド濠洲同胞の活躍と白濠主義」「米国の比島経営と日本移民」「密語移民自由

　　．渡航時代」「日露戦争前後の在米同胞」．「米国排日の炎上と転航禁止」「カナダ、∠ゴ

　　キシコの同胞と北米転入状況」「要職移民交渉由来」「ブラジル移民渡航前景」

　　「ブラジル移民渡航開始と渡航後の動揺」「第一回ブラジル移民離散の真因と移民

　　会社の困難」「忍苦十年、ペルーの同1包」「布嘩同胞の抗争とその敗北」「護誤企業．．

　　の勃興と南方移民」「加州排日土地法施行前後」「三州政府の宣告と朝軒の対伯関

　　心」「歓洲大戦と南洋の同胞」「敗残の夢の跡、南洋群島開拓者」「危難殺到の北米

　　同胞」「秘露契約移民廃止と転向商業者の発展」「ブラジル同胞の躍進と植民地創

　　設者の苦心」「邦人北米渡航の終焉」「亜国その他の南米同胞」「秘露同胞の現勢・

　　と移民制限令」「対伯企業陣の整備と移民制限」「南洋企業の壮観と同胞の農望」

　　「欄の在満邦人∬曙戦争後の」Blma邦人」r満州事変後の逼州発展」「南瓦

　　北進論の一・瞥」「我国に於ける移民施設の変遷」．

301．入江寅次『移民九十年』外務省移住局第一課，1958　　　　　』　　　〈未所蔵〉

　　　　（〈国際協力事業団図書館所蔵〉前掲154．押本’「移住関係辛献解題目録」・参照）

302．入江寅次『海外移住100年の歩み』外務省領事移住部，1968£　　　・〈未所蔵〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　一27一



　　　（〈国際協力事業団図書館所蔵〉前掲154．押本「移住関係文献解題目録」参照）、

303．大蔵省管理局［編］『日本人の海外活動に関する歴史的調査』12冊，ソウル，・高

　　麗書林，1985（複製）　　　　　　　’　．　　　　　、　　　　〈AZ－641－31＞

　　　1946年（昭21），大蔵省1と「対連合国関係の賠償問題その他在外資産処理問題に

　　関する内部執務資料の調査．e収集・整備を担当する」機関として「在外財産調査．

　　会」が設置された．同調査会は，躰及び日本人め在早産特にその歴史的生

　　成過程に関する調査を行い，1947年12月，各地域ごと0）報告書11篇を脱稿した。

　　その後1950年7月までに，「取扱注意」内部資料どして200部が印刷され，大蔵省

　　管理局名義で刊行された。本書は，その複製版（海賊版）である17）。国立国会図書

　　館では，原本第25冊．「関東州篇満州篇第4分冊」＜DC812－G18＞1のみ所蔵6北米

　　移民関係は，以下の巻・章・節に収録されている。

　　　＃通巻第一冊（総論の二）三三三章日本及その植民地域に於ける人口の発達」・

　　一「第二節日本の海外移民（一）／7、海外移民に関する統計／二、海外移民の

　　渡航方向／三海外移民政策の変遷」「第三節日本の海外移民（二）／一、ハワイ

　　移民／二、濠洲移民／三、米国移民／西、カナダ移民」（pp．168－194）

　　　＃通巻第三十五冊（欧米其の他諸地域篇）「第二章北米」一「緒論」「第一節対

　　米貿易／一、維新前の貿易／二、明治以降の貿易／三、世界第一次大戦以降の対

　　米貿易／四、貿易上より観たる日米の関係／五、船会社、保険会社、金融機関」「第

　　二節米国移民／一、米国移民の沿革／二、’移民問題／三．移民法修正問題／四｛

　　我が移民の現況並に其の資産」「第三節加奈陀貿易」「第四節．加奈陀移民／二、

　　加奈陀移民の沿革及現況／二、移民問題／三、加奈陀移民の投資及資産」（pp．30

　　－67）

130．永井松三編『日米文化交渉史5移住編』洋々社，1955（日米移住史年表＝pp．611

　　－629）　　　　　　　　　　「　　　　　　　　＜210．6－Ka186n＞〈山本一230＞

　　永井松三編『日米文化交渉史5移住』原書房，1981（東洋文庫蔵O．複製）（日米，

　　移住史年表：pp．6U－629）　　　　’　・　　　　　　　・　　　＜GB385－15＞．
　　　　　　　　　　ノ　　　「アメリカ本土の部」と「ハワイの部」に分け，それぞれ漂流期から概ね1930年

　　　（昭5）までの通史と社会・文化・宗教・’教育・産業二二歴史を詳細た綴る。’本

　　土出訴は，『在米日本人史』（本号364）等に基づき，’入江寅次・藤賀與一・鈴木孝

　　志一■川村政平が旧稿を提慎。ハワイ部分は，森田『布畦日本人発展史』（本号312），

　　山下『日本布畦交流史』（本号318）等に基づき，山下草園が史稿を提供している。

　　　『日米文化交渉吏』全6巻中，他の巻（1：総説・外交，11　2：通商産業，3＝宗

　　教・鞘4・学芸風俗6・本文繍Dも，移民関係資料として有彫レフ

　　ァレンスとなっている。

304．『わが国民の海外発展移住百年の歩み（本編）』外務省大臣官房領事移住部，

　　1971　　　　　　　　　　’　　　　　　　．　　　　　　　　　　 　　層1　　＜DC812－18＞

　　　1968年（昭43），移住百周年を迎え，その歩みを顧みるどともに新情勢に対応す

　　べく，海外移住諸資料を集大成したもの。次回50『同（資料編）』と併せ，唯一の

一28一



　　オフィシャルな移民史として依拠すべきものであろう。構成は以下のとおワ，（）

　　内は主な内容。

　　　「第1章海外移住の意義および施策」（外務省の基本的海外移住観と現行諸施

　策）「第2章「海外移住の歩み」（明治以前の邦人海外進出を含め，移住百年の概要

　ハワイ・米本土・ブラジルへの移住の概略及び移住政策の変遷）’一F第3章移住者

　　の送出および受吃れ」．（送出については時系列，受入については受入国ごとの，戦

　前及び戦後あ状況）「第4章移住形態および移住先国の多様化」（技術移住・企業

　移住など移住形態の変化，米国・カナダ移住の進展とオーストラリア移住の展望）

　　「第5章移住関係政府機構の変遷」（移住主務宮庁・関係官庁，海外移住審議会，．

　　海外移住事業団，海外協会，’日本海外移住振興株式会社）「第6章世界の移住の

　　流れ」’（欧州・米州諸国の移住，移住に関する国際協力及び国際機関）

50．『 wわが国民の海外発展移住百年の歩み（資料綿）』外務省大臣官房領事移住部

　　［1971］（移住関係参考文献二pp．573－612，海外移住年表：pp．　613－636）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－18＞

　　　戦前の統計及び年表につき前掲（『参考書誌研究』No．47，　pp．29－30，　p．43）18）。

　　全体の構成は以下のとおり。

　　　1．移住統計及び移住地概況／（1）戦後の海外移住統計（2）渡航費政府貸付■’

　　　　支給分についての戦後の海外移住統計（3）戦前の海外移住統計（4）海外

　　　　諸国在留同胞調査（5）移住地概況
　　　2．移住関係法令／（1）薗内関係法令（一2）、日本と中南米諸国との移住協定（3）

　　　　ブラジルの法令（4）パラグアイの法令（5）ボりヴィアの法令C6）アル

　　　　ゼンティンの移住促進に関する政令（7）米国移民・国籍法改正法（8）カ

　　　　ナダ移民法施行規則（9）オーストラリアの法令

　　3．財政関係資料／（細目省略）

　　　4，移住関係団体，邦字紙，移住関係文献／（1）主要移住関係団体リスト（2）

　　　　主要邦字紙一覧表（3）移住関係参考文献

　　　5．海外移住年表及地図

131．今野敏彦・藤崎康夫編著『移民史・川アメリカ・カナダ編』新泉社，1986（アメ

　　リカ・カナダ移民年譜：pp．405－415）／tt　　　　　　　　　　　　〈DC812－200＞

　　　第一部「アメリカ編」（ハワイを含む），第二部「カナ．ダ編」とし，入江『邦人

　　海外発展史』（299）及び加藤『米国日系人百年遅』（80），その他主にアメ．リ々・・

　　ハワイ・カナダで発行された資料に基づき，移民前史の原流奇談から太平洋戦争

　　後の動向までの，「差別」の足跡を辿る。前掲200．廣部「文献目録」は『移民史

　　IIIアメリカ・カナダ編』増補版，1994を収載しているが，個立国会図書館〈未所

　　蔵〉，確認できなかった。『移民史1南米編』（1984年刊）『移民史IIアジア・

　　オセアニア編』（1985年刊）は，既にそれぞれ増補版が刊行されている（1994年，・

　　1996年）。

305．見玉正昭『日本移民史研究序説⊥渓水社，1992　　　　　　　〈DC812－E138＞

　　　　　　　　　　　　　　　　一29一　・



　　　著者のとれまでの論文を再構成し，新たな論稿を書き加え，「第一編ハワイの

　　一門移民」「第二編移民会社と移民」「第三編明治後＃Act＞日挙人移民の諸相」と

　　し，明治期出移民の送出要因・送出過程，移住地での受入れ状況，移民の影響等

　．について解明した本格的研究書。外交史料や地方公文書等基本資料た基づいた基

　　礎的・実証的研究は，日本出移民研究にとっての大きな財産として高く評価され

　　ている一（『日本の移民研究動向と目録』p．24）19）。

306．鈴木譲二『日本人出稼ぎ移民』平凡社，1992（平凡社選書145）（参考文献：pp．1

　　288－291）　　　　，一　　t”㌧．＜DC812’E146＞
　　　「初期の出稼ぎ移民」「オーストラリアへの出稼ぎ移民」「ハワイ岱の出稼ぎ移

　　民」「アメリカへの出稼ぎ移民」「ペルーへの出稼ぎ移民」「IZIラジルへの出稼ぎ

　　平民」「そのほかの地域への出稼ぎ移民」「他甲への転住」「密航者」「母国送金」

　　「第二次大戦後の出稼ぎ移民」「’の章立て℃『甲本外交文刮を主な典拠として纏

　　めた国別移民史20）。

42．広島県編『広島県移住史通史編』広島県，1993（広島県移住史年表：巻末pP．1

　　－17，付表海外渡航者統計：巻末PP．19－57）　　　　　　　　＜DC812－Elll＞

　　　前述のように（『参考書誌研究』No．47，　p．22），包括的な記述は，同’『資料編』

　　（前掲43）とともに日本人移民史としても有用21）。

271．石川友紀『日本杉民の地理学的研究一一・・…沖縄・広島・．山ロー』椿樹書林・1997

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－G53＞

　　　「出移民地域・移民母村における移民送出の過程」「移民受入国における移民の

　　実態」「帰国移民の母村への影響土について，’現地調査・［十方公文書・家蔵辛書・

　　面接聴取調査等に基づき，地理学的アプローチで実証的・科学的に究明する。1982

　　年提出の博士論文（広島大学，文学’博士）．を基に加筆修正し，新たな研究成果を

　　加えたものであるが，上掲305．児玉『日本移民史研究序説』とともに，日本出移

　　民研究史における一つの到達点を示す研究書である。

307．　Kawakami，　Karl　Kiyoshi．　Asia　at　the　Door：　A　Study．　of　the　Japanese

　　Question’in　Contrnental　United　States，　Hawaii　and　Canada．　New　York　：　E．

　　H．Reve11，1914．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　〈Ba－547＞〈特7－01107＞

　　　，日本人移民の「同化可能説」論者としての立場を旗幟鮮明にした書。野口英世・

　　高峰譲吉・牛島謹爾（ポテト王，George　Shima）等アメ，リカにおける日本人（移

　　民）の偉業を讃え，プメリカペの強吟帰属意識を訴える。1ハワイ●カナダの状況

　　についても多くの頁を割く。22）

308．　Buell，　Raymond　Leslie．　Japane’唐?@lmrnigration．　World　Peace　Foundation，

　　Pamphlets，　v．　7，　no．　5－6，　pp．　281－380，　Bo＄ton　：　Wbrld　Peace　Foundation，　1924．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　＜325．252－B928j＞

　　　1910年代から20年代にかけての，アメリカにおける日本人移民問題を中心に，

　　カナダ・オ＝ストラリア・ニュrジーラシド等におけるに日本人移属の受容につ

　　いて客観的に略述する。「紳士協約」（1907－08年）「排日移民法」（1924年1等この
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　　．間の排日の動向を，・日・米の外交史料等によ．り検証。．小冊子ながら；日．・米の外

　　交書簡．米最高裁判決等‘Appendix’（pp．342－380）．・が充実．している』

309．　lchihashi，　・Yamato：　Jqpapesie　in’the　United　＄，tates　：　A　Criticql’StudY．of　the

　　P・・bl・in・・f　th・J・pan・S・1卿igrant・a尊dTh・i・．children・．　St3・f・・d・st・n一．

　　ford　Univ．　Pr．，　1932．’　（Select　Bibliq．graphy　：　pp．　’409－417）　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈325g．252m116j＞　〈325・2527189j＞’

　　　．1・hih・＄hi評・m・t…JaPan・蜘thbU血it・d　St・te・・AC雌・I　Stゆ．・f　th・

　．　・　Problems　of　th’e　Japanese　lmmigrant’＄’　apd　Their　，　Childrep，　・The一　American

　　Imr｝．　tigration　Collection，　New　York　：　Arho　Pr．　and　T’　he’NeW　York　Tim6s；　1969．

　　（r’eprint　of　the　1932　ed．）　　　　　　　　1．．．．・　　　　’・・〈岸．一291＞

　　　　日本人移民の到着から・、歴日運動・．二世間輝に至る．i80Q年代後半かち1930年代

　　にかけ．てのハワイ、及びアメリカ本土g）日本人移’民問題を考察する。排日運動の最

　　．中7一日本人移民を保謹し，アメリカ自民を啓蒙するために著された本組は，．．日本．

．全量畑野騨するろタン舛亨テキろト．1しで・．論陣比騨．

310；　Sm’ith，　Bradford．　Americans　from，Jqpan．　The　Peoples　of　America　Seriess　ed．

　　by　Louis　Adamic，’Philadelphia　：．J．　B．．　Lippincott，・　1948．　（No，tes　ori　Sources　；　pp．

　　390－392）・．・、＿　．．．．、：’．　〈325・73－S643・〉〈三一S69＞・

　　　・ハワイへφ日本人文飾到着から第二逸世界大戦の終結まで・第一部ではで・ウ1，

　　第二部では強制撚を軸に・米本土に耕る日本画民●日系人の歴嘩描写す
　　る・、日系三殿における「二世」．の重三が基調となっている，

．276・．ρ・nrpy，耳i1・・y・nd　Miy・kaw・・T・S・・tt，・d・・．　E・・t　Acr・ss．　th・pa・ifib・．．

　　Historical　and　SociOlogical　，Studie，s　of　」aPqnese　lmmigration　，and，Assimila一’

　　’　tiori．　Sqnta　Barbara　and　Okford　：　AmeriCan　Bibliographical　Center－Clio－Pr‘，

　　1972．．．．．t’t．　　　　　〔．：　　．　　　．’〈pC812－8＞’＜岸一138＞

　　　「元年者」．．（1868年）．．．．から強制収容まで，パワイ．・太平洋諸島圏及び北米におけ

　　る，日系移民に関する歴史学的考察ζ；文化受容8同化等に関する社会学的考察

　　．の部分から成る。Masaji　Marロmoto．‘“Firs℃Year’Immigr，antS　to　．Hawaii＆

　　Eugene　Van　Reed．”　（pp．　5－39）　，．Yukiko　lrwin）　E｛ilary　Conrby．　“Robert　Walker，

　　Irwin＆Syst♀matic　lmmigrati6rl　to　Hawaii．”（PP．．　40－55）等しばしば引用さ』れ

　　る論文が収録されている。．．‘

283．　0’Brien　David　J．，　Fugita，　S．1　’e’phen　S．，The　Japanese　Ainerican　Exper．　len6e．’

　　，Mino．rities　in　rvlodeM　，America，　Bloomington　；’　lridiana　Univ．　？r．，　1991．　’　（Biblio－

　　graphic　Essay：．pp．ユ47r154，　R6f6rec6s：pp．155L168）　　．1．．　　．〈DC812TA44＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・．．、．．　tt（paperback．ed．〈移（四）一Y21＞1

　　　、移民初期から強制収容及び日．系ア．メリカ人の将来まで，・．・ワイ友び米本土西海

　　岸の日系コミ．4ニチイの歴史あなかに，日．本人及び日系アメリカ人の文化・1特質．

　　を探る。
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　．284．　Spickard，　Paul　R．’JaPanese　Americans　：　The　Formation　and　Transforlna－

　　　tions　of　an　Ethnic　Group．　Twqyne’s　lmmigrant　Heritage　of　America　Series，

　　　New　York　：　Twayne　Publishers　；一London　：　Prentice　Hall　lnternational，　1996．

　　　（Bibliographic　Essay　’；　The　State　of　Japanese　American　History　：　’pp．　177－185）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈未所蔵〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1996，paperback，　ed・く未所蔵！）

・　　　一r世・二世・三世，そして戦後の新移民まで，広範な史資料により，日系アメ．

　　　り二人の工界ニッタ・アイデンティティの形成とその変容過碍を検証する。‘B4b：

　　　1iographic　Essay’　1は英語文献・研究史の纏めとして有用（本号，　p．24参照）。

　【ノ＼ワイ】24）

　，311．藤井秀五郎（玄漢）『新布畦』太平館，明33（附録：日英布会話，二布日本人出

　　　身録）　　　1　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈YDM26910＞

　　　　藤井秀五郎（玄浜）『新布畦』改訂増補，文献社，明35（附録：二布畦日本入出

　　　身録）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜YDM26911＞〈山本一223＞

　　　　ハワイへの移民希望者を対象とし，「章を立つること二十二、節目を分かつこと

　　　二百、布畦に於ける諸般の状態は、悉く之を網羅せんことを期」したハワイ及び

　　　ハワイ日本人移民の歴史と現状。日本人によるζ．の種の著作の二二となったもの。

　　　改訂増補版は，初版紙上で予約を募っ左うえで，事実の遺漏・．誤謬　出身録の調

　　　査漏れ等を訂正し，刊行された（巻末「再版予告」）。

　312．森田　栄『布畦i日本人発展史』ワイパフ，真栄館，1915

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－34＞〈山本一222＞
　　　　二布日本人によ唇初めてのハワイ日本人啓二二。漂流時代から1915年（大4）

　　　8月までの「総ゆる方面に於ける同胞社会に関する事蹟沿革を網羅編纂」したも

　　　の。新聞る公文書・著者自身のフィールド・・ワ・一一一：ク等に基づき，統計類も多数収

　　　緑し，二二313が刊行されるまで，ハワイE本人移民史に関する最も基本的な文献

　　　であっ、た。「第一章力布間の歴史的関係」には1「明治以前布畦に於ける日本人」

　　　「隠れたる日本布畦史」等，志賀重昂のホノルル金曜会講演丁要領」（大正元一3

　　　年）を収録する（本号注36）参照）。

　313．森田　栄『二二…五十年忌』ワイパフ，森田栄，1919　　　　　・　〈山本一221＞

　　　　上掲312を，天皇皇后両陛下並びに皇太子殿下に献納，展覧台覧の光栄に浴した
　　　のを言己回し，　｛nせて，轟犬の・・ワ倣航二二＋年を期・改訂増櫨改題したも

　　，の。多くの研究者が引用する最：重要な基本書の一つである。

　314．渡辺七郎『三三歴史』大谷教材研究所，昭5　　　・　　　　　　　〈578－318＞

　　　　ハワイの通史一「第一編古代史」「第二編近代史」（キャプテン・クックのハ

　　　ワイ発見から三布併合まで）「第三編現代史」（二布併合以降）及び，日二人社会

　　　の発展史一「第四編二布関係史」からなる。「簡明にして要を得た叙述」で基本

　　　書の一つとなっている。「二丁軍艦ホ／1ルル寄港年表」「二三i同胞職業別人員表

　　　　（1928年12月調査！」「人種別砂糖耕地労働者」等の統計を第四三一第五章「．日布関
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　　係め諸統計」（pp．391－410）に収録する。

89．，渡辺七郎『素謡歴史』改訂版，興学会教育部，昭10　　〈山本一219＞＜移（四）一8＞1

　　　上掲314に，「附録（一）日本語學校沿革」（2＋10＋118p）及び「附録（二）日

　　本人人名録」（8＋219P）を付して改訂したもの．これらの鵬は資料的｝・有用・

315．木原隆吉編著『二二日本人史』’文成社，昭10　〈334．476－Ki138h＞〈山本一224＞

　　　前掲3ii，312，313等ハワイの日本人に関する通史的資料が絶版となっている状

　　況に鑑み，その後発見された新史実も加味し「官紳移民布畦渡航画趣ナ周年記念

　　刻として編纂出版されたもの．「三二晴概論」「三人社会変遷史」「日本史

　　実物語」からなり，ハワイ政府文書及び目本の外交史料・新聞・刊行書等から多

　　くの統計も引用されており’，「資料としての信獣性と価値とが高く評価され」た基

　　本書の一つとして，乞78．阪田監修『日系移民資料集北米編』第13巻くDC812二

　　E118＞にも収録されている。

316．藤1井秀五郎『大日本海外移住民史第一三布畦』海外調査会，昭13　＜430－107＞

　　　上巻は，丁第一章布畦の歴史」「第二章日本人の移住／第一節概説（各回統

　　計）／第二節移住の回顧／第三節明治初年の交渉」からなり，漂流時代から「渡

　　航五十年祝典」までの日本人移良史を概観する・中巻は「同胞事業の発達」とし

　　て，各種団体・実業界・産業……娯楽趣味に至るまで，日系社会における組織的・

　　個人的活動状況を記録する。下巻「人物大観」（97p）は，約450名の在布日本人の

　　略歴。藤井は，，1「平和の戦士としての移住者の功労」を讃え，表彰すべきことを議

　　会に請願，採択されている（昭和10年3月18日，第67帝国議会衆議i院請願委員会

　　　「海外移住功労者表彰二関スル件⊃。

317．山下草園『日本人あハワイ』・世界堂書店，昭17　〈334。45－Y44ウ〉〈移（四）＝一37＞

　　　ハワイを太平洋制覇の礎石として認識し，ハワイ同胞の再出発の前提たること

　　を意図して，ハワイの興亡史・日置関係史・日本人移民史を「洗麗軽妙なる筆致」

　　で描く。
318．山下草園『日本二二交流史』大東出版社，1昭18（東亜文化叢書第8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈777－41一（8）〉＜GJ123－11＞＜山本一167＞

　　　「元年者」（1868年）以前の漂着，1868年から第二次世界大戦までの日本人移民

　　問題，及びハワイ日本人移民史を踏まえた上布王朝間のエピソードからなる。山

　　下は元『日布時事』記者で，ハワイ及び日空関係について多くの著作がある。『布

　　畦諸島』東京縮会出版甑昭・7〈276－Y44ウ〉は…ワ梗に関するより二般奇言

　　な概説書。：

319．鬼頭イツ子『布二丁ものが為り』東蔀書籍昭18　〈276－Ki13ウ〉＜山本一108＞

　　　キャプテン・クックの・・ワイ騰早」（・778年）から太平綿球までの搬向

　・け通史。
320．相賀渓芳（安太郎）『五十年間のハワイ回顧』ホノルル；「五十年間のハワイ回顧」

　　刊行禽1953（ハワイ日本人年表：巻末pp、1－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈334．476－S6624g＞〈山本一201＞＜天一13＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　33，一



　　　『日布時事』編集長でパワイ日系社会の指導的立場にあった著者の，ハウイ渡航

　　　（1896年）から太平洋戦争終結後まで，・約50年間の日系社会に関するエッセイ。

　　付録に「ハワイ日本人年表」「帝國軍艦ホノルル寄港年表」「ホノルル駐在歴代日

　　本領事官」を付す。

321．川添旧風（善市）r移植樹の花開くハワイ日本人史実落ち葉面』ホノルル，「移

　　植檎の花開く」刊行会，1960　、　　．〈DC812－E56＞、〈山本一236＞＜移（四）一41＞

　　　『布畦タイムズ』『商業時報』に掲載したものを）内容に従って年代順に並べた

　　もの。傍題「……ハワイ日本人史実落ち葉篭」とした②は，奥村多喜衛『楽園落

　　ち葉』の題を借用したもの。

一322．川添樫風（善市）『移民百年の年輪雨風蕉雨』ホノルル，移民百年の年輪刊行会，

　　1968（「移植樹の花開く」姉妹編）’　　　〈DC812－60＞．＜山本一237＞〈移（四）一42＞

　　　上掲『移植樹の花開く』刊行後に『食油タイムス』に掲載したトピックを，「元

　　年者」以降年代順に纏めたもの。

94．ハワイ日本人移民史刊行委員会編『ハワイ日本人移民史』ホノルル，布畦日系人

　　連合協会，1964（ハワイ官約移住七十五年祭記念）　　＜334．476－H351＞、〈移一10＞

　　　「ハワイ官約移住七十五年祭」（1960年）記念事業の一つとして刊行。「ハワイの

　　日本人史は，日本良臣史の特異な二環であり，また世界人類の変遷史にもつなが

　　る」ものであるという観点から，その漂流期から現代まで乳百年にわたる歴史を

　　形成する事件・問題及び生活変遷の実態等を考証する。巻頭「写真編」（PP．1－

　　133，注：＜移一10＞」本は，大幅落丁あり。）に，，愚民時代から戦後時代まで，五百

　　数十点の写真を時代別・事件順に配列する。以下に「本史」の内容を掲出する。

　　　「第一章総説」．T第二章初期の接触から先駆移民の渡航に至るまで」「第三章

　　日医国交の進展と移民の渡航再開」「第四章日本人移民の定時渡航と紛争事件」

　　「第五章永住土着への移行から帰化革新期へ」「第六章日本人移住者の労働と創

　　業」「第七章日本人移住民の宗教と教育」「第八章日本人移住者の社会と文化」

　　「第九章日本人移住民の生活とアメリカへの同化」。この他に，「記念諸行事写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　編」（ハワイ制約移住七十五年祭，日米修好百年祭）「附録史／第一編世紀の祝典・

　　記念諸行事／第二編ハワイ日系人の過去と現勢」及び「パワイ日系人団体名簿

　　録」（pp．523－579）等を収録し，ハワイ日系移民史研究に必須の資料集ともなって

　　いる。
　　　　　　　　　　　　舎・．
323．ハワイ日本人移民史刊行委員会編『ハワイ日本人移民史』増補2版，ホノルル，

　　ハワイ日系人連合協会，1977《パワイ官約移住七十五年祭記念日本人移民一〇〇

　　年祭，天皇・皇后両陛下御来訪，アメリカ建国二QO年祭祝賀記念）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－185＞＜山本一288＞

　　　上掲94に，付録として「ハワイ、臼三人連合協会②歩み」「日本人移民百年祭写真

　　集」「天皇・皇后両陛下奉迎写真」「アメリカ建国二百年祭記念写真」「日系人連合

　　協会参加各団体名」等を付し，増補再版したもの。「本史」部分は，1964年刊と同

　　内容。　　　　　　「』　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・一』一．
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324．村山　有『バワイニ世屈辱から栄光へ』時事通信社，1966（時事新書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈334．476－M982h＞〈三一1490＞＜山本一43＞

　　　ハワイ出世を，日本民族海外進出の苦闘と栄光の象徴とし，アメリカ史に新た

　　な足跡を記すニュー・アメリカンを描くことで，日本民族の真価を伝える。

325．牛島秀彦『ハワイの日系人一真珠湾体験からの出発』三省堂，1969『（三省堂新書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－3＞

　　　真珠湾体験を出遠点として，「ハワイの日系人」「日本⊥「アメりカ」を考える。

　　ハワイの日本人・日系旧史のコンパクトな纏め。

326．牛島秀彦i『行こかメリケン、帰うかジャパンハワイ移民の100年』サイマノk出版

　　会，1978（参考文献およびハワイ移民関係資料：pp．249－253）　’　　〈未所蔵〉

　　牛島秀彦『行こかメリケン、戻うかジャパンハワイ移民の100年』講談社，1989（講

　　談社文庫）（参考文献右よ’びハワ・イ移民関係資料：pp．．297－303）　〈DC812－E66＞

　　　「明治型日本人」から「ジャパニーズ・アメリカン」へ，ハワイの多数派「日系

　　米人」変貌百年の歴史を辿る。表題「行こかメリケン、言うかジャパン」は，砂

　　糖キビ耕地労働者の流行歌「ホレポレ節」の唄い出し（下掲330『ホレポレソング』

　　参照）。文庫版はiサイマル出版会．（1978年刊）版より写真（グラビア頁）を多く

　　収録。

91．・ヒロタイムス［大久保清］編『ハワイ島日本人移民史』ヒロ，ヒロタイ．ムス・1971（稼

　　良百年記念）’．　　　　　　　　tt　　　　　　　　〈山本一299＞＜移（四）一9＞

　　　『ヒロタイムス』『コナ反響』等の記事を中心に纏めたもめ。断片的ではあるが，

　　ジャパン・ボーン（日本生れ）最後のジャーナリスト大久保の独特の語り口が，

　　当時の日系社会を活写する。「ハ7イ移民五十周年記念祭」から「明治村『ハワイ

　　移民記念館』」までを記録する「第一部ハワイ島の百年」は，’t「第六部名簿」（『参

　　考書誌研究』No．47，　p．40参照）とどもに資料的に有用。

124．足立車知『ハワイ日系人史一日本とアメリカの間に在りて一』葦の葉出版会，

　　1977（ハワイ日本人移民史年表：pp．223－229，参考文献：・pp．　231－232）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－57＞＜山本一200＞

　　　「第一章移民時代から太平洋戦争まで」「第二章．太平洋戦争と日系人」「第三’

　　’章戦後の日系人」からなる。一般的通史の体裁を取っているが「文化社会学的1

　　又は、社会心理学的な見地に立って」書かれ海「ハワイ日系人の生活文化史と呼

　　ぶλミき」ものである。

125．島岡　宏『ハワイ移民の歴史一新天地を求めた苦難の道一』国書刊行会，1978（日

　　本・ハワイ関係年表：pp．264－269，参考文献：．　pp．270f275）　　、〈DC812－75＞

　　　「元年者」（1868年）を日本民族海外発展の出発点・ハワイ日系人活躍の礎とし，

　　日本近代史にE当に位置づけ，評価するという意図で，’その経緯・足跡を中心に，

　　「織布併合（ハワイ併合）」（1898年）までを描く。．「パワイ漂流奇談」「威臨丸ハワ

　　イ寄港」’等，三布関係前史についても多くの頁を割く。

327．土井弥太郎r山口県大島郡ハワイ移民史』マツノ書店，198．O（参考文献：PP．198

　　　　　　　　　　　　　　　　　－357



　　一201）　、　，　，　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－114＞

　　　「山ロ県大島郡におけるハワイ移民史（大島郡学術調査報告12）」『山口大学農

　　学部学術報告』8：i957，　pp．775－849〈Z18－589＞を補足改訂したも㊧シ土井論文

　　は，出移民の実態を実証的に分析しだも、のとして，その後のハワイ移民研究に多’

　　く引用されることとなつ，たが，327r山口県大島郡ハワイ移民史』は，「資料解釈

　　が主となり、世界史的観点からハワイ移民の位置付けが行われていない」乏いテ

　　評がある（前掲271．石川『日本移民の地理学的研究』p．25）。大島町誌編纂委貝

　　会編『周防大島町誌』大島町，1959〈GC227「65＞のハワイ移民の部分（「第十編海

　　外発展と大島町」一「第ゴ章布畦移民」）も，土井の上掲論文に拠るどころが大

　　きい。25）

328．王堂フラングリン，篠遠和子’w図説ハワイ日本人史1885－1924』ホノルル，バニ

　　ース・パウアヒ・ビショップ博物館出版局，人類学部，ハワイ移民資料保存館，

　　1985（日本人官約移民ハワイ到着100年記念出版物）（文献目録：pP．224－227）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈移一17＞

329．Odo，ヒFranklin　and　Kazuko　Sinoto．　A　Pictorial　History　of　the　Japanese　in，

　　Hawai‘i　1885－1924．　Honolulu：Hawaii　Immigrant　Heritage　Preservation

　．Center，　Dept．　of　Anthropology，　B’ernice　Pauahi　Bishop　Museum，．1985．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　・　　　　　　　　　　〈未所蔵〉

　　　「ハワイ移民資料保存館（HIHPC）Hawaii　Immigrant　Heritage　Preservation・

　　Center」が，日本人官約移民ハワイ到着百周年を記念して刊行26）。ービショップ博

　　物館所蔵及びHIHPC収集の写真・文書類を中心に，ハワイ史における日本人の立

　　場とその貢献に焦点をあてる。なにより約250点の貴重な写真が，．ハワイ日本人移

　　野史を物語る。製糖会社との間の労働契約書の複製（原色）を付す。

330．ジャック・Y．タサカ『ホレホレ・ソング哀歌でたどるノ、ワイ移民の歴史』’日本

　　地域社会研究所，・1985（コミュニティ・ブックス）（参考文献：pp．’　197－i98）

　　　　　　　『＿　　　　　』　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　＜DC812－233＞

　　　ホレポレ・ソング（節）は，』砂糖耕地で働く日本人移民労働者の間で歌い継が

　　れた哀歌。・往時には百をこえた『というホレポレ節の歌詞に，ハワイ日本人移民社’

　　会の歴史を辿り，日本の移民送出地域の作業歌にそのルーツを探る。「ホレポレ」

　　とは砂糖キビの茎から枯葉を剥．ぐ作業。

331．山崎俊一『ハワイ出稼人名・簿始末記日系移民の百年』tt日本放送出版協会，

　　1985　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　．　・　　　　　　 　＜DC812：256＞．

　　　NHK特集「ザ・ハワイアン～海を渡った一世紀」，（1985年、2月4日放送）の取・

　　材記。移民それぞれのライフ・ピストリー〈聞き書き）を軸に，往時と現在のノ・

　　ワイの状況を交錯させ，ハワイ日本人移民百年の歴史を綴る。Barbara　F．　Kawa－

　　kami・大久保清・児玉正昭」嘉屋文子等，移民研究に関係のある人々も多く登場

　　する27）。　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

332．渡辺礼三『ハワイの日本人・日系人の歴史』上巻，ホノルル，ハワイ報知社，1986（「日

　　　　　　　　　　　　　　　　』36一



　　本人ハワイ二丁移民百年祭記念）　　、　　　　・・■＿，＜ll）C812－E22＞．

　　　「前史時代の用布関係（漂着）」から「元年者」（1868年），「「官約移民」（1885二1894

闇　年）の発足時までを，邦語・英語の基本文献及び外交史料を比較検討し，・再構築

　　する。下巻は上巻の二倍から三倍の分量になる予定だったが，未刊のままなのが

　・惜しまれる。

333．　Wakukawa，　Ernest　K　A　History　of　the　Japanese　People　in’　Hawaii．

　　Honblulu：Toyo　Shoin，　1938．’　’　’　〈325．35209969－W149h＞

　　　「難i破船のハワイ漂着」から「二二移民50周年記念祭」（1935年）までのハワイ

　　の日本人・日系人の通史。アジア系住民の参政権を事実上剥奪したいわゆる「ベ

　　イオネット憲法Bayonet　C副s醗％二二、（1887年）；「ハワイ革命］（1893年）によ

　　るハワイ王朝の終焉，アメリカによる「ハワイ併合」（1898年）及び「ハウ「イ立州’

　　運動」等，’皆皆関係典における日本側の対応についても詳しい28）。

’334．　Laden’son，　AleX．　The　Japanese　in　HaWaii．　Chicago　：　Univ．　of　Chicago，　・193’ W
．

　　．（Bibliography　i　pp．195－205）　・　，　’　’．　”　．〈DC812－A4’8＞

　、“　シカゴ大学での学位論文（Ph．　D．，1938＞。云ワイの政府文書や新聞等の基本史

　　’資料を使用しておらず，・千分な考察力Shなされていない面もあるが（‘Preface’），ハ

　　ワイにおけ一る日本人に関する初期の英語文献とレて掲げておく。「官話移民4（1885

　　－1894年）前め白布関係から丁排日移民法」成立（1924年）までの通史のほか，’在

　　布日本人の経済発展及び同化につ吟て考察する。

335．．Conroy，　Hilary．　The　Japanese　Frontier．in　Hawaii，．1868－1898．　Univ．　of

　　Ca！ifornia　Publications　in　History，　V．　46，　Berkeley，and　Los－Angeles　：　Univ．　of

　　California．Pr．，1953．（Bibli6graphy：pp．161－170）　〈325．252－C754j＞1〈二一．137＞

　　Conroy，　Hilary．　The　Japanese　Frontier　in．Hawaii，・　1868－1898．　The　Asian

　　Experie．nce　i4　North　America　：　Chinese　and　Japanese，　New　York　：　Arno　Pr．，

　　1978．　（teprint　of　the，1953　ed．）　（Bibliography：pP．　161－170）　〈DC812－26＞　．

　　　日布公式外交の濫膓である「遣米使節団のノ〉ワイ寄港」（1860年；万延元）に筆

　　を起こし，「元年者」（1868年），、「官約移民」、（1885－1894年）の時代を経て「ハワ

　　イ併’合（米布併合）」（1898年）に至る日布関係及びハワイ日本人移民史を考察す

　　る。学位論文“The　Japanese　Expansion　into　Hawaii，1868－1898．”（Univ．　of

　　California，　at　Berkeley，　Phr．D．，1949）に基づき発展さぜたもの。

　　　日・布・米の外交史料，公文書及び刊行1非刊行の二次糞料にも多く依拠し，

　　その後多くの研究に引用される基本書となっている。．これらの文献資料を整理し・

　　た‘Bib！ibgraphy’は・特に「ハワイ、（州立）公文書餌」所蔵の関係史料（フアイ

　　ル）を知るうえで有用である。

336．Okahata，　James　H．，　ed．　A耳ist6ry　of　JaPanese　in　Hawaii．　Honolulu：United

　　Japanese　Society　of　Hawaii，1971．　一　．1〈DC812－6＞＜岸一1429＞〈移（四）一Y32＞

　　　「漂流民」，「元年者」（1868年）から「日本人移民百年祭」（1968年）まで，百年

　　にわたるハワイ「の日本人・’日系人の広範な歴史を解説する。．Vo1．1＝Drifters　and．
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　　Gann。n－m。n。／Pt．．1・．　Ag・．・f　D・ift・r’・（Ch・叶41／Pt・2・C・nta・t・Ente「

OfCi。i・1　St・g・．’（Ch・P．5－6）／Ptl　3・G・nnen－m・n・T・ibUl・ti6・・（Ch・p・7・9，

Bibli。9，aphy），y・1．　II．・linmig・ant・and　Th・i・C。岬bqti・nst・H・w・iiカ｝「ら．な

　　　る．V。L　II各章（Ch・p．1－32）のタ朴ルは次の翻．・

　　　　S。g。・P…p・・ity　and　L・b・・／King　K・1・k・da・nd耳mp・…．M・iji／J・p・n

Aeced。、．t。耳。w。ii，、　R。qu。・t　f・t・・lpamig・ant・／R・・umpti・n　gf．　tmmig・ati・n／

　　G。v。，n血。nt．C。nt，aet．lmmig・ant・／lmnii9・’・ti・n　C・nv6hti・h／lmmig・atiφn．

　　Stati，ti。、／lmmig，ati。n　P・efectq・e・in・J・P・n／Pl・ntati・，n．Lif・／Th・Haw・ii・n．

　　R。v。lqti。n　and・Ann・x・ti・n／Haw・if・Tu・n・、　td．　Chin・f・・．Lab・・ers／Explgit・＝．

　　．ti。n。f　lmmig・ant・／Th・E・tly・J・P・n・・e　c・mtnuni・ty／Th・T・nt・tive・S・ttllng

「D。wn　P。ri。d／St・uggi・、f6・’・Equ・1ity／Th・・一Planter’＄・Dil・mrP・／1920　P1・ht・ti6n

　　　st，ik，／Th。　J。p。n。，e　M。nace／Th・G・Qwth・f　thc　Jqp・n・・e　C6mm・nity／Th・

J。p。n・・e・andL・ca11nd・・㌻・i・・／Fin・hce・／L・・guag・S・h・・1・／R・ligi・nイP・ess／’

　　　・rg・ni・ati・n・／N・t・・alizati・n／lmnii　g・ant’・・child’・en／s⑱t・h・6d．℃・mp・ign／『・

　　　W。，．Cl。ud，／En・my，・Ali・hs／Jap・ri・・e　American・・in　A・ti’・n／A　N・w　pacifjc』

　　　Race．補遣とし．て「日本人移民百年祭Centennia1　Celebration（手868進968）」「ハ、．

　　　ウイ同筆寒極七十五年祭75th　Anniversary　Celebration　of　Contact　lmmig「a’

　　　ti。n（1885－i960）」「．日米修好百年祭C・nt・nni・I　C・1・b・ati・n　6f　OP・ning・f　U・S・’

　　　一：Japan　Relation＄」「の概要等を付す。同じく「ハワ嫁日系木連合協会The砺舵4

　　　JaPanese　Society　of．1勉和碗」による前掲941．323の英語栖とgうべさもので，、ハ

　　　ワイ日系移民史研究た必須．の資料である。

337．． O9。w。，．．D。hni・Ml’，・with．th・・assi・t・n6・・f　G1・nα・nt；．f・r・w・・d　by　L・wrence

　　　H．Fuchs：Kodomo　rto　tame　ni，1．Fot　the　Sake　of　the　Children；　The　Japanese

　　　A，neri，。n　ExP・ti・’nce　in．　H・w・ii．．H・n・1・lu・U・1・iV・．・f．　H・w・ii　P・・，1978・．

　　　　（Biblip9・aphy・…PP．6・ユ’一6・6）　tt　tt．、「「．．．t　t〈Dc8・2“2’o＞．≦岸484＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1980；　Papetback　ed．．〈未所蔵〉）

　　　’喫約緬者btw治的・、鶴白勺二大勢力となるまでに至った；ハワイ1・お肪

　　　　日本人・日系人の苦難の．歴戦とアイデンティティ．を綴るア、γソロジー。論‡・新．

一回記事・．演詳等々，「．多種多様な資料を「ハワイに．おける男系アメリ1鳥人の体騨」

　　　　という連綿たる録事誌と・して纏め上げた編者の問題意識に対する評価は高い29’．，

　　　　各章冒頭の編者による．エッセイ．が，・収録資料を踏まえ；．各テーマの背景を．概徹す‘

　　　　　　　　　　　　　　　　るる　．　　．．　　　．ド．、　　　　　　亀
338．T。k。ki，　R6n。ldi　P・u舳・1・Pl・ntati・n・Lif・”・and・L・b・r　in　H圃i・1835r．

　　　　i920，　H・n・lulu・univ．6f　H・w・ii　Pf・，．・983・・（Bipii・9・aphy・．PP・203“208）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t・、　　　　　　　’　　　．　　．＜DM236－A2＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．』、．　．　tt．（1984，　paperback．　edr〈未所蔵〉）

339．ロナ〉レド．．タカキ著，・富由虎男・白井洋子訳『パウ・・ハナハウイ移Eの社会卑』tt

　　　　囎房・．・986（刀水歴史全書24）（338・Fr・H・n・．i　P．’aptation　L’fe．and憩や。「．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一38一



　　in　H：awaii．19S3　ed．の翻訳）（参考文献：・pp．　270－278i　，日系ハワイ移絵史関係邦’

、語文醐録PP．279－287）　tt／．　■tt　t、、＜DC8エ2－237＞
　　　プランテーション・（砂糖耕地）の形成からオアフ島耕地第二次大ストライキ

　　（1920年）に至る，ハワイ移民労働考の社会史。プラ≧テーシ自ンの経営戦略と

　　移民労働者の歴史的経験の相関関係のなかで，ハワイ多民族社会の形成過程を辿　．

　　る。、「パウ・ハナ」とはハワイ語で「仕事を弁えて」の意。ノ・ワイのプランテーシ

　　ョンに関する史資料を概観する「参考文献」は有用である。、日本語版には，訳者

　　による「日系ハワイ移民史関係邦語文献目録」、を別に付す・30＞

340．M・・iyam・，　Al・n　T・k・・．　lming・i・h・・J・脚・・e恥ig・ati・n　C・mP・ni・・and

　　H。w。ii，　ls94－1908．　A皿Atb…university　Mi・r’・film・1・tern・ti・nql，　lg83r』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・〈DC812－A7＞　・

　　M。，iy。m・，　A1・n　Tbk・・．　Iming・i・h・・J・脚・・e・Emig・ati・n　C・mp・ni・・and

　　Hawaii，　1894－1908．　Hon61ulu　：　Uriiv．　pf　Hawaii　Pr．，　1985．　（Sources　Cited　：　pp．

　　233－253）．　・　・　〈D9812－A21＞
341。アラン・T．モリやマ著，アラン・T．モリヤマ，金子幸子共訳『日米移民卑学一．

　　日本・ノ、ワイ・アメリカ』PMC出版，1988（340．　Imingaisha：Japan6se　Emigration

　　C・mp・ni・・and・Haw・ii，・894一・9・8・・98S　ed・の翻）「（引駅献・PP・293－310）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－E39＞

　　　森山のUCLAでの学位論文（Ph．　D．，1982：1983年公刊）。日本語版！原本：パ

　　ワィ中学出版，1985年刊）は．，原本の誤りを．訂正し，日本人読者向けに省略乃至

　　加筆して刊行された。日・米の史資料を基に，・1894年（明27，「旧約移民」廃止）

　　がら1908年（萌41，「紳士協約」）に至る，いわゆる「私約移民」時代における，

　　「移民会社．（移民取扱人）一」による一日’本人移民の送出・受入過程に関する実証的研

　　究として評価が高い。．外務省外交史料館所蔵史料を含む「引用文献」及び原本

　　・ApPendix・（日本語版では割愛）も有用（r参考書誌研究』N・・47，　P・13・注3）参照）・．

　　　森山の「移民砺究」方法論について，森山アラγ武雄［述］『アメリカ月系史学

　　についてφ一考平静叫アラン武：雄氏講演原稿』国際画廊事…業団・1981（業務資料

　　noi　608）〈DC812－127＞がある。：、

342　．　・　Kotani，・Roland．　The　Japanese　in．Hawaii’　：　A　Centqry　of　Struggle．　Honolulu　：．

　　Hawaii　Hochi，　1985　（The　Official　Program　Booklet　of　the　Oahu　Kanyaku

　　Imin　Centennial’　Committee）　（Bibliography　：　pp．　165－169）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－A30＞＜移一Y2＞

　　　「（オアフ島）官雛賄慢言己念祭」の公式出版M・「官約移民」（・885－1894年）

　　から「三世」の時代まで，ハワイの日本人・日系人百年あ苦闘の歴史を，’．トピッ

　　ク・．事件を中心に，豊富な写真を添え綴る61

343．　，Hazama，　Dor6thy　Ochiai　and　Komeiji，　Jane　Okamoto．’ Xkage　Sama　．De　：　The

　　’Japanese　in　Hawai’i，　1885一一1985．　Honplulu　：　Bess　Pr．，　1986．　’（Seleeted　Bibliog一

　　，aphy、PP．281－288）　　・『．　．・　、＜pC812LA26＞〈移（四）一Y37＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一39二
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｝

　　　、「官約移民」（1885－1894年）以前の三布関係も含め，「旧約移民百年記念祭4（1985．

　　年）1寺までのハワイの日本人・日系人百年の歴史を，アメリカン・ド、リーム具現

　　化の過程として，次世代のジャパニーズ・1アメリカンに伝える。

344．Kim。，a，　Yukik。．　IS・ei・J・p・hese　lmmig・ant・in　’Hqw・ii・H・n・1・lu・Univ・・f

H・W・’”P・・，　1988・（Bib’io9「aphy　：・　PP・　277”2：79） i、992，P。P6，，1。kl£還郷、

　　　籍喋語の基本文是認繕者の50璃・わたるライールド」ワークに基づぐ・・

　　「官約移民」（1885－1894年）から1970年代．までの，ハワイにおける一世及び日系社、

　　会に関す碓会歴蝉的考桑．移民の巨二代的韻，出身県の相違による対立・’一

　　世が従事した多様な職業，、日系社会安定要因としての家族・宗教・組織等の影響・』

　　両大戦時における一世の車場等々ゐ二二かつ鮮明．に描写される。．著者は，ハワ、イ

　　大学‘Roman20　Adams　SOρゑα1　Research　Labo．rato73i’　・（後述）に在職中∴ハワイ

　　における日本人た関する多くの研究を発表している（前掲↓78・Matsuda，・The

　　Japah6se　in　rtqwaii．　pp．77－79参照）6　．　tt　』』　』　　　　　、

．345．　Okihit。，　Ga・y　Y．　C・4・Fire…Th・Anti－J・P・n・・e　M・v・血・nt　in　H・w弓il・

　　1865－1945．Asian　American　History　and　Culture　Series，『Philadelphia：、Temple

　　．Univ．　Pr．，1g91．　　　　　　／　．、’　　　』　　　　　　　　』〈未所蔵〉

　　　磯馳の牌を端緒に旧本人移民め導入から第二次大戦締までの・「磁

　　の楽園」．ハワイにおける日本人排斥運動を，米本土におけるマイノリティ．の歴史．

　　との関連を意識し描く31）。　∫　　　　　　　d．・　　　，・、
346．T。mU・a，　Eileen　H。；f・・ew・・dby　R・9・・ID・ni・1・1　Aineri・ani・ati・n・Accultu・・

　　。ti。n，　and・Ethrii・ld・ntity・Th・Ni・ei　G・n・r・ti・n　in　H・w・ii・Th・A・i・n・

　　American　EXperien6e，　Urbana：Univ。’of　lll．inois　Pr．，1994．（Work　Cited：pp．

　　293．318）　．　．．　　・　・　　■＜EC136・A84＞・
　　　　　　　　．，　　、’．（1994，P・p・・bh・k・Cdi＜移『（四）’TY39＞）‘

　　　　日．本人移民が「出稼」者（soj　ourners）から「永住」者．（sett16rs）へとその性・

　　格を変えていぐなか，日・米両文化り狭間で，そのエスニッグ・ア．イデンティ．ア

　　　イはどのように確立されて．V・つたのか。著者は，第一次世界大戦を機に米本土r

　　　ハワイで吹き荒れた「アメリカ化」（Americanizatiqn）「同化」（assimilation）離

　　．策と，・エスニッグ・アイデンiイティの権立を伴った一「郊受容」（aCCUItU・ati・n）

　　　の過程とを峻侵し（本書，p．52），’二二族文御の共存する囲ワイにおける．日系「等

　　　世」の教育腿一「ピジγ・（pidgin）嬬」（耳・W・ii　Cfe・1・Engli・h）・「公立学

　　　椥（Engli6hSt。nd・・d・ch・・1）対「躰語学校」（J・p・n・・e　1・nguag・・ch・・1）

総点撫瀧留萌濯二｝伽蜘踊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く【ハワイ則33）　　』　・　、　　「　1・
347瀬谷正二r布畦⊥．腰試，明25”「 @　一　1＜YP￥26236＞

　　　　日本語で書かれた，．ハワイに関する最袖の概説書。．瀬谷は元・「・日本移住民監督

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一



　　官」。当時既に二万人（ハワイの人口の二割強）を数えた三布日本人移民のための

　　教養書とでもいうべきもの。ハワイの地OP　t慣習・文化・政治・歴史等を纏め，　tt

　　「人口減損の原因」「支那人排斥の始末」を付す。

348．外山義文編『日本と紅斑i一名・革命前後之布団』－博文館，明27（社会文庫第二

　　編）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　〈YDM28291＞

　　　外山は，サンフランシスhに本拠を置く民権派団体「愛国同盟」％魏。パ

　　Unionj員。「愛国同盟」は，ハワイ問題を「国権の消長と国利の伸縮に至大の関

　　係を有するもの」とし，ハワイ革命（1893年）の際に，菅原伝ら4名を急派し，

　　三布日本人の参政権回復運動を行っている34）・本書ぽ「掌国同盟出身部」（帰朝愛

　　国同盟員の組織）における菅原らの帰朝報告会に呼応して刊行されたもの。「画歴

　　論」「布畦革命の顛末」を中心に，「布部の風土・沿革」も記す。

349．武居熱血編『三三王朝史』ホノルル，日三時三社，1917　　　　　．〈未所蔵〉

　　　布畦王朝に関する項目約270を収録する小百科。志賀重昂のホノルルに於ける講

　　演も収録する（本号注36）参照）。

350．一吉森実行『ハワイを中る日米関係史』文芸春秋社，昭18　　　　．〈276－Y91ウ〉

　　　　「布睦併合」（1898年）をアメリカのモンロー主義から帝国主義・トの転換の一

　　環として捉え，ハワイの世界史的地位の重要性を強調する。本書は，著者が外務

　　省在職時に作成した調書「アメリ労のハワイ併合と日本の抗議」を基に，米布関

　　係を中心にしたハワイ史，及び併合以後のハワイをめぐる日米関係を加筆したも

　　の。35）

351．近盛晴嘉他『知られざる日布交流史一カラカウア王来日百周年一』ヒロ，ハワ

　　イ・カ，ラカウア王顕彰委員会，1981　　　　〈GJ　123－13＞＜移一16＞＜移（四）一38＞

　　　ハワイ王朝最後の王「ヵラカウア」の来日（1881年，明14）百周年を記念した

　　小冊子36）。次掲352．Armstrong書，宮内省臨時帝室編修局編修『明治天皇紀』’そ

　　ク）他の資料を基に，関係写真を添え，その間の事情を簡単に纏めたもの。大久保

　　清「ハワイ日本人移民小史」（上掲91『ハワイ島日本人移民史』pp．1－12の再録）

　　他一篇を収録。

126．中嶋弓子『ハワイ・さまよえる楽園一民族と国家の衝突』東京書籍1993（主要

　　参考文献・ハ7イ略年表：pp．451－463）　　・　　　　　　　　　＜GJ123－EiO＞

　　　ハワイ「発見」（ユ778年）から「主権回復運動」「王朝転覆100周年」行事（1993t

　　年1月）の顛末に至るハワイの近現代史を，日米関係の確執を基調に描いた，，H

　　本語による初めてのハワイ通史。「ハワイという『辺境』の歴史が、『中来』に直

　　結し」（本番，p．439），．ハワイ史の命運において果たした日本及び日本人移民問題

　　の重要性を指摘する。37）

352．　Armstrong，　William　N．　Around　the　World　with　a　King．　New　York　：　Freder－

　　ick　A　Stokes，1903．　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　〈未所蔵〉．

　　　（国立国会図書館では，Lond・n：W．　Heinemenn版［発行年記底なし］を所蔵。

　　〈岸一11＞）
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　　　Armstrong，　William　N．，　with　an　introductiop　to　the．new’editiori　by　Terence

　　Barrow．　Around　the　World　with　a　King．　Rutland　and　Toky6：　Charles　E．

　　Tuttle，1977．　　　　一’　　　　「tt　　　・　　　　　　一｛未所蔵＞

　　　Armstrong，　Williarp・N．　Around．　the　World　with　a　King．　H．　bnolglu　：　MuYgal

　　Publiもhing，1995．（pap．　ed．）　　　・　　　　　　　　・　　　　　く未所蔵｝

　　　カラガウア王世界周航（188111．20－10．29）に，「移民政策担当官」として随行

　　した，司法長官アームストロングの『周航随行記』。カラカウア王崩御（1891年）

　　の後，アームズトロシグの死（1905年）の造田に刊行された38）。

127．ウイ． 潟Aム・’　N．アームストロング著，尭二三・樋ロあやこ共訳『巾ラカウア王

　　のニッポン仰天旅行記』．小学館，1995（3S2．　Around　the　World’with　a　King．

　　Stokes版，1904　ed．の抄訳）．（関係略年表：PP．326－329）’　　「〈GB648｝E27＞

　　　膳のうちv・　tB発か謡初の訪問町メ1！カ（サンフランシスヲ版び躰ほ

　　か東洋部分の翻訳とそめ他の部分の要約に，’訳者たよる脚注・関係写真・図版を

　　付したもの。巻末資料として7．．外：務省記録・ビショップ博物館所蔵資料・当時の

　　新聞記事を収録する（pp．280－325）。1、

353．．　KUykendall，　Ralph　S．　The　Hawaiiqn．　Kingdom．　3v，　Honolulu：　Univ．．　of

　　Hawaii　Pr．，193S－67．1　　　　　　　　．　　、　　　、　　　　　〈未所蔵〉

　　　クックのハワイ「発見」（1778年）から「～〉ワイ革命」による暫定政府成立（1893‘

、年）までの浩醗たるz・ワイ史三部作。各巻は，v．1：．1778－1854，1　Foundation　’　and

　　TtanSformation．，　v．　2　：　1854－1874，　Twenty　Critical　Years．，　v．　3　：　1874－1893，　The

　　Kalakaua　Dynasty．という時代区分で，カ．ラカウア王即位（1874年）から「ハワ．

　　イ共和国」憲法発布（i894年）．までを描．〈第3巻『カラカウア王朝史』が・・「元年

　　者」（1868年）から「官爵移民⊥廃止（1894年）1までの日本人移民について記す．・

　　．「ハワイ州立公文書館」所蔵史料はじめ米・英の公文書・外交文書，及び多勢op刊

　　．行頭料に基づいた綿密な考証は，ハワイ史に関する古典中ρ古典となっている39）。．「

　　Kuykendall，　The．　Earliest　Japanese　Labor　lpamigra．tion　Lto　Hawaii．　Univ．　．of，

’H。w。ii・occaSi・n・1　P・p・f・；N6．25，　H・n・lulu・恥i寸・・f　H・／w・ii，1935・は「元年

　　　者」に関する評価の高い研究。　　　　　．　　　 　　　ttt・

354．F。ch・，　L・w・ebceH．耳・w・iiP・n・・AS・・i・IHi・t・・y・N・wY・・k・H・・ρ・u・t・

　　　Brace＆World，［1961］．（includes　Bibliogfaphy）　、　．　』　　「〈未所蔵〉

’Fu。h，，　L。wr。nce・H．　H・W・ii　P・n・：』As・・i・1恥虚・・y二s・h　Di・g・・H・・ρ・u・t

　　　Brace　Jovanovi6h，［1：983］，c1961．（Bibliography：pp．450－4．84）・　、『〈岸一212＞

　　　Fuchsl　Lawrence　H．　Hawaii　Pono＝．Hawaii　the　Excellent　：　An　Etnic　and

　　　Politieal　History．・　Honolulu・：　Bess　Pr．，　［1992　？　］．　（＄ources　and　Acknowledg一’

　　　ments：pp．450－4S4）　　　　　　・　　　．、　．．　　t／’　〈未所蔵〉

　　　　「米布併合（ハワイ併合）」（1898年），・〉ワイ領土政府成立（1900年）1から．「立

　　　州」（1959年）を経て，本書刊行前1960年までのハワイ近・現代史。1983年papefback

　　　・版・P・eface．，1・おいて。・96・靱駒経済・政治・磁三型につ・・て概観．（・k・t・h）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　42　一　・　’　　・　・



　　する。‘Part　One：Ways　of　Life，1900－1941’一Chap．4　Pride　and　Place（pp．106一

　、137）が日本人の特質から真珠湾攻撃前夜までの臼系社会を描く。上掲353，Kuy－

　　kenda11書以降のハワイ史に関する文献として，次掲355．　Daws書とともに重要で

　　ある。”　　　・
355．　Daws，　Gavan．　Shoal　of　Time：　A　History　of　the　Hawaiian　lslands．　New

　　York：Macmillan，1968．（Bbliography：pp．399－417）　　　　　　　≦三一164＞

　　Daw＄，　Gavan．　Shoal　of　Time：　A．　History　of　the　Hawaiian　lslands．，

　　Honolulu　：　Univ．　of　Hawaii　Pr．，　1974．　（reprint　of　the　1968　ed．）　（Bbliography　：

　　pp．399－417）　　　　　・「　　　　　　　　　　　　　　　　　〈未所蔵〉

　　・クックのハワイ「発見」（1プ7S年）からハワイ「立州」（1959年）までの通史。

　　「元年者」（1868年）から太平洋戦争時までi’日本人（移民）問題についても多く

　　の考察がなされている。上掲353，354と並びハワイ史のスタンダードな概説書で委

　　る。

【アメリカ】40）

356．加藤＋四郎r在米同胞発展史附・名士列伝』博文館，明41　　fYDM41444＞

　　　北米地勢・日本人移民史・排日運動等を概観し，ニューヨーク・シカゴを始め，

　　英領カナダ・アラスカを含め，特に西北部各州の初期日本人社会の社会的・経済

　　的・政治的発展を記90併せて，各地有為・知名の人士百数十名g）経歴を述す。

　　筆者はサンフランシスコ『新世界新聞』の記者を経て：，当時シアトル『旭新聞』

　　の主筆。

＄57．桜府日報略解『桜面争平原日本人大勢一tt』第2号・サクラメント・桜府日報社・

　　明42　・　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　＜YDM41445＞

　　　サグラメント平原（カリフォルニア州）の地理・農業・営業・教育の概説・人

　　口統計及び民法・刑法等各法律手続からなり，國「部面都平原事業家列傳」（pp．116

　　－209）r櫻三都平原日本人住所姓名録」（pp．210227）を付す。「三三日報社」から

　　年刊で出されていたもの。

358．植村　寅『北米の日本人一一名・在米同胞発展事情』内外出版協会，明45（付二

　　日米通商航海条約ほか）　　　　　　、一　　　　　　　　　　　くYDM41362＞

　　　北米合衆国国勢一斑・北米日本入移民の背景を概観し，カリフォルニア・ワシ

　　ントン・オレゴン・，英領コロンビア各州1太平洋沿岸以外の三州及びハワイ・ア

　　ラスカにおける発展状況を記す。「移民の本国に付加する富」「日米貿易との関係」

　　「排日運動」「日本の移民政策」等についても記す，初期の北米日本入に関する包

　　括的な考察。’

359．寅井順一『北米日本人総覧』中央町書房，大3　　　　　　　　　　　〈347－17＞

　　　在米日本人社会の発展を日本に紹介し，後世史家の資料とすることを目的に編

　　纂。ワシントン・オレゴン・カリフォルニア各州日本人発展地の一般状況た加え，

　　伺胞奮闘の経路と各地の特色を知らせるために，指導的人物の略歴を加える。「北

　　米に於ける日本人排斥の沿革」「日本人土地所有権禁止法案め成立」を付す。
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360．’高畠日本人会［水谷渉三］編『紐育日本人発展吏』紐＝育，、紐育日本人会，大10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜398－3＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニエ　ヨしク　　　日米章易の展開と密接な関係を有する紐育在留邦人の初期発展史。戸本人発犀

　　の基因たる幕府開港に筆を起こし，日米貿易の趨勢を時代区分により概観し，貿

　　易品目別の「観察」〆と貿易機関としての金融・海運・各会社等の沿革を述べる。

　　社会的・経済的・宗教的諸団体の沿革も含め，日本入社会の発展状況は，「第参編

　　在留三人獲展の径路及び現状」において詳述される。他に各種「遣米使節團」「米

　　人の日本観」及び，代表的な人物’（新井領一Z一・・郎・高峰譲吉等）一の略伝・逸話等を

　　収録し，最後に「日米貿易の大宗たる本邦生糸”）輸入旺盛なるに封照して頗る興

　　味ある」「米國難業失敗史」を略記する41）。で後学4．44『日本人海外発展史叢書』・に

　　復刻・収録。．〈DC812－213＞）

’361．北加日本人会出版部編『北加日本人発展史』［Chico］，北三日受人会出版部，大

　　11　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈397－315＞

　　　合衆国国勢・カリフォルニア州の歴史及びチーコ壷中心とした北加地方邦人の・

　　発展を概観し，「チーコ日本人会」の活動内容を記録する。

362．竹内幸次郎『米国西北部日本移民史』シャトル，大北日報社，昭4　〈591－143＞

　　竹内幸次郎『米国茜北部日本移民史』2冊，雄松堂出版，1994（大北日報社，昭

　　和4年刊〈591－143＞の複製），監修・解説：奥泉栄三郎，（付二大北日報1918年1

　　月1日号）　　　・，、　　t’　．　　　　　　　　．　　〈DC812－E185＞

　　　ワシントン州及びオレゴン州における日本人についての初期の包括的な歴史。

　　特にシアトルに重きがおがれている。各地在留日本人の状況のほか，「日本人會襲

　　達史」「排日史」「二化問題と二重二二」「同胞社會の経濟」「實業」「在留同胞の

　　農業」「日本移民の勢働状態」「移民地の教育事業」「移民地の宗教」「移民地社財

　　史」「移民地の新聞雑面」「移民地の文壇」等を詳述し，「附録邦人に回する三三．

　　計」（pp．789－831）「三三西北部在留邦人名鑑（日本人獲町史）」（pp；832－1204）

　　を付す（復刻版では下巻に分冊収録，頁に乱れ有り）。、1β00頁に及ぶ本書は・その

　　後の「在米日本人史」シアトル部分の下敷きとなっており，米国西北部初期日本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいらん　　入移民史の「『正史』的な位置を占め」ている。著者，竹内幸次郎（三三）はシア

　　トル『大北日報』社長兼主筆。奥泉栄三郎「『米国西北部日本移民史』解説」（雄

　　松堂出版，1994（複製），下巻所収）が，竹内及び本書の移民関係史料上の位置づ、

　　けについて詳述する吟’，』　　　　　　）

363．谷津利一郎『在米宮城県人史』ロスアンゼルス，南加宮城県人会，昭－8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜640－206＞

　　　「宮城県海外協会」創立（昭和5年）を機に，’在米宮城県人の足跡・奮闘の史実

　　を郷土に伝え，県人の海外雄飛を奨励鼓舞し1更に「邦國人在米登展史」として

　　殖民政策の資料となすことを目的に編纂。高橋是清・菅原伝らが序文を寄す。排

　　日問題・カ、リフォルニア在留同胞の発展過程を説き・在米宮城県人各地9）発展・

　　「南加宮城県人会」及びLs「北加東北下会」の活動を記す。在米県人約200名の略伝

　　　　　　　　　　　　　　　　　一44一

　　　　　　　’



　　を紹介し（pp．161－285），「在米宮城早撃住所録」（pp．331－351）を付す。42）

364・在米日本入会事蹟保存三編『在米日本人史』San　Franci＄c（）7在米日本入会，

　　194Q　’　，　．　．　〈334．45－ZIIz＞
　　　本書は，当初「在米日本人事蹟保存会」において刊行が計面されたが，1940年，

　　「在米日本人会」と合流し，「在米日本人会」内に特設された「事蹟保存部」にお

　　いて，紀元Ii千六百年奉祝記念事業として編纂刊行されたもの（本書，　pp．1291－

　　1293「『在米日本人卑』出版経過」）。1，300頁にも及ぶ本書の刊行までわずか半年と

　　いう短期間であづたたあ，「不備あ多かるべきは免紅得ざる所」と言われているが

　　　（本書，「措詞一竹内俊一」），在米日本人に関する最初の総合史として，’また，そ

　　の後あ「在米日本人刻の鞭となったものとして，様々臆味にお・・て重要で

　　ある43）。（後掲444『日本人海i外発展史叢書』に復刻・収録。〈未所蔵〉）内容は以下

　　のとおり（子中，章立ては省略）。

　　　「第一篇在米日本人三三篇／在米日本人黎明時代／在米日本人開拓時代／在米

　　日本人聾展時代／在米日本人全盛時代と排日／在米日門人定着時代と第二世」

　　「第；二篇在米日本人史各別／在米日本人の農業／商業／漁業／勢働／宗教／教

　　育／邦人下限に於ける刊行物／運動競技／人口及び職業／公館及び團膣／社會事

　　業／戦役，事攣，災害と在米邦人／儀禮行事／藝術，三味，．娯樂」「第三篇在米

　　邦人地匠別概観／中，北ジ加州／南加州／山中部及び山東部／西北部及加奈陀／

　　中部及東部」「第四篇米國の排日史／米國の移民問題と東洋人／移民入棺制限問

　　題の登生／米國排日史／立法的排日の沿革／排日暴動と其記録／土地法に封ずる

　　試訴／華州土地法試訴／日米條約と加州華州及合衆國憲法上の試訴」「第五終日

　　系市民（二世）概観／二世間遮／日系市民協會／鶴米日系市民／日系諸雪平／二

　　世と産業」「第六篇　日米國交矧（省略）」「（附録）北米關係参考法規／北米合衆

　　國憲法／北米合衆國移民法」

365二藤岡紫朗編『米国中央日本人会史』ロスアンゼルス，米国中央日本人会，’1940

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC8ユ2－141＞
　　　1915年（大正4＞8月，ロサンゼノkス帝国領事館の殺置を機iに，南加各地日本

　　人会（19団体）の中央機関どして「南加中央日本人会Central　laPanese、Associatioha

　　Of　Southern　CalzforniaJが創立された（1915年9月．1日から事務開始）。皇紀二

　　千六百年（1940年），日米両国間に「相剋摩擦の度が加重し，將さに縢雨下らんと

　　して風櫻に漏つう」情勢下，同会の創立25周年を証悟し，同会記録の保存と先駆

　　者藤見の足跡を遺す目的で編纂。「南加中央日本人会」会長・書記長を歴任した藤

　　岡紫朗が，同会記録を基に「何らの潤色を施さず、文彩を加へ」ずに，「キープ、

　『カリフォルニヤ、ホワイ・ト」の排日スーローガンに抗するに「キープカリフォルニ

　　ヤ、グリーン」の標語でもってしたカリフォル三ア同胞二十五星霜の事件・事項

　　を編纂した正史44）。．（後掲278『日系移民資料集北米編』第2巻に覆刻・収録。

　　＜DC812－E118＞）　’

366．藤岡紫朗・『歩みの跡北米大陸日本人開拓物語』Los　Apgeles，歩みの跡刊行後援：

　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



会・957（日米関係米国並に一ワ隔月騨（年表）：Pμ65瓢53－H952a＞

　　北米における日本人8。三斜の巌のなかで，「四隅地方に起った諸々の重

要問題の真相を詳かにし、またこれに携わった人物の風貌とその三三台の光景

を描」、、た無人懇の外史（轄，「序文特等順造」P・5）・「r顯繍』1こ聖954

．56年まで3年間にわたり連載されたものに添削を施凹めたもの・個人を王1こ

団体を従とし，一世の轍苦闘の足跡を精確に言己述することを目的としておP・．

全讐繧畏禦「歪難ご字雀繍蹴編縣・
　い評価と尊敬を得ている45）。内容は以下のとおり。

　　「歩みの跡あちらこちら」「米国の歴史に残る人々」「輝く四四二戦騨隊」「∠

　キシコ翻の輝者」「南部温州｝・活躍し秘列「中部甲州・於ける事跡」「米

　国官憲、邦人磯う」　・r迷論鞘収容所」「戦後同胞の瀕状況」「姻で灘す

・る米国闘緒」「逸材シアトル市。礫まる」伴世紀に亘る栄樋琴」「古い歴史

　　歯っオレゴン州∬カナダとアラスカ」「加州の開拓年表と排斥年表」「フレス

　　ノ地方の事跡と米作事業」「北部が）フォルニアの全貌！　F’北加に巨跡を残した先’

　覚者」「在鱗人の旧地・ス抄ゼ・レxm」・r邦人の手で開拓し婦野原」

　楠部ヵりうォルニァの全貌」「ヵリプォルニァ三三肚地法とその抹殺∬デン

　　バ＿市の傑出人物腱」「・歩みの跡。を求奴（追加篇）」「附釧胎法案の立法’

　　化と痴人の受ける鴨／日米関係米国並にハワイ髄一斑／御難力合衆

367．鷲鞭謬．リフォ1、三如本人』六田出版細43（太平洋麟太平

寒熱ルニア転轍1及び漂流民から排日．強制収容鑑45購耳ワll

　　ニアにおける躰人の発麟史。特1・カリフォル骨導業における日献の貢献

　　について記す．太平洋戦争時，太平洋繊の世界文化上野要性と日本民族の地

　　歩前進を根底識とし，当該地域の燃普及のために刊行された糖「太平洋図

　　曲師め一冊。「太平洋会議」躰代表として湘国灘論の悪化防止に鋤た奮e

368．見�癈蛯P熱講総課憂亨ンゼル舗加日難業会

　　謝，、956　　よ　　　・　”　　〈未所蔵〉
　　　邦字紙を基に，・885－ig・8年までの，・勅リフォルニア雄日本人1こ関する事

　　件．事項を編纂し編鞭．下掲36gr南加州躰破後篇』ととも1こ・戦後刊

　　行された「南加州詠人」に関する二二文献となっているが・視、内容詳細

　　は不明である。
369浦回日系人商業会議所腿髄・圓四望引剥本人史後篇』・スアンゼルス・

南加入融業聯1957卿日本 ﾘP瓢lll乙883nジ＜山本一278＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一　f



　　　前掲368『南加州日本人史』（1918年まで記述）の後篇。’r第一期戦前篇（排日

　　史）」「第二：期戦短篇（苦難史）」「第三回戦後篇（帰化権三三史）」に分け，南カ

　　リフォルニア同胞の歴史を年代順に記述する。内容は以下のとおり（篇中，，章立

　　ては省略）。　　　　　　　　’

　　　「第一戦前篇（1919－41年）／加州排日史／排日の原因を探る／排日の諸相／外

　　人土地法対策／在留日本人社会／日系人と文化活動／一九一九年より開戦までの

　　南加に於ける主な出来事」「第二戦時篇（1941－45年）／日系人の強制立退／戦時

　　輯住所てWRA）設犀／転住所（リロ”一ション・センター）／戦時抑留所／戦時

　　交換船／二世兵士の武勲」「第三戦後篇．（1945－55年）／帰還：と一般社会／経：済復

　　興／公共団体の復興／戦後に於ける県人会再建／同胞の文化生活／移民帰化法の

　　成立／二世の進出」，’附録として「日系人関係重要法規（加州土地法／移民・帰化

　　及び国籍法／立退賠償法／難民救済法ノソーシャル・セキ丘リテー法と修正法の

　　概要／加州輩老年金法）」’等を付す。

133．南加州日本人七十年遅刊行委員会編『南加州日本人七十年史』ロスアンゼルズ，

　　南加日系人商業会議所，1960（南加州日本人七十年史年表：pp．747－752’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－104＞〈山本一277＞

　　　当初，上掲368『南加州日本人史』（1918年まで記述），の続篇どして刊行が計画

　　され綿纂が進められた・しかし・出版力s’「日米修賄年祭」と重なることから，

　　これを「南子日庶人商業会議所」の百年祭記念事業とし，南加州における日本人’

　　社会の形成（1890年）から1959年までの通史及び各分野別発展史に地方史を加え，

　　百年祭記念行事の大要を特集どして収録し，全史『南加州日本人七十年史』とし

　　たもの。。㌍容は以下のとおり（篇中，章立ては省略），

　　　「第一三三加州日本人七十年三三篇／移民前史／移民先駆時代／初期開拓時

　代／大陸移民全盛時代／発展、排日時代／定着、隆盛時代／戦時、戦後のH本人／

　　南加州の驚異的発展と産業」「第二篇南加州日本人七十年史科篇／南加州日本人

　．の農業／花卉、植木、苗物業／南加州の日本人と商業／南加州旧本人貿易、金融’

　　界／南加州の日本人漁業／庭園業の大発展／南加州の日本人と労働／南加州日本

　　人宗教界／新聞、放送、刊行物／南加州の日本人教育界／日本人文化生活史／日

　本人スポーツ界／南加州旧本人主要公共団体／社会事業」「第三篇日本人の排斥「

　苦闘史／排日問題の諸相」「第四扁戦時下の受難時代／開戦、忽ち敵性人の数

　年／開戦前後と立退まで／戦時転住所（WRA）設置／転住、抑留所の実態／二世

　兵士の武勲／立退賠償と市民権回復」「第五篇南加州の日系市民／日系市民の成

　長／日系市民の社会進出／日系市民の成長と活動／蒔米日系市民の活動／戦後の，

　二世活躍／全米市民協会の功績／歴史的移民帰化法の成立」「第六篇南加州日本

　人地方史イロスアンゼルス市／ロスアンゼルス郡／オレンジ郡／サンデーゴ郡／

　インペリアル郡／リバサイド郡／サンバナデノ郡／ベンチュラ郡／サンタバーバ

　　ラ郡／サンルイスオビスポ郡」

80．加藤新一編『米国日系人百年史並に在米日系人発展人士録』Los　Angeleli，新日

　　　　　　　　　　　　　　　　一47一



米新聞社，、96、（一H米修好百年三論）　』〈334・453－Si474b＞＜移（四）rl＞

　　三三史に始まり，・86・年（「誕元年遣米使節」）から・96・年（「脚多好個

　百年祭」）に至る，来出面人の歴史を記述する「綱日系旧記」と各地方人

　士の在米翻講である「在知乱人蕪人士e・caを併せて臓しだもの・約1・500

　　頁にも及ぶ畑であるが，3分の2程力・入樹である46）・酪は以下ρとおり（篇中・

章凝議齢僻史総篇／米大郷史／米国日系人の麟海鳴

　　本町、養豚業／綱日系人鏑業／綱日系人纏勤晦／綱日系人と
　　労働／綱日系人の糖／綱日系入と文化／綱日系人の刊行物／米国日系人

　　の宗教／綱日系人のスポーツ界／排日と日系焙滑跡／日系市民の成長と発

　　展／日米瀞下の在米日系人／半世紀の龍・帰イヒ擁得／日米国交と在米日系

　　人」「第二篇酬日系三殿地艦鰯一在米日系醗展人士録／北部加
　　州／南部加州／中部加少卜1／オレゴン州／アイダホ州／ワシントン州／’…南騨

、37・．鷲一力移民百年史』諭4職灘黙視稿一92＞

　　　上掲8。r米国日系三百鞭』，甑のため，’F警備綱日系順鞍繍」と

　　　「第二篇各州日系醗島地欄の歴史記述部分を要約し・『3分家計テし

37・．鵜－rアメリカ干醗　歴史』時事通欝憲聯毒1、4S9＞

　　　「アメリカ誌誠を誓った二世」と「日本の軍役に服した二世」・二世の灘の

　　歴史を辿ることで，雛な二世罷の韻を探る・騨章erおいて1二世職の

　　曲型として「東京ローズ事件」を考察する。，
、35簾擦＿縮rシカゴ縣破』シカゴ，シカゴ日剰会・・968（転住．日記（年

　　「シカゴ共済会」「日系絵ゴの懇を軸に・宗教・文化等諸団体の活動でこれを

　　噂し，轍「転住（油入）・e1・cati・n」により急激に製した・シカゴ日系人s

糠禽獣藩轍黒緯讐欝欝驚響轍
373．騰＿男r続・北米百年桜』．シアトル，北米百年桜実行委員会・1972（「続北

　　　米百年桜」年表・・P・　421－43・・「続・at計図剛参繍二叫31－4涛蔵1

374．藤＿男r北米百年桜』正・続2冊，暉出版社・・973一’ψρ812－1951
375．騰＿男r北米百年桜』，r続・北米百年桜』4冊PMC出版・’・984（イ寸．（16P）・

　　　　　　　　　　一　一48’



　　対談「北米百年桜と遙かなニッポンの間」）（日本人海外三農史叢書）（374．．H貿

　一出版社，1973年刊め複製）　’　　　．　　’．　　　　　　　　　〈DC812－241＞

376．　lto，　Kazuo，　translated　bY　Shinichir’o　Nakamura　apd　jean　S．　Gerard．　lssei　｛　A

　　History　・of　Japanese　lmmigrants　in　North　Am，eriea．　Seattle：　Executive　，

　　Committee　for　Publication　of’Issei，　c／b　Japanese　Community　＄ervice，　1973．

　　（translatioh　of　372．　（Hokubei）　Hyakunen　Sakura．）　（ChrQnological　Table　：　pp．

　　895－959，　Bibliography：pp．　968－972）　’　i　〈DC812－10＞

　　　「デクショチリー」としての移民史ではなく，埋もれた古老達のライフ・ヒスト

　　リーに基づ硲た，ワシントン・オレゴン・アイダホ等アメリカ西北部各州及びカ

　　ナダ（ブリティッシュ・コロンビア州）における「一世苦闘史の集大成」。往時の

　　貴重な写真を多数収録し，「読む移民史であると共に、見る移民史」『ともなってい

　　る。正・続併ぜ1，600頁にも友ぶ円融な「生活記録」は，煎掲366『歩みの跡』同

　　様，当該地域の人物録としても有用であり，検索には、「人名索引」（正：pp．1117

　　－1140，続：pp．435－452）が役立つ。また各編「年表」（1868年・明治元一1972年・

　　昭47）も詳細である。北米日系移民史における基本書の一つとなっている。372，

ぐ373は非売品．374は慌版として刊行された甑375（r躰構外発殿藷』）一

　　は374、（正・続）の復刻版。376（英語版）は「二世以下、日本語を解さない子孫・

　　に伝え」るために，基金を募り，372『北米百年桜』を完訳したもの。

377［伊藤一男『シカゴ日系百年史』Chicago，シカゴ日系人会，1986〈DC812－240＞

　　　前掲135．藤井『シカゴ日系人車』の空自部分（戦前及び1968年以降）を埋める

　　ため，’rシカゴ日系入会」創立二十周年記念事業として刊行されたもの。移民のラ・

　　イフ・ヒストリー（聞き取り）を軸に，「外交文書」・北米各邦字紙・藤井『シカ

　　ゴ日系野史』その他の先行書等に基づき，移民史におけるミ・クロ部分を意醜し，

　　著者が「これまで手がけた移民史のなかで全く新しい視点に基づく国際交流史」

　　としたもの。「日米交流史序章（1872－99年）」「日本人漂着最：盛期（1900－20年代）」．

　　「太平洋上嵐あ前夜（1930年代）」「日米戦争苦悩の三年九ヵ月（1940年代）」「戦後

　　日誌一（1945－75年目」「戦後日誌二（1976－1985年）」の構成で，資料として「日系

　　人関係団体」（pp．463－474）を付す。本書取材過程での「問き取り」調李を基に，

　　r市俄古に燃ゆ一明撃払木め足跡』？MC出版・1985〈DC812・242＞が干師されて

　　いる。
378．i若槻泰雄『排日の歴史アメリカにおけるH本人移民』中央公論社，1972（中公・

　　新書）（参考文献：pp．202－265）　　「　　　　　　　　　　　　〈A68－U－13＞

　　　排臼に先行する中国入排斥から，カリシォルニア州での排日の勃興，「排日移民

　　法」（1924年）まで，「黄禍論」も踏まえ，排斥運動の経過を詳細に辿り，．戦後も

　　なお人種的偏見が続いてy・ることを指摘する。

379．鶴谷　寿『アメリカ西部開拓と日本人』日本放送出版協会，’1977（N：HKブック

　　ス302）（参考文献＝Pp，　21．　1－215）・　　　　　　　　　　　　　．　〈DC821－5＞

380．　Tsurutani，　Hisashil　translated　by　Betsey　Scheiner，　with　the　assistance　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　49　一



　　Mariko　Yamamura．　Ainerica．一Bou4d　：　The　Japanese　and　the　Opening　of　the

　　American　West．　’Tokyo　：　Japan　Times，　1989．　（translation　of　379．　Amerika

　　，Seibu　Kaitaku　to　NihOnjin．）　”　，　i　〈DC812－A27＞
　　　中国人排斥運動により，・アメリカ西部開拓の労働力として中国人に取って代お

　　つた日本人「出稼」移民。移民送出の背景から，労働運動への参加とその日本の

　　社会運動への影響．まで，鉱山労働・鉄道労働を中心に，アメリカ西部開拓におけ

　　るIH本人「一世」労働者り実態を検証する48）。　　　　　　　　〆、

38・・黒川省三rア刈力の日系人』教龍1979（入門糖’門下鰭）（参考文

　　献：p474）　’　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　＜DC812－96＞

　　　多民族国家アメリカにおいて「モデル・マイノリティ」としての地位を確立し

　　、た，ハワイを含む日系アメリカ人（一世・二世・三世・帰米二世）の多様な軌跡

　　を辿り，その意識の変遷と実態を紹介し，問題点を提示する。

382L岡元彩子『アメリカを生き抜いた・H本人屈辱と栄光op百年』日奉経済新聞社，、

　　1980（日経新書）（参考文献：pP．　216－217）　　　　　　　　、’＜DC812一遡5＞

　　　「在米日本人」から「日系アメリカ人」へ，カリフォルニアに生きた日本人の百、

　　年にわたる苦闘の歴史をコンパクトに纏める。　　　　　　　　　’

383．北未沖縄人史編集委員会編『北米沖縄旧史』［L6s　Angeles］北米沖縄クラブ，

　　1981　，　’　・　〈DC812－163＞
384．　The　Okinawa　CIUb　of　America，　comp．，　translated　by　Ben　Kobashigawa．

　　History　of　the　Qkinawans　in　North　America．　［Los　Angeles］　：’　Resource

　　Development　and　Publicqtionsi．　Asian　Americaq　Studies　Center，　UCLA　and

　　the　Okinawan　Club　of　Ametica．　1988．　（translation　of　383．　H6kubei　Okinawaji’n

　　shi）　　　　　／’t　　　　’　　　　　　　　　　　　　　＜移（四）一Y23＞

　　　1927年，「北来沖縄クラブ」の前身である「沖縄海外協会南加支部」が「在米沖

　　縄県人史」の編纂を企画，資料収集に努めたが，結局未刊た終わった。本書は，

　　その当時執筆された資料等に基づき，’rいざ行かん、我等の家は五大洲」（当山久

　』三）に呼応して海外雄飛の名のもと新天地を目指した，北米沖纏県人の苦闘と発

　　展の一世紀を記録する。「沖縄救媛聯盟」による戦災救援運動についての詳細な記

　　述は貴重であり・ペルー日系人についても若干り記述が掌る。内容は以下のとお
　　り　（居立ては省略）。　C「

　　　「移民前史」「在米沖縄県人三更」「在米三縄県人会」「沖縄戦災救援復興運動」

　　「北米沖縄クラブ」「HUt業！　tF文化運動」「北米沖縄系木OPプロフィール」「回想録」

385．戸上琴賢編著『ジャパニLズ・ア〆リカン移住から阜立への歩み』ミネ　ルヴ

　　ァ書房，ユ986（龍谷大学社会科学研究叢書VII）（参考文献：pp．，462－479）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC8」2－E4＞　，

　　　龍谷大学社会科学研究所の共同研究『意識と行動様式の変化に関する国際比較

　　研究一とくに日系アメリカ人とその集団lgつ・・ての学際的究明一』’（・979・4i983・

　　3）の成果を纏め．たもの。一世から二世・三世へと，日本人移民・R系人がアメーリ．t
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　　力社会に定着する過程での「歴史的，社会的かつ経済的背景」及び「意識や社会

　　的態度」の肇遷を解明する。「移民送出の歴史的事情」「アメリカ社会への適応過

　　程」更に，戦後の「集団」対米移動である「日本企業のアメリカ進出」をアブU

　　．一チの視座として各論稿を構成する1内容は以下のとおり（熱立ては省略）。

　　　「第1部浮住から定住ぺの過穫／出移民の社会経済的メカ三ズムに関する分析

　　視点／滋賀県における北米移民の空間分布／出移民集落の社会経済的性格一滋賀

　　県犬上郡における計量分析／「アメリカ村」と呼び寄せ移民／移民母村の社会経済

　　史的考察一広島県佐伯郡宮内村を素材として」「第II部アメリカ社会への適応と

　　自立の過程／アメリカ史における日本人移民とその農業コミ豪雪ティーカリフォ

　　ルニア州と大租コロニーを中心として／日系米人コミュニティにおける文化活性

　　化運動の意味について／北米における日系仏教徒の活動／1910年代の排日と「写

　　真結婚」／アイデンティティの葛藤をめぐる問題／／コロンブス以前のアジア系

　　アメリが人一合衆国における文明，文化変容，少数民族の理解だめに／在米日本

　　人の収容過程一章2次世界大戦前から戦中にかけての実態」「第III部現代アメリ

　　カ社会における日本人の経済活動／対米進出日本企業の現状と課題一製造企業の

　　対米進串を中心として／対米進出日本企業の企業経営上の諸問題一その現状と経

　　営国際化の方向」　．　1’

386．村山裕三『アメリカに生きた日本人移民日系一世の光と影』東洋経済新報社，

　　1989　’．・　・　・　’　〈DC821－EIO＞
　　　米国西北部，特にワシントン州の初期日本人移民に焦点をあて，計量経済史の

　　観点から，その生活の底流にあっ牽アメリカ経締との関連を解明する。The　Eco一．

　　nomic　History　of　Japanese　lmmigration　to　the　Pacific　Northwest，　1890－

　　1920．Ann　Arbor：University　Microfilms　lnternational，1983〈DC812－A6＞は，・

　　本書の基になった博士論文（Wa§hington　Uhiv．，　Ph，　D．，1982：1983年公刊）。

139．高橋　経『還らない日本人偏見と差別に耐えた北米日本人移民100年史黄禍篇』

　　同時代社，1991（参考文献：P．299，・黄禍の年譜：pp．301－309）〈DC812－E117＞

　　　カリフォルニア州の排日運勲から第二次世界大戦の終結まで，日本人移民の生

　　活を軸に，黄禍・「偏見の実態」を物語体で綴る。「第九章遺された足跡」はアメ

　　リカと関わった種々な人物の略伝。

・387．車井輝子『外国人をめぐる社会史近代アメリカと日本人移民』雄山閣出版，

　　1995（参考文献：pp．226－231）　　　、　　　　　・　　一　　〈DC812－E222＞’

　　　日米関係という々クロ的視点と移民の生活史というミクロ的視点の相互関係の

　　なかで，多民族国家アメリカにおける「国境を越えた」白本人移民の社会史を展

　　回する。明治期の「移植民論」から日米開戦に至るまでを扱う。H・米の史資料

　　を駆使し，「出移民史と日系アメリカ移民史を関連づけた本書の意義は大きい」と’

　　評価されでいる19）。

388．佐渡拓平『カリフォーY’＝ア移民物語気骨のジャーナリスト尺魔が刻一した』亜紀’

　　書房，1998（年表（「鷲津尺魔」「ア．メリカにおける日本人排斥等」関連）i　pp．283
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　　一285，「主な参考文献学、：巻末PP．1－3）　　　　・　一・．．　＜DC8127G107＞’

　　　在米自本人社会のジャーナリズトとして評価が高力・6た「鷲津尺魔（鷲頭文三）」

　　の生醗通してみたガリフォ・・“ア移民SE・・9世紀末の日本人社会・．「大和

　　蔽四聖移民社会の指導者「安孫子久太郎」ζの交欝が語られる・綿甲ま・

　　『在米日本人史観』ロスアンゼルス，羅馬新報社，1930　9DC812－188＞（後掲）の著．

　者として知られ，彼の新肉連載記事（「摩史煙滅の嘆」「吾輩の邦国生活」，．『日米『

　　新聞』撮）も当時の目本人社会を＊くイ猷るものとして・しばしば引用され

　　ているが，尺魔自身ク）詳細については，これまで余り知られてい1なかった50）．鷲津・、

　　尺魔は著者の母方の祖父にあたる。本書は一種の「ルーツ探し」の記録でわるが・

　　ヒれにより尺魔に関する空白が埋められる1とになった・

389．・Halei　Robert　Moffett．　The　United　States　and　Japanese　lmmigration．

　．　Chicagp　：　Univ．　of　Chicago，’1945i　（Bibliogrqphy　：　Pp．　179－188）　・　〈DC812LA47＞

　　　ジカゴ大学での学位論文（ph．　b．，・945）・アメリ汐に．おける三人移民駆を；‘「’

　　「紳士二丁⊥（1908年置「カリフォルニア外国人土地法！排自土地法）」（1913年）「排

　　・目移民法」（1924年）等の成立過程における議i会文書や世論等により分析し，結果

　、・として，白本人に対する早急な移犀割当’（qtiota＞を提示する51）6

390’ P．　KitanQ，　Harry　H．　L．’Japanese　Americans　：　The　Evolutioh　gf　a　Subeultqre．

　　Ethnic　Groups　in　Americari　Life　Series，　Englewood　Cli，ffs　．：　，Prentice－Hall，　1969．

　　（Bibli・9・aphy・PP．　i49－153）r・　・、、「　｛EC136－5＞〈岸一＄47γ、

　　、・Kit・n・，耳arry　H・L・J・p・n・・e　Ameri・an6・Th・：E・・luti・n吻Sub・ulture・．

　　2nd　ed．　Preritice－Hall　Ethnic　Groups　in　American　Life　Series，，Englewood

　　Cliff・・：P・entice－H・ll，1鰯（Bibli・9・aphy・PP・215－223）　　〈未噸〉’

391．ハリー・割興屠ジ内崎以佐味訳rア刈⑩なかの躰人一Vカ’ら三’
　　世までの生活と文化』東洋経済新報社，1974．（390・Japanese　Alnericans：Th6

Ev・1⑳・f　a　Subcゆ61。696耀訳！（参考文獣：rp・・　2S3“290，）Ecig6－i＞、

　　　日系アメリカ人の文化変容の過程を，本叢書‘Ethnic　Groμps　in　American　Life

　　Series，の監修者ぞあるゴードン博士（Dr．　Milton　M．　Gbrdon）1の「文化変容と

　　同化」分析！i，デルを，援用し，ロサンギルス地区の調査を基に社会学的に分析。同

　　化における文化と組織の重要陛を検証する。』バリ山・キタイ．1ホ社会福祉学専攻で・

　　前掲2・6，・2・7．皆野釧・．も編網（r参考書誌研究』N・・’481．P・33）・本書は・社

　　会科学者に．よる日、系アメリカ人社会に関する初やての包括的・専門的分析として・

　　アメリカの多．くの大学でテキス．トとして使われ，日系アメリカ人研究においてし

　　ばしば引用される資料となっている。第耳版あ刊行も予定ざれている・

392．　Chuman，　Frank　Fl’Th，，e．Bamboo，People　i　The　Law　dnd　Jap，ant／se－Americaps．

　　Del　Mar：Publisher’s　In（；r，19761　　　　，「　　　　　　1　1　・∵〈岸一121＞

393．フランク，・F．チューマ曙，小lll漸rバンプk－4　一ピープル縣アメ、吻構

　　練の100年』上・下，サイマル出版会，’1978（392．The　Bamboo　People：T＃e耳aw

　　　　　　　　　　　　一・　・　一　52　一



　　and　Japanese－Americans．の翻訳）　　　　　一　　　　　1　　＜AU－631－2＞

　　　アメリオ本土への最初の移民（「若松移民」1869年）から排日・強制収容の試練

　　を経て，・「ケネディ・ジョンソン法」（1965年修正移民法），1972年の対敵通商法修

　　正に至る日系アメリカ人の苦節op歴更を，法律的問題を中’Q・に描く。表題は，月

　　婦人を嵐に耐えるしなやかな「竹（バンブー）」になぞらえたもめ。

394．　，Wilson，　Robert　A．，　HosQkawa，　Bill．　East　to　America　：　，A　History　of．　the

　　Japanese　in　the　United　States．　New　York　：　Morrow，　1980，　〈DC812－42＞

　　ZWilson，　Robert　A．，　Hosokawa，　Bill．　East　to　America：　A　Hisi　ory　of．the　，

　　Japanese　in　the　United　States．　New　York：Quill，1982．　　　　　＜未所蔵＞

395．ロバート・ウィルソン，ビル・ホソカワ著，猿谷要監訳『ジャパニーズ・アメリ

　　カン日系米人・苦難の歴史』有斐閣，1982（有斐閣選書R6）（394．　East　to・

　　America：，AH：istory　of　the　Japanese　in　’the　United　States．1980　ed．の翻訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－182＞

　　　他の移民集団と異なり一時的な「滞在者」（sojourners）としてアメリカに渡っ

　　た日本人，しかし時代時代の複雑な状況，とりわけ真珠湾（奇襲）攻撃とそれに

　　続く強制収容が，在米日本人・日系アメリカ人の運命を大きく変えることになつ

，．’vた。1960年，「全米日系市民協会（JACL）ノ砂侃θsθAmerican　Citizens　League」

　　は，アメリカの歴史のなかで埋もれ忘れ去られようとしている，．日系アメリカ人’

　　の歴史を調査・編纂する計画を決定した。この「日系人研究プロジェクト（JARP）

　　laPanese・4　merican　Research　Proヅectl（本書邦訳では「日系アメリカ人調査計画∫）

　　の目的の一つが「日系アメリカ人の歴史について、決定版となるような学問的書

　　物を出版する」ことであり，その成果が本書である52）。本書は「合衆国へ入ってき

　　た旧本移民の全体験についての最善で完壁な記録」（エドウィン・0．ライシャワ

　　一）であり∴「移民の労務者や貧困な農夫から始まり、今では完全なアメリカ市民

　　となって……めざましい貢献をしているところまでを描いている。」．（マイク・マ

　　ンスフィールド）53）。　　　　1

396．　Walls，　Thomas　K．　The　Japanese・　Texans．　San　Antonio：　Univ．　of　Texas，

　　Ins’tit’ute　of　Texan　Cultures　af’　San　Antonio，　1987．　（Sources　：　pP．　235－245）

　”　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　』　　　　＜移（四）一Y26＞

397．トーマス・K．ウォールス著，間宮國夫訳『テキサスの日系人』芙蓉書房出版，

　　1997（396．The　Japanese　Texans．の翻訳）（資料’・文献：pp．247－257）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－G50＞

　　　西海岸諸州とは幾分異なった状況にiE，つた，テキサス群系人についての最初の

　　研究書。テキサス日系人は1890年3人，現在でも、州総人口の0．1％を’占めるにすぎ

　　ないが，他のマイノリティに比べ，その貢献度は絶大であった。西原清東・片山

　　潜等による米作経営やその他の農業経営の歴史を中心に，太平洋戦争と日系蜂腰

　　会，強制収容所での生活（ペルー日系人の収容を含む），『戦後のテキサス日系人の

　　状況等について，インタビューや地元紙記事も多用し描く。
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398．　lchioka，　Ytiji．　The　lssei：　The　World　Of　the　Fir’st　Genera．tion　Japanese

　　Immigrants，1885－1924．　New　York　l耳ree　Pr．，　London：Collier　Macmillan

　　Publishers，　1988；　（Bibliography：pp．　293－309）　，一　．　i　〈DC812－A22＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Free　Pr．，1990，　paperback　ed．〈未所蔵〉）

399．ユウジ・イチオカ著，富田虎男［ほか］訳『一世黎明期アメリカ移民の物語』’

　　刀水書房，1992（刀水歴史全書32）（398．The　Issei：The　World　of　the　First

　　G・ne・ati・n　J・p・n・・e　lmmig・ant…1885一・924・・988・d・の翻）〈DC8珍E・4’5＞

　　　「苦学生」「売春婦」「出稼労働者」た始まる，アメリカにおける「帰化不能外国

　　人」1としての初期、日本人②移民史91895年（ハワイ「官約移民」到着）から1924

　　年（「排日移三法」成立）までを記述する。「出稼」から「定住」岱の過程で排日

　　運動と闘い続けた日系丁一世」に関する，・最初の包括的研究書であり，日米両国

　　「にお6て高い評価を得ている，〈‘Theρutstarlding　Book　Prize　of　the　National

　　AS．sociation　for　Asian　American　Studies’受賞）。「日本人移民の歴史は労働史で

　　もある」、という観点から「人夫請負制」「労働組織」等についても多くの頁が割か

　　れている。本書は，車に‘UCLA・JARPコレクション’所収資料に基づいて書か

　　れているが，邦訳書では，原書の「注記」及び「文献目録」ゲ割愛されており，

　　更に「索引⊥が付されていないこともあり，研究書としての資料価値が一等減ぜ

　　られているのが惜しまれる。

【カナダ】54）．’

400．トロント日系市民協会一世三編『三十五年史1949－198－1』Toronto，トロント日

　’f’系市民協会一世部，．，1983（付；カナダ日系人略史）（一世三年三二pp．170－183）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－223＞

　　　戦後9「再定住」により人口が急増・カナダ最大の日系人集中地となったトロ

　　・ント1（オン．ダリオ州）．の．「日系市民協会一世部」の歴史。「全加日系市民協会

　　　（NJCCA）National　Jmpanese　Canadian　Citi2ens．Assρciation！結成から「日系

　　，カナダ幹回年祭」の概要等を記述する55）。「カナダに於ける日系人一カナダ日系人

　　史一」（pp．1－18）が日系人史を概観する。、

401．新保　満『石をもて追わるるごとく日系カナダ人社会史』Td沁nto，大陸時報社，

　　1975．　．　，，　・　’　1，　〈DC812－E60＞
402．新保　満『石をもて追わるるごとく日系カナダ木社会史』新版，御茶の水書房，．

．　〈DC812－G23＞，

　　　』世移民草創の期から排日，太平洋戦争における総移動，戦後の現状までの日

　　系カナダ人「社会史」。多くの砺究者の引用する日系カナダ八四の「原典」となつ

　　ている。新版は，ブリティッシュ・コロンビア大学図書館「日系カナダ人史料コ

　　レクションJaPanese　’Canadian　Research　Co　llectionll（後述）蒐集の経緯を記す

　　、「日系資料の蒐集と本書成立の背景について」を補遺として加筆したもの。

136．新保　満『日本の移民一日系カナダ人に見られた排斥と適応一一』評論社，1977（日

　　本人の行動と思想64）（参考文献：pp．211一・215，関係降年表：pp．217－227）一一tt

一，54一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－67＞
　　　「新しい産業社会」カナダにおけるマイノリテえ（臼系人）の排斥と適応の過程

　　を「移動均衡理論Moving　Eqzailibrium　7物θo刎に基づき分析する、カナダ法制、

　　上の日系人の地位変動により，「日系人社会の形成（1877－1907）」「日系人社会の『

　　展開（1908－194q）」「日系人の戦時社会（1941－1949）」「日系人の戦後社会（1950

　　一）」ク）四時期に分け，月三人社会の存続と変動を，優位集団（白人）・劣位二二（日

　　系人）間のインプット・アウトプットの交換サイクルとしてとらえ，百年にわた

　　る日系カナダ人平の諸事例を検証する。「はじめに」において，諸概念を規定しう

　　アプロこチの方法を検討し，援用モデルと時代区分を提示する。

403．新保　満『カナダ移民排斥史日本の漁業移民』未来社，1985（引照文献：Pp．229

　　－235）　　　　　　　「　、　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　〈DC812－224＞

　　　新保　満『カナダ移民排斥史日本の漁業移民』新装版，・未来社，1996（引魚文

　　，献：Pp．229τ235）．幽　　　　．　　・’　　・　　・　　〈DC812－G341

　　　日系カナダ人のなかでも，とりわけ排斥が顕著だった日系漁業者について，カ

　　ナダ日系コミュニティの一大中心地だったスティヴストンに焦点を据えて記述す『

　　る。56｝

404．新保　満『カナダ日本人移民物語』築地書館，1986（文献＝PP．307－325）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－254＞

　　　序章において，カナダにおける日本人移民・日系人史理解の背景として，カナ

　　ダ及びブリティッシュ、・コロンビア州発展のパターンを，「経済史」の立場から概

　　綿レ，第一章以下，移民第三号（永野万蔵）から戦後史まで，時代を追って日系’

　　カナダ人の足跡を辿る57）。終章において，「四世」の時代には，日系社会が，生物

　　学的にも文化的にも，白人社会に吸収されるであろうと予測している。

405．辻　信一『日系カナダ人』晶文社，1990（参考文献：PP．304－305）

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜DC812－E98＞

　　　11人の一世及び；世のインタビューや手記を編集・再構成した、「“ものがたり、・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ド　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　　としての日系カナダ人の歴史と骨化」。著者は，「少数菅平」「人種凹凹」「補償要求

　　、．redress運動」を現代の日本人自身の問題どして投げかけている。

’138．吉田忠雄『カナダ日系移民の軌跡』人間の科学社，1993（カナダ日系移民関係年

　　表：PP．320－325）　’　　　・’　　　・＜DC812－E160＞1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ド　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　　　カナダ移民前史を含め，、初期の日本人移民から「補償要求redress運動」の成・

　　功まで，多民族国家カナダにおける日系人とその家族の歴史を，日・加の諸政策

　　との関わりでとらえる。

27Q・．飯野正子『日系カナダ人の歴史』卑京大学出版会・1997（文献解題：巻：末PP．7一　一

　　20）　’　　　　　　　　　　　， 　　、　　　　・　〈DC812－G56＞

　　　「第一章移民の始まり」「第i章ヴァンクーヴァ暴動とルミュー協約」「第主

　　章複雑さを増す日本人移民問題」「第四章太平洋戦争と日系人」「第五章再定

　　住」「第六三日三人コミュニティと補償要求運動」と一世紀以上にわたる日系力

一一 T5　一



　　ナダ入の歴史を，国際関係における日系移民問題及び日系テメリカ人との比較を

　　視座た考察する58）。

406．佐々木敏二『日本人カナダ移民史』不二出版，1999・ttt　　一‘〈未所蔵〉

　　’著者のこれまでの論稿（共同研究を含む）に加筆訂正・補筆し纏めた，太平洋

　　戦鮪前までの日高ナダ人移殿「序章私．e．竿入カナダ肥州「第・意．

　　カナダ・ユニオン炭坑契約移民と神戸移民会社∫「第2章滋賀県入・和歌山県人

　　の是恩誼の過程一1912（明治．45）『年を起点として」（下村雄図との共同研究）「第

　　3章初期日本人移民社会の諸組織」「第4章ハ7イよりカナダへの転航移民と
　　晩三二暴動」「第5章戦前のヴァシクーヴァ．二日本人街の発展過程4（下村雄紀と

　　’の共同研究）「第6章排日の嵐に抗して」．「第7章太平洋黒川直前の日本人社会

　　の状況と日本人側からなる．歴端的調査と基本資料に基づY乗実証的研究は・’

　　上eq27・レ鰯r日系カナダ人書史』馳磁帆日系カナダ人卿関する一決到

　　達点を示すもめである。　　一　　．　・　「　　「　　＼
407．　Young，　Char16s　H．，　Reid，　Hel’eri　R．　Y．　The　Japanese　Canadians．’　wi’th　a　secQnd

　　part　on　Orienthl　Standards　’of’　Living　by　W．　A．　Carrothers　；’　edited　by　H．　A．

　　Innis．　TorontQ　：’　．Univ．．’of　Toronto　Pr．，　19．38”　．．　（＄elected　Bibliogtaphy　：　pp．　194－

　　198）　一　．　’　・　・　・　・　1．　’〈DC812－A23＞．
　　Y・ung，　Cha・1・・H．，　R・id，　Hel・n　R・Y・Th・J・蜘・・e　C・n・di・血・・　wlth　a・ecρnd

　　’　part　on　Oriental　Stahqards’　of・Living　by　W．　A．　Cat．rothers　；　edit．ed　by，　H．　A．

　　Innis．　The　Asian　Experience　in　Ndrth　Americq　：　Chinese　and　JapaneseJ．New，

　　York：　Afiri　o　Pr．，’1978．　（reprint’of’the　1938　ed．）　（Bibliography一：　pp．．194－198）　・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，〈DC81i2－30＞

　　　ラリ・テ2ッジ立・コロンビア州における入裡問題即ち「日本人問題」の改善

　　』に資するどい：う目的で，．日本人移犀の到来・定着から尭展へと，カナダ日系社会

　　あ歴史と現況を客観的に記述・分析す・る。‘Editor’s　Preface’‘Introduction．to　1．

　　Part　I”が中国人との比較において本研究あ意義を解説する。目系カナダ人につい．

　　で，英語で書かれた初めての包括的研究として，基本文献となっている・Pt・II

　　“Ori6nもal　StandardS’・f　Living．”は、「カナダ国際問輝研究所Canadian　lnstitute．

　　Of動妙効読。磁Z　Affairs」と「太平洋問題調査会（IPR）lnstitzale　bf．　Paczfic

　　Re4ations」共催あプロ・ジェク．ト報告の一部・「東洋人の生活水準」を科学的に調査

　　し，政治的経済的に平等な機会を与えることで・東洋人学人同様の生活畔

　　を維持できる，としている5P）。ジ』‘　．　『…　　　’・．

408．　Adachi，　Ken．　A　History　of　the　Japapese　，Canadiqns　in．　British　Cpluptbia，

　　1877－1958．　Tronto　：　Nqtional　Japanese　Canadian　Citizen’s　Associatlon，　1958．

　　・（Bibli・9・aphy・P・44）『’・＼、　t　・tt‘「・1’〈未所蔵〉

　　・（下掲4…D・ni・1…Tw・M・n・grrph・・n　Japanese　can3ρian畔no　PL・lg7s・．

　　に復刻・収録）　　　　　　．　　　・　　’1’　　　、　．tl．．．　　　t．、一．一．．．．．

4・9・lwa・・a，　Davi三門・di・p　J・panese　ih　Sbuthern　Albg・t・・1905－19千5・Univ・　gf

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝56一



　　　・七溜ご二野勢〒r“「「亨rrpeL　Lrtねb干id琴9ワniv●Of　Lethb「’（lrei　1972二1（乏紫餌1醤ξ、∫

．鵬撒’e1轡oM6no琴「aph∵黙黙an噸∵岬．
410．　Adachi，’K・n・　The　En・rriy　Th・t　Ne…W・・1　A．1　Hi・t・・γ。f　lth¢J・pan・・e

　　　　cana．dians・Toronto．：McClelland皐nd　St卵afち1976叉（Bibliography．：　pp・435一‘

　　　　．448）（国立国会図書館では，．．・1977年刊』（再版1を所蔵）1．．、　．．〈DC812，r17＞

／t．三．Adachi・K・n・Th・En・my．　Th・t　N・v・・Wa・．・AHi・t・・y・f　t耳・即nes←［

　　　　．繭・dian・．．G・n・・ati・n・・．A・Hi・鱒qfρ・nada’S・P・・pl…．Tg・・nt・瀕・Cl・1一

，鷹d灘噺1鶴1（犠（Bi堺iorap騨3∵1）（総鷺

　　　　Ada・hi，　K・n・・；・afte・w・・d　by．Rg9・・D・ni・1・・Th・En・my・Th・t　N・Y酵・W3・・．A．

’一 gi・t・ry・f・・th・．J・p・n・・6　qan・di・n・・　Geneyqti・ri・・A耳i・七・・y・f「Canada，’＄

　　　　？eop’e謡Toro蝉cρ’ella耳dρ血drtr四「Fl　lggi．（Biblilrrphy瀧欝2．

　　　　　日本と．西洋ζの接触に筆を起とし，．カナダ日系吟社今の草創期から1975年まで

　　　　め，ブリティッシュ．．．・．コロォビア州を中1ひとした．日系人三会の発展と排日運Ut　op

　　　　過程を考察したr通則6日本評姿料を．「全く使用しておらずぐ戦前期に関する記

　　　　述にほしばしば誤り．ゲある」という指摘があるが（佐々’木敏二rrカナダ移民史資

　　　　料』．．解題解説」r々ナダ移殿資料』（後掲443）第1巻，P・　17）・本号401・新保．

．製郡解ご∵劉こ1騨畔カナ轡∵禾i」’用1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　エ976年刊紙矩は・瀦ダの掌文イヒ蟻の理解に資すること．を目的どした・多1

　　　　様な民族集団史のシリーズ．‘Geperations：．A　History．Of（）anadaもPeopl『slの一

　　　　冊として刊行された．もの。19g1年刊版ほ7同じく‘Generationslシリ4搾の「珊

　　　　として，Roger　I）anielsによる，1988年のカナダ政府φ謝罪と補償に至る爾後15年．

　　　　間の補遺を、「あと早き」として付したもの・，・

．4・・．．D・ni・1・，　R・9・・，・d・恥b「M・n・9r・ph・・h　J・pan・・e　Canadiqn，・．　Th・A・i・n

　　　　Expe・i・nce　in・N・・th　Am・・iC・・．Chin・S．・ahd　J・p・P・＄’・，　N・画Y・・k・A・ng　P…

　　　　1978．（reprint．bf　the　195S　ed．　of　K．　Adachi’s　A　History　pf　the・JaPanese

　　　　C・粋・di・ri・1・Briti・h　C・1・mbi・・’・S77一・958・．・璽d　gfth年1972・q：　9f1Dl’lwaa・i4’・‘

　　　　、Canadian　Japanese　in　Southern　Alberta，1905L1945．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「〈DC812－31＞』〈Dc812－A66＞

　　　　　上掲408，．409を併せ，lArno　Pr．，‘The’　Asi’an　Experience　in　North　Ameriga：

　　　　¢hin・・e．．・n4　J・p・n・・e’．シ11rズの一冊として復刻したもの・

　　　　　408．．．Adachi．・は，．将来包括的な日系人の歴史を刊行するための予稿として書か「

　　　．’．れた，ブリ．テ．イ．1ソシュ・コロシビデ州．日系入の簡略吏。Adachiはその律，上掲410．．

　　　　ThrEn・r・！y・Th・tN・v・・Wa・・を≒窮し．ている』・tt、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一57一

x



　　　409．、Iwaasa．．は，プリティ、ッシュ・ゴ戸ンドデ州に次いで日系人が多か6たア

　　’ルバー三州の日系人について書かれた序説的なもの。’各団体記録時の一次資料や

一多くの時騨料に基づいそ机剛卜i油磨を比較すやう．えでも重職あろう

　　か。

412．．　Japanese　Canadian　Centepnial　Project　Committee，　edl　・A　Dream　of　Riches　：

　　The　JapaneSe　Canadian’s，　1877－1977．　［Vancourv’i’　r’：　Japanese　Canadi．an　Cen一

　．”　tdnnial　PrQject，　1978］．　（Text’in　English，　Ja’panese，　．and　French　in　parallel

　　601umris．）　（Bibliograp hy：pp．．189－190）　．　．　，．　．．，　’，．　．〈DC812－49＞

　　　漕堕幣為静黙灘誹鷹鐵1悉監総督農11縄
　　名：Un　Reve　de　Richesses，』英文・仏文併記）‘（参考文献：pP．189－190）．　’、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－184＞

　　　「日系ガナダ人品年祭」（1977年）’プロジェクト1の一環として開催された巡回写

　　真展の寵録集6世代間の溝が深まってv｝る．「日系社会⊥に旧いて・「千金の夢を埠

　　って古の国より渡って来te」日系カナダ人の，百年にわたる体験が生み出した「千』

　　金にもまさる夢：」を分かち合う事の必要性；が強く意識されている。写真ととも

　　1に，史実を記述し，，・r聞き取り」や新聞・著書かちの引用を挿入し，日系カナダ人

　　百年の悲哀の歴史を綴っている。61）「「一、　　’　　「　　／t

413．　Ward，　W．・Pe’狽?秩D　The　Japanese　in　Canada．　Canada’s　Ethnic　GroupS　；　Booklet

　　n・・3，0tt・w・・Canadi・n　Hi・t・・ie・1・Ass・ciati6n，』1982．（S・99C・ti・h・f・・Fti・二

　　ther　Reading．：　p．’21）’．　”　．，．　・　〈DC812－A56＞，
　　　「カナダ歴史協会（）anadian．Uistorical　AssOciation］がカナダ政府の・Multi－

　　o魏蜘1碑！Pmgη〃z’の山環ζして刊行し｝こいる小冊子℃厩ψ祉E早雪。

　　G勿砂slシ・l！　一．ズの’冊。下日系カナダ移民の背景」「一世・二世・三揖の特質」「中’

　　国人移民との比較」を概観する。

・414．　Takata’C　Toyo．　N，　ikkei・　Legacy：　The　Story’of　Japanese　Canadians　frbm

　　Settlenhent　t．o’Today．　Toronto：NC「Pr．江983．（Bibliography：pp．172－173＞’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－A57＞

　　　「日系カチダ人百年祭」（1977年）を記念して刊行された「図説」日系カナダ人

　　史r日系移民第一号r永野万蔵」の密航（1877年）に始まる初期日系社会の歴史，

　　．）bナダ各地歴おける定住の歴史と一世パィ三三ア達の活躍，、隙制立ち退き」

　　（eマaCUati・n）・「再定住」、（reSettlement），そして戦後の日系人の状況まで，貴重

　　な写真・を中心に物語る62）。1　　’　　　　　　　　　　「．’　　t’

415．．　Nakayama，　Gordon　G．　；　preface　by　Joy　Kogawa．　lssei，　Stories　of　Japanese

　　Canadian　PioneerS．　2nd　．r．　ev．　ed．，　Toronto：NC　Pr．，　1984．　’・〈DC812－A51＞　・

416・『“一ド・ン・中山吾一著；G．G・中山・、ホール孝子共訳『』世・日系即ナダ人開拓

　　者物語』［V4n・・uv・・］・「聖愛干IJ行委員禽1987（415．　lssei，　St・・i・s・bf・Jap・n・・e

　　Canadia箪Pioheers．の翻訳）　「’　　‘．　　　’．　　．』「 『〈DC812一な58＞、

　　　　　　　　　　　　　　　　　一58一



　　　　カ≠ダ日系移民第一号「永野万蔵」を始め，相賀安太郎・林林太郎等各分野に‘

　　　おける日系パイオニア約49名の三三と成功の物語・著者の娘である作家ジョイ・

　　　コガワ（Joy　KQgawa）が序文を寄せている。初版は，、　Britania　Printers，，19831

　　　年刊と思われるが，邦訳416は，一般に流布してvSる，　NC　Pr．改訂第2版を原本

　　　として翻訳されている。

　【アメリカ・カナダ移民一般／アジア系アメリカ人］．

　　今日；「移民研究」が様々な視点・問題意識の基に多様なアプローチを採っ幽ているこ

．とは本号冒頭で述べ・「研究則の整理を試母ところである・また，アメリカ史及び

カナダ史における「日本人移民・日系人」の位置づけという従来の方法めみならず，

エスニヅク・スタディ　‘一ズの：　ipaとしての「アジア系アメリカ人」という比較移民論

的アプロrチの趨勢についても，・その一年半はあるが触れ，その「文献目録」につい

ても整理してきた（『参考書誌研究』No．48，　PP．32－34）。更に，「マルチカルチュラリ

　ズム」「エスニシティ」「アイデンティティ」「ジェンダー」「カルチュラル・スタディ．

。一
Y」「オリエンタリズ云」「クレオール」「ブラック・カルチャー」等々の意識からす

　る，融合的な研究も今一後益々増えていくものと思われる（『参考書誌研究』No．’　48，　p．

41注15）参照）63）。これら最新の研究動向を整理するにはあまりにも制約が多すぎるの

、で，以下，そのような動向の把握に資するような案内書及び論稿等を，最近の邦語文

献を主に，掲出するにとどめる。

417．阿部斉・五十嵐武士編『アメリカ研究案内∬東京大学出版会，1998

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　〈GH81－G8＞

418．高村宏子・飯野正子・粂井輝子編rアメリカ合衆国とは何か歴史と現在』雄山

　　　閣出版，1999　　　　　　　　　　　　『　tt　　　　　　　　〈GH82－G18＞

419．川上忠雄編『アメリカ文化を学ぶ人のために」・世界思想社，1999＜GH83－G20＞

420．米山俊直「マイノリティ・グル“プとアメリカ文化」加藤秀俊編『講座アメリカ

　　　の文！ヒ第4多様の中の統「地域と人種』南雲堂，1970，pp．219－251

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈G　H82一　1＞

421．米山桂三・松井洋一「アメリカの対外人種政策」罫書義塾大学地域研究グループ

　　　編『アメリカの対外政策藤原守胤先生古稀記念論文隼』鹿島研究所出版会）1971，

　　　pp．　113－154　’　〈A99－U－19＞
422．安武秀岳「移民の渡来と融合」猛谷要編『総合研究アメリカ　1人ロと人種』研

　　　究社出版，1976，Pp．39－70　　　　”　　　　　　　　　　　　〈GH81－17＞

423．綾部恒雄編『アメリカの民族ルツボからサラダボウルへ』弘文堂，1992

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，＜G161－E20＞

424．野村達朗『「民族」で読むアメリカ』講談社，1gg2（講談社新書）（邦語参考文献：

　　　pp．　235－241）　・　‘，　〈EC131－E7＞
425．宮本倫好『アメリカ傷神という試練』筑摩書房，1993（ちくまライブラ．リー86）．

　　　（参考文献・資料＝pp．234－236）　　　　　　　　　　　　’．　〈A68－U－E9＞

426．越智道雄『エスニジク・アメリカ民族のサラダ・ボウル，文化多元主義の国から』
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　　明石書店；・1995　　　　　　　　　　　 　　　　・　L〈：EC131－Gl＞

427．明石紀雄・飯野正子編『エスニック・アメリカ多民族国家における統合の現実』

　　新版・有斐閣・1997（有斐閣選書）（参考文献：PP・．339－344）　　　＜EC131－G8＞

428。ナンシー・グリーン著，村上伸子訳『多民族の国アメリカ移民たちの歴史』創

　　元社，1997（L‘Odyssee　des　Em’igrants　et　lls　Peuplerent　1‘Amerique．の翻訳）

　　（「知の発見」双書66）（アメリカ移民史年表：p．149，’参考文献：’P．157）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　〈GH82－G8＞

429．「アジア系アメリカ人〈特集〉」『地理』36（5）・：　1991．5、，　　，　《Z8－372＞

430．「多文化主義とマイノリティ集団〈特集〉」，『アメリカ史研究』ユ9：1996

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Z8－1600＞

431．村上由見子『アジア系アメリカ人アメ’ 潟Jの新しい顔』中央公論社，1997（中

　　公新書）（参考文献／インターネット・サイト：pp．26’1－268）　　〈EC131－GIO＞

432．飯野正子「アジア系アメリカ人一『汎アジア系』のアイデンティティ？」有賀貞

　　編r現代アメリウ4エスニック状況の現在』・日本国際間遮研究所，1995，PP．131．．

　　一175　’　”　　・　・　’　’〈EC131－E14＞
433．有賀貞心陶米関係におけるエスニシティの要素』絵合研究開発機構，

　　1995（NIRA研究報告書No．940052），　　　　　　　　　　tt〈DC821－E30＞，

　　　／由井大三郎、「第二次世界大戦とアジア系移民差別法の廃止過程」（PP．51一

　　二65）／ゲイル・M．ノムラ・「アジア系アメリカ人の日本観」（pp．67－83）／飯野正子

　　　「『日本たたき』と日系及びアジア系アメリカ人」（pp．　SS－97）ほか収録b

4341竹沢泰子「アメリカ合衆国におけるアジアと．ヨーロッパーアジア移Nとゴーロッ

　　バ系アメリカ人の遭遇と葛藤一」樺山紘一三編『岩波講座世界歴史、23アジアと

　　ヨーロッパ1900年代一20年代』岩波書店，1999，pp．1↓1－134　『’＜GA32－G15＞

435．ダグラス・フランシス，木村和雄編著『カナダの地域と民族歴史的アプローチ』

　　同文館出版，1993（文献案内：pp．296－303）』・　．・　　　　、・〈GH291－E281

・436．吉田健正『カナダ20世紀の歩み』亜流社，1999（カナダ史類年表：pp．367－38σ，

　　参考文献：pp．381－386），．　　　　　　　　　　　　　　　　　＜GH291－G21＞

437．　Daniels，　Roger．　A’sian　America　：　Chinese　and　JaPanese　in　the　United　Statesi．

　　since　1850．　Seattle　：　Upiv．　of　Washington　Pr．，　1988．　（Bibliography　：　pp．　345－

　　372）　’　　、・　　　　』　　　　　　　　，　．’　　　　　〈移（六）一Y6＞

439．　Takaki，　Ronald．　Strangers　from　a　Different　Shore　：　A　History　of　Asian

　　Americans．　Boston：Little　Brown，　1989．　’　〈DC821－A99＞
　　　Takaki，　Ronald．　Stranggrs．from　a　Different　Shbre　：　A　Histor’y　，of　Agian

　　Americans．　New　York：Penguin　Books，．1990．　・　　　　　　』．〈未所蔵〉

、439．ロナルド・タカキ著，阿部紀子・石松久幸訳『もう一つのブメリカン・ドリーム

　　アジア系ア〆リカ人の挑戦』岩波書店，．1996，（438．Strangers　froin　a　Diff6rent

　　Shore．1989　ed．の翻訳）　　　噛　　　　　・t　　’．　　　、・，　’〈GH82－G7＞

440．　Takaki，　Ronald．　A　Different　Mirror　：　A　Histbry　of　Multicultural　Ametiea．
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　　Boston：Little　Brown，1993、・　　　’　　　』　　　　　　　　〈未所蔵〉，

441．gナルド・町勢キ著，宮田虎男監訳『多文化社会アメリカの歴史別の鏡に映し

　　て』／明石書店，1995（440．ADifferent　Mirror．の翻訳）・．　幽『＜EC131－G2＞

442．　Dinnerstein，　Leonard，　et　al．　Natives　and　Strangers　：　A　Multicultural　His－

　　t．一’．g！y．　of　Agtericans．　NeW　・￥ork　and　Oxford　：　’Oxford　Univ．　Pr．，　1996，　（Selected，

　　Bibliography：　pp．　345－358）　．　i　〈EC131－A88’〉

（3）　資料集・叢書

　近年，移民研究における基本資料の復動ゐ二二である（詳しくigl注3）参照）。こ：こ

では，主題別資料集以外の，邦語文献として2．種の重要な「通史的」資料集と1その

輝けとなつだ「叢書扱び読み伽勺なアン胆ジーを，さらに三文資料の復亥［Jシリ

ーズについて収録する64）。

【復刻資料集・叢書】

278・三園雑修『縣移民資料劇ヒ糊全18巻躰図書センター，1991，1994（複

　　製）　　・　　　　　…　　　　　〈DC812－E11S＞
　　　日系移民史研究に不可欠な基礎資料21点を覆刻・収録。収録資料についての解

　，題が第18巻『解説・資料編』（pp．50－73）にjt＞る。以下各巻収録書目を掲げ，国立

　　国会図書館で原本を所蔵するものについては，その請求記号をく）内に付す。

　　　第1巻［北米移民史①］藤賀果一編著『日米関係在米国日本人発展史要』oak－

　　　　1・nd・米国聖書協会日本人部，昭2、（〈二本一37＞）

　　　第2巻［北米移民史②］藤岡紫朗∫来国中央日本人会史』ロスアンゼルス，’米

　　　　国中央日本人会，昭15（前掲365〈DC812－141＞）

　　　第3巻一［出稼ヲ移住奨励論①］恒等壁服『海外殖民論』博聞本社，明24

　　　　　1（〈・YDM41425＞，なお明治27年に二二販〈YDM41426＞が出版されセい，

　　　　　る。）／安部至適『北米之新日本』博文館，明38＜＜YDM41361＞）

　　第4巻［出稼・移住奨励論②］高橋作衛『日米之新関係』清水書店7・t明43

　　　　　（〈YDM29568＞）’

　　’第『巻［渡米案内①］赤峰瀬一郎『米国今不審議』実学逸品学校，明19（〈YDM

　　　　26885＞）／周遊散人著，石田隈治郎編『来れ臼本人一名・桑港旅案内』川

　　　　上芳途，開新堂（発売）．，明20（〈YDM26892＞）／片山潜『渡米案内』労働

　　　　新聞社・明34（国立国会図書館の目録では，発行者・発行年それぞれ，渡

　　　　米協会，・労働新聞社・明34，352冊（79p；続編88p）となっている。1

　　　　〈YDM26915＞）　6s）

　　第6巻［渡米案内②］吉村大次郎℃『渡米成業の手引』岡島書店，明36（〈YDM

　　　　41516＞）／島貫兵太夫「最新正確・渡米案内大全』中庸堂，明

　　　　34　（〈YDM26917＞）66）　’　．
　　第7巻［渡米案内③］清水鶴三郎『米国労働便覧』秀英舎，明36（国立国会図

　　　　書館では，清水鶴三郎（曲川子）『米国労働便覧併英語会話』松田甚三郎，

　　　　　　　　　　　　　　　　一61一　’



　　　　明35．〈YDM41618＞を所蔵。）

　　第8巻［渡米案内④］飯島栄太郎『米国渡航案内』博文館，明35（〈YDM269与0＞）

　　第9巻［在米日本人史①］丸山道治（千曲）編『亜都同胞大勢一覧』オークラ

　　　　ン』ド，新世界新聞王府支社，明41（〈YDM41406＞）／鈴木六彦三編『インタ

　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　ーマウンテン同胞発達史』デンバー，伝馬新報社，明43（〈YDM41415＞）

　　算10巻［在米日本人史②］中山訊四郎『加奈陀之宝庫』（第二編一第十三編），

　　　　中山勝四郎，昭4　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　t／1

　　　第11巻［在米日本人史③］中山軍四郎『加奈陀之宝庫』（第十四編T第二十九編），

　　　、’中山訊四郎，昭4（国立国会図書館では，ジャパンタイムズ社，大正11年

　　　　刊〈398－63＞を所蔵。）

　　　第1．2巻［在琴日本人史④］絡機時報社編『山中部と日本人』Salt　Lake　City，

　　　　絡機時報社，1925．（前N84〈1）C812－138＞）

　　　第13巻［在米日本人史⑤］木原隆吉編著、『三三日本人史』文成社，昭10（前掲

　　　し315〈334．476－Ki138h＞〈山本一224＞）

　　　第14巻［在米日本人史⑥］・坂久五郎『サンタマリア平原日本人史』ガダループ

　　　．　日本人会，・昭11

　　　第15巻［在米県人史①］竹田順一『在米広島県旧史』ロスアンゼルス，在米広

　　　　　島県人史発行所，昭4（〈594－62＞）

　　　第16巻［在米県人史②］迎由勝馬・中村正敏『在米の肥後人』ロスアンゼルス，

　　　　　南加熊本海外協会，昭6

　　　第17巻［在米県人史③］’廣畑恒五郎『在米福岡県三二事業』ロスアンゼルス，

　　　　在米福岡県人ト事業編纂事務所・昭11x

　　　第18巻［解説・資料編］阪田安雄「移民研究の歴史的考察とその課題」（本号，

　　　　　pp．22－23参照）

443．佐々木敏：二編『カナダ移民史資料』全5巻，不二出版，『1995．（複製〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－E216＞

　　　ブリティッシュ・コロンビア大学図書館及び編者所蔵本等から，戦前期カナダ

　　移民に関する必須資料を復刻。’第1巻に，佐々木敏二「『カナダ移民史料』解題・

　　解説」（PP．・1・20）があり，所収資料の鞭の他「戦前のカナダの邦字新聞」「今，

　　回収録し奪かった戦前発行された資料について」「戦後に刊行された主な日系カ

　　ナダ人関係書・論文」・「外務省外交史料個所繭・カナダ移民関係資料」等の解説が

　　あり，カナダ移民資料の道標となっている。

　　　第1巻大陸日報専属『加奈陀同胞発展史』バンクーバー，「大陸日報社，明42，

　　　　　　大6，“大13’（国立国会図書館では，第2，第3〈418－2＄＞N”を所蔵第1

　　　　　　はフォト白ピー〈移二7＞で所蔵。）

　　　第2巻中山訊四郎編『加奈陀同胞発展大鑑附録』上，中山訊四郎，大11

　　　第3巻中山訊四郎編『加奈陀同胞発展大鑑附録』下，、中山訊四郎，∫大11

　　　第4巻小林貞二『須知武士道漁者慈善団体三十五年史』昭10
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　　　・第5巻山崎寧翁伝記編纂会編著『足跡』山崎寧翁伝記編纂会，昭17（〈289－Y48

　　　　　　ウ〉）　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

444．『日本人海外発展史叢書』全11拳，PMC出版

　　　明治から昭和にかけて海外で刊行され，「後世、優れた記録と評されるに至った

　　史料の復刻版」及び移民研究者によるドキ・ユメント等を「従来なかっ’た視点のも

　　とに」「厳選収録」したシリーズ（本叢書宣伝三等による）。

　　　＃伊藤一男『明治海外ニッポン人』1984（付（7p）：座談会「あめりか花嫁の詩」1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－204＞
　　　＃二二日本人会［水谷渉三］1編『紐育日本人発展史』1－2，1984（前掲合60．紐

　　　　育日本人会・大正10年刊〈39S－3＞の複製）　、　「〈Dc912－213＞

　　　』＃在米日二人会事蹟保存部綿『在米日本人史』1－3，1984（前掲364．在米日本

　　　　人会，昭和15年刊〈334．45－Zllz＞・め複製）　　．　　　　、　　〈未所蔵〉

　　　＃伊藤一男『非孝百年桜』、『続・北米百年桜』1－4，’1984（付（16p）：対談「北

　　　・米百年桜と遙かなニッポZの剛）（鯛374・畷出版社・1973年干1〈DC8・2

　　　　－195＞の複製）　　　　　　　　　』　　　　　．　　　　〈DC812－241＞

　　　＃日本人移民史研究会編『日本入海外発展論の系譜』　　「F　　　　〈未刊〉

【アンソロVl一】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

415・田村紀鵜著r海外ヘユートピアを求めて蛉と酬根拠地』社会劇社，
　　1989（思想の海へ［解放と変革］．26＞（ブヅクガイド：’　pp．307－309）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－E85＞
　　　「移民・避難・亡命・私費留学」者達の，祖国日本への「逆照射の橋頭墾」とし

　　ての国外拠点という観点で，．28篇のドキュメント（抄）を収録するナンソロジー。，

　　編著者田村の解i説「“科学的。社会主義から“空想的、社会主義へ」が収eg　S“キ・ユ’

　　メントの時代背景を整理する。各ドキュメントのタイトル及び底本の書誌等を収

　　回するには些か煩項であるので，因みに，北米関係ドキュメントにキーワードを

　　付すにとどめる。．

　　　＊新島裏　＊若株コロニー　＊自由民権結社（サンフランシスコ）　＊片山潜

　　・＊当山久三　＊日系新聞（不敬・筆禍）、＊赤羽巌穴　＊岡繁樹　＊大和コロニ

　　　一　、＊我孫子久太郎．＊日系カナダ兵（第一次大戦）　＊三三悦　＊永井ゑい子

　　　＊市川房枝　＊田村俊子　＊キャンプー■ミル労組　＊ジャック・白井　＊芳賀

　　　武＊藤井周回・＊日系カナダ人（生活水準）

446：．日本ペンクラブ編『海を渡？た口本人』福富書店，1993（福竹文庫）’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈DC812－E152＞　，

　　　漂流者をはじめf海を渡って，そのまま帰って来なかった日本人」に関する著

　　作（抄）13編を収録。ハワイ・北米関係ドキュメントの，底本・書誌事項・国立・

　　国会図書館請求記号は，以下のとおりである（底本としたものを最初に掲げる）。．

　　　串春名　徹『にっぽん音吉漂流記』晶文社，．1979＜GK158－38＞／中央公論社，

　　　　1988（中公‡庫）　　『　　　　［．・、i　〈GK158・EIO＞・「

　　　　　　　　　　　　　　・　一63一　’



　　　　　＊川合細川1白．本人聯記雁会思想拉・．・967．（現代猛文庫）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜683．．21一（a777n＞．

　　　　　求三下秀彦『行こかメリケ．ン〈．．．帰ちかギ．ヤパンノ・ワイ移民の100年！サイ．マル

』辮岬〈騨嘩細989．（卵綴PCI121即吟326
　　　　　＊工蕪代子rカナダ遊妓楼1・小雪‘ま』集難，．細．、（参教献：’・P・　228）（集，

　　　　　　英社文庫）．＜ED47－E8＞／掌文社，1．1983（参考辛献．：pp，　236－237）＜ED47－43＞

【英文資料集】『．　　』　tt　．1・tt　．．　　1．　　．、　　．．　　「‘．「』．、

、447．．P・zzett・，　G…g・E．，　ed・　AM・ri・ah・畑ig・ati・n＆．Ethni・ityl，　20V，　NeW．

　　　York：Garland，・1991．　（’r’eprint）　’　．・　・　．　’　・　”

　　　　　座史学・政治学・社会学等の学術継から，移民及びエスニシテ．1．に腐る軍

　　　要撤を弘マ堅剛刻．・鵬いもの・92・巻の舛D・汲び躰漁民’
　　　　．日系人1を．内容とする三三辛（＊’EPIは・以下のとおρである67）・源諌蝉雛9．

　　　　書誌事項を（．．）．内に記『したあ

　　　　　＃1．．Th。㎡。s　ih　lm盃ig止註ti・n耳i・t・ry．．．．ゴ．¢C821－A179＞

’　，’@＃2．　Emigratipn　and”lmMigration：　The　Old・World　COnfrdn’ts　’the．NgW．

　　　　　　　　　＼ノ　　　　　　．．・・ 　　　．．　．．『　　’　．　　．、　〈DC821－A178＞．

　　　　　　＃　3．　’　Ethnic　．CQrttmunities　：．Formati6n　and　Txansformation．　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＜EC131－A53＞

　　　　　．＃4・‘坤an重ronthe玉an岬lcゆ偶RqraξL’坤n惣邪曲・．

　　　　　　　 ＊” giggS，’　Rebert：　1“LaridleSs　by　Law　：　Ja’panese　lmmigrants　in　California

　　　　　　　　Agricqltdre　t6　1941．”， pp．’
T9－791・　（Journq’1　O’ 奄奄dcopoMic　Histgry，　38（1）　：　’

　　　　　　　　1978．　3，　pp．’205－225．　〈Z51－A165＞）

　　　　　　＃　5i　lmmigt，’ant　lnstitutions　）　T．he　Organization　of　lmmigrant　Life．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈EC131－A52＞

　　　　　　　’＊　lchidka，IYUji，　“JapaneSe　Associ’atiQns　arid　the　Japanese　GoVernM．ent　：　A

　　　　　　　　．・Si　ecial　Relat・iQnship；　1909－1926．”，　ppl　45－73．’　（Pacific　Historical　Review，．

　　　　　　　　’46（3）　：　1977．’　8，．Pp．　409－437．　〈Z52TB277＞）．

　　　　　　　一　’＊　lc［’lii6ka，　Yuj’i．　“Japanese．　lmmigrant’一　LaPor　Contraetors　and　the　Nbrth－

　　　　　　　　　erri’Paci’fi　c　and　the　Great　Nbrthern　Railroad　CQMpapi．es，　1898L1907．’1，

　　　　　　　　　pp．　7s－160．’　（ILhb6r’　HistQry）　21　（3）　：　Sqm　198Q，　pp：’　325：　350．’　〈Z51rH273＞）　’

　　　　　　＃6．　Th・W・・k　Ex岬・nce．・L・bρ…Class・．　an騨1ゆ9・鱒E皿t帥・i・e∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜EL7・5－A99＞．

　　　　　　　　＊B。na・i・h，舳・．・ISmall・BU・i…6・剛・p・ne・e．Ain・・iと・n・Ethni・S・li一

　　　　　　　　．d・・ity・”，・pP：　11・T・26・（Ame・ari・’J・u・n・1，3・串um19751　Pp・部一1121’国立

　　　　　　　　　国会図書館では準4（1）：1988N所蔵〈Z5？一E79＞）・　　，’1．1．．．・、．．・．1

　　　　　　　　＊　Modell，　John’　：”“Tradition，　and　QpPortunity　：　The・　Japanese　lmmigtant’in’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
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‘

　　　　　A士n壱rica、”l　PP．40工一420．』（Pacific　Historical　Review，40（2）．：．．1971．，5，’PP．

　　　　　．163－182．．＜Z52－B277＞）　　　　．　　．一・．1．．　・’・

　　’＃　7；　Unibns　and・Immigrants　：　OrganizatiQn　an’d　Struggle．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈EL221－A85＞

　　＃’8．　Politics　and　the　lmmigrant’．　’　．　一　・　．　．’　’〈EC13’1÷A51＞

　　＃’9．　lmmigrant　Radicals：　The　View　frpm　the　Left．　’　．　〈ECI’31LA50＞

　　＃’10．’Educatioh　and　the’Immigrant．’　’．　”　’ 　．，〈FB82‘A74＞

忌門畿諜d留盆叢tel呼19母甲騨r戸∵e「t”it繍1！驚

　　　’＊Modelll　John．　“The　Japanese　Americ’an　．Family：　A，　Perspegt／／ve，　fog

　　　　　Future　lnvestigatiohs．”，　pp．　227．一241．．．　（Paci，fic，His’torlca！　Rgview，，　3．　7．（1）一’：　．

　　　　　1968．　2．）・　pp．　67－81．　〈Z52TB277＞）’　，　，　．　”

　　＃12．　EthnicitY　and　Gender：・The　ltnmigrant　Women，　，，　〈DC821－A．176＞’

　　　　＊Ichibka，　Yvji．　“Am’erika　Nadeshik，o　：，Jap’an，ese　’lmmigrant　Women　in

　　　　　the　United　State＄，・’　1900L1924．7，　p’p，　．　，97－115．　1　（Pacific　．His，1　orical　Review，　．

　　　　　49（2）：，1980，．　5，　pp．　339－357．’〈Z52－B277＞）　・　・　，’一　’．　，’

＃13．．’Assimilati・n，　Aρ・ultu・a，ti・n・・nd　s・ciql・M・bilit砂．＜EC13”1LA49＞．

　　　　＊　Feagin，　Joc　R．　and　Fujitaki，’．Nancy．　“On　the　AsSimilation　of　Japanese

l　Ame・ican・．”，　P’P・5・一68・（Am・rおi・J・u・nall・｛4）・ユ♀72・2，．PP・13130・甲

　　　　　．立国会図書館では14（1）：’　1988　7’所蔵〈Z52TE79＞）．

　　＃14．・AmericanizatiQn，．66bial　contr61，　and　Philanthropy．．・＜E¢1317A48＞

　　，’＃　15．　Nativisiri，　Dis6rimination，’　and　lmages’　of　lmmigrants．　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈EC132－A20＞

　　　　＊Shankmqn，　Arnold．　“‘Asiatic’　Ogre’　or，‘Desirable．，Citizen’，？　The　lmage

　　　　　of　Japanese　A；nericaris　in　，the　Afto－Amefigan．　Press，　，　．186．7m1933？’，’　’pp．

　　　　　　437－457．　’（Pacific　Histor’icql　Revi．ew，　46／〈4）　；　1977．　11，・　pp，，567m587．・　i　Z52

　　　　　　－B277＞）・　．

　　’＃　16．　Ethnic’ity，　Ethnic　ldentit，y，　and’　Language　Maintenapce．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈EC131－A47＞

　　’＃　17．　Law，　Crimes　Justice　：　NaturaliZation，and．Citizepship．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈AU－741－A91＞

’　　本巻には，Yuji　Ichiok毎の次の2論文が収録される予定だったが1出版の

　　　　段階で，著者の要請に1よ．り削除されla。　∴

　　　　＊Ichioka，．　Yuj’i．　“Thb　Early　Japanese　1．lnmigr，ant　Qu．est　for　Citiz’enship　：

　　　　　　The　Bqckgrotind　of　the　1922．Qz，awa　C4se．”　（Amerasiq　Journal，　4　9）　：

　　　　　　1977，，pp．　i－22．国立国会図書館でぽ14！1）．：1988一・所蔵〈Z52，一E79＞）．

　　　　＊　lchioka，，　Y，　uji．／．“Ameydki一．s［’an・：，　Ja’Panese　PrQstitutes　in・Nineteerith－Cen一

　　　・・tUry．America．’一）（Amerasia・Journal，4（1＞：1977，．　PP．1－21・国．立国会図書館
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　　では14（1）：1988　一L所蔵〈252－E79＞）

＃18．Folklore，　Culture，　and　the．1孟migrant：Mind．　　　’　＜G185－A56＞

＃19．　The　lmmigrant　Religious　Experience．　’　’　〈HP77－A26＞

＃20．　Cohtemporary　lnlmigration　and　American　So，ciety．　〈DC821－A175＞

Vl．注

1）　資料抽出に利用し牟主な文献目録は，以下のとおワである1また各文献目録の褄製版に

？いては，．前掲「IV．文献・史資料目録」注1）（『参考書誌研究』No．48，　pp．36－37）を参

照されたい。

　　○天野敬太郎綿『法政経済社会論文総：覧』刀江書院，’1927，同『追酒』1928’

　　O黒正巌・菊田太郎『経済地階学文献総覧』叢剛将，1937

　　0「人口問題文献（続）」上田貞次郎編∫日本人口問題研究1第3輯，協調会，1937

　　0総理府統計局図書館編『邦文人口関係文献並資料改題附：人口関係論文目録』総理府

　　統計局図書館，㌧ig51

　0英修道編『日本外交史関係文献目録』慶鷹義塾大学法学研究会，1961

2）　『日本の移民研究動向と目録』p．．12’　　　　．　　　　　’　一

3）移民研究にとつセこの5年間は，「日本移民学会」の設立（「日本移民学会」第1回大会

並びに設立総：会開催・1991年10月）と学会誌『移民研究年報』の刊行（1995年3月），「移民

研究会」による『日本の移民研究動向と目録』の刊行（1994年9月），また『日系移民資料

集』等基本文献の復刻等・極め忠直票な基盤整備がなされた時期であった。この時期以降復

刻・刊行され牟主な資料（集）は，以下。とおワである。（各資料op内容については，其々

の取載箇所で記述する。）

　○『日系人強制収容所薪聞「トパーぞ・タイムズ」』全10巻・別巻1，日本図書セシター，

　　1990　＜Z99－882＞

　○『日系人強制収容所資料毎日華人強制収容所白書』全2巻，日本図書センター，

　　，1991　（War　Relpcation　Authority　Quarterly　and　Semiannual　Reports．）　〈GA82－A209＞

　○『日系移民資料象北米編』全18巻，日本図書ゼンター，1991，1994〈DC812－E1ユ8＞

　　（本号278）

　○『復1刻「ユタ日報」1940－1945』五月書房，1992・＜YP21－97＞

　Or日系移民人名辞典．北米編』全3巻・別巻1；日本図書セシ劃一，1993＜D4－E422＞（前

　　掲75）②

　○『米国西北部日本移民史』全2巻，雄松堂出版，1994〈DC812－E185＞（本号362）層

　○『カナダ移民史資料』全5巻，不二守髄，1995〈DC812－E216＞〈本号443）

　○『ニューヨーク日米新聞1945－1952』五月書房，1996〈UC151－G2＞’

　○『日系アメリカIZ学雑誌集成』全22巻・別冊1こ『日系アメリカ文学雑誌研究一日本語

　　雑誌を中心に』，不二出版，1997－98〈Z13－B779ほか〉

　○外務省通商局編『通商公報』全149巻（解説■t総：索引全4巻），不二出版，1997～（刊行・

　　中）＜Z79－B51＞（『参考書誌研究』No．47：PP．6－7参照）

○脇二四騙r移既事晴』全・・郡四品1，不二晦．1999一（三論）＜縞蔵
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　　　原本は，378－270ほか＞

4）、日系カナダ人の研究史については，収録しte　270．飯野の「文献解題」．が現在のどころ唯

一の纏ったものであるが，文献目録と．しては，一連の『カナダ関係邦語文献収録』（前掲205

－207，『参考書誌研究』No．48，　p．－31参照）及び，日本カナダ学会関酉地区編『カナダ関係

　欧文文献目録』1981等がある。資料概観という点では，吉由健正「日本におけるカナダ研究

　の歩み」ジョン・シュルツ，三輪公忠編『カナダと日本一21世紀への架橋一』丸丸社，1991，

pp．383－403も有用。最近の英語文献では，　Gobbett，　Bria耳　＆：　lrwin，　Robert．　Introducing

Canada　：　An　Annotated　Bibliography　of　Canadian　History　in　English．　Magill　Bibliogra－

phies，　Lanham：Scarecrow　Pr．，；Pasadena：Salem　Pr．；1988．がある。本号443．佐々木敏

二「『カナダ移民史資料』解題・解訓1カナダ移民史資料』』第ユ巻pp．1－20は，． 卲nカナ

　ダ移民史研究上不可避なパイロ牝トであるし，406．佐々木敏二『日本人カナダ移民史』「序

章私と日本入カナダ移民史」（PP・5－8）及び各章の資料解説も，限られた範囲ではあるが有

　用である。

5）　出移民に関する，社会地理学的，その他社会学的・経済学的諸研究について詳しくは，’『日

本の移民研究動向1ど目録』pp．22－30，母国・母村ぺの影響について同書pp．38－40，沖縄県

における移民史研究について同書pp．44－49を参照。また，・「日本移民学会」第7回大会シン

　ポジウムにおける石川友紀の報告は，報告者作成「移民母村関連文献目録（1986～ユ997年）」

所収主要論文を紹介する（「移民研究の現状と課題一移民送出側の視点から一」『移民研究年

報』5：1998．12，pp．53－67）。

6）太田勇「アメリカ少数派民族新聞の二つの動向」G．H．カキウチ先生退官記念会編『ア

　メリカ・カナダの自然と社会』大明堂，1990，pp．309－331＜GH131－E60＞も参照のこと。日

系薪聞に関する文献については，前掲211．山田晴通「北米日系新聞関係日本語文献表（第’

　1稿）」が「日系新聞研究今」（後述）の研究成果を含め網羅的である。山田は，旧稿発表以

降の加筆修正・文献追加を，「北米以外の日系新聞関係」「関係楼関所在地」を補足し，イジ

ターネット上で試みている（http：／／camp．fLtku．acjp／TOOL－BOX／NAJP．htm1）。但し，

2000年2月末現在，1996年7月3日が最終更新日である。

7）英語文献に関する研究史・文献整理、については，、前掲215．Chan，　“Asian　Americans：A

Selected’Bibliography　of　Wri’狽奄獅№刀@Published　Since　1960s．”，　257．　Miller，　A　Handbook　of

American　Minorities．（本書は，初学者向けのアメリカのマイノリティ・グループ1ピついて

の歴史的概観及び重要文献案内であり，Miuer，　Wayne　c．，　et　al．　A　c・mpr6hensive　Bibli一

’　ography　for　the　Study　of　American　Minorities．　2v，　New　York　：　New　York　Univ．　Pr．，

1976．を基にしたものである。）等も参照のこと。竹沢泰子は，．，「日本移民学会」第7回大会

シン潔ジウム報告において，“Social　Science　Index”における項目及びサブ項目の変化を

一つの指標どして，移民研究の動向を提示する（「グU一バリゼーションと移民研究」『移民

研究年報』5：1998．12，pp．68－81）。

8）ABuried　Past．収録（～1972年）以降，1973－98年までにkUCLA・JARPコレクション’

に収蔵された日本語義献・個人文書等の目録として，16hioka，　Yuji，　arid　Azuma，　Eiichiro，

comp．　A　Buried　Past・　II　：　A　Sequel　to　the　Annotated　Bibliography’ @of　the　Japanese

American　Research　Project　’ bollection，　1973－1998．　Los　Angeles　：　UCLA　Asian’American

Studies　Center　Pr．，1999．が刊行されている。本稿執筆時未見であるあでi詳細については

次回以降の関係箇所で収載する予定である。
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9）Spickardは，日本語文献の案内として，　Yuji　Ichioka．“Recent　Japanese　Scholarship

・nth・o・igi・・and　cquse・つf　J・pan・・e　Immig士・ti・n・”Immig・ati・n　Hi・t・・y　N・w・1・tt・r，

　15（2）：1983・11，　PP．　2－5．（甲立国会図書館では23（1）：19911　6～所蔵〈z51－P868＞）をあげ

　ている．（Spickard，　pp．199－200）。、

10）移民研究において，「政策レベルの検討はまだほとんど手がつけられていない段階」だと

　言われて・いるが（『日本の移民研究・動向と目録』p．17），・【移民政策・移植民訴】に関する文

　献の詳細については，前掲IV．文献r史資料目録［1］各機関所蔵目録一154，155．押本の

　「解題目録」中「移・植民政策論」；VI．概説書［1］研究史整理一196，265等木村の一連の

　論稿中「移民政策」の整理，及び『日本の移民研究動向と自録』pp．16－17（「移民政策」），

PP・35－38（「移民思想・教育」）等を参照のこと諾槻灘「槻蘇百鞍」r歴舩論』5（1）．・

ユ979．1（「近代百年と移民〈特集〉」）pp．48－54は，政府移民政策の簡単な纏めと問題提起。

　新渡部稲造・福沢諭吉・志賀重昂等個人の「移植民謡」及びそれに関する研究論文についぞ

　は1後掲の予定である。278『日系移民資料集　蔀山高』には・［出稼・移住奨励論］として

　3点，［渡米案内］として7点の資料が覆刻・収録ざれており，未収録資料も含あ阪田によ

　る解説（第18巻，pp．56－67）が有用である（本号pp．’22－23参照）。387．粂井’『外国人をめ

　ぐる社会史近代アメl！カと日本人移民』PP・26－39は，「浮植民論」「渡米論」を概観する。

　　渡米案内の他に，ハワイ移民めための【渡布案内】書として，「以下のようなものがある。

　　○小西直治郎編『二丁国風土略記附・移住民之心得』党是堂，明17〈yDM26939＞

　　○桂馨五郎立案，福井太喜弥編『布国渡航者必携』福井太喜弥，明23＜YDM41355＞’

　　○渡辺四郎『ハワイアメリfO：出稼出世の宝』渡辺四郎，明34〈YDM41351＞

　　○山岸幹［等］『米国布畦渡航問答』宝文館，明35＜YDM26951＞

　　○木村芳五郎；井上胤文『最新正確山回渡航案内』博文館，明37〈YDM26940＞

【渡米熱一渡米案内一渡米奨励機関一渡米雑誌】について，今井（粂井）輝子「明治期におけ

　る渡米熱と渡米案内書および渡米雑i誌」『津田塾大学紀要』16二1984．’3，　pp．305－342が通：観

する。立川鯉治「明治後半期の渡米熱一アメリカの流行」『史林』69（3）：1986．5，pp．383－

417は，’ ﾎ米イメージを軸に排斥・黄禍論の台頭へと論を進める。今井，立川の論稿は，そ

　れぞれ直接手にした渡米案内書を基に，年代順にリスト化していて便利。立川健治’r明治前

半期　の渡米熱（1）7時事新報」『弥山大学教養部紀要』人文・社会科学篇23（2）：1990，PP．

1－30，　Alan　T．　Moriyama．　“To－Bei　Annai　：　An　lntroduction　to　Emigration　Ggides　to

America　1885－1905．”『エコノミア』94：・1987．9，　pp．53－64，岡林伸夫「『渡米雑誌』の出

発7山根吾一の活動」『向志社法学』47（6）：1996．・3，pp．1776－1823，「『渡米雑誌』から『亜

米利加』へ」『同志社法学』48（（2）：1996．7、　pp．463－512も参照のこと、渡米熱の背景にあ

，6　F成功」願望につき・三井輝子「日米両国の成功雑誌に関する一考察」『アメリカ研究』21：，

1987，pp．92－109，雨田英一「近代日本の「成th・」・学歴一雑誌『論功』の「記者と読者」欄

の世界」『学習院大学文学部研究年報』35：1988，pp．259；321を参照のこ．と。また，これら

の時代的・社会的基調をなす「立身出世主義」については，上掲今井の注（90）及び粂井め

注5）所収の文献？並びに，竹内洋『立身出世主i義一近代日本のロマンと欲望』日本放送出

版協会，1997（NH：1（ライブラリー）（『NHK人間大学立身出世と日本人』テキスト，ユ996

　に加筆・増補したもの。）等を参照のことbまた，「立身出世主義」と吟う時代背景を躍著に

現す社会風俗として，「出世双六⊥がある（『話すごろく一遊びの中のあご凝れ』（同展図録，

於：東京都江戸東京博物館1998年2月10臼一3月22日！「2立身出世を夢見て」やp二－■57一
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　99〈KD958－G295＞参照）。

　　「移民」≧「植民」との差異・関係については，266．木村「近代日本の移植民研究におけ，

　る諸論点」が，石川（268）・佐々木（269）の論争まで踏まえ，研究史における「移植民の

　用語について」纏めている（PP・8－11）6天沼香「移民史への視座一近代日本における移民の

　位相の認識のために一」『東海女子大学紀要』4：1985．3，pp．17－31は，各種辞典・研究書の

　　「移民」規定を踏ま『え，その概念規定を試みる。石井陽「「移民と移住者の概念一三語の変

　遷とその歴史的背景」『人文研究』60：1974．11，pp．79－110も参照のこと。「近代日本の『移

　民』を問いなおす〈特集〉」『歴史評論』513：1993．1は，上掲木村の論稿をはじめ，浅田喬

　二「戦前日本における植民政策筆画の二大潮流について一矢内原忠雄と細川嘉六の植民理

　論一」』（pp．16－31），広瀬玲子「国粋主義者の移民論植民論覚え書き」〈pp．32＝41，　p31）等

　関連論文を収録する。また，黒田謙一『日本植民思想史』弘文堂，昭17や小野一一郎「日本

　帝国主義と移民論一，日露戦争後の移民論一」『世界経済と帝国主義』有斐閣，・1973，pp．314

　－348，木村健二「近代日本の移民・植民論活動と中間層、（1990年度歴史学研究会大会報告一

　歴史認識におけるく境界〉一近代史部会一近代世界における移植民と国民統合）」『歴史学研

　究』613：1990．111　pp．135－143，及び以下の＝最近の論稿も参照のこと。　r岩波講座近代日本

　と植民地4統合と支配の論理』岩波書店，1993，「III植民政策学とアジア研究」所収北岡

　伸一「新渡部稲造における帝国主義と国際主義」（pp．　179－203），村上勝彦「矢内康忠雄にお、

　・ける植民論と植民政策」（pp．205－237），金子文夫編「戦後日本植民地研究史」（pp、289－317）。

　キ・ムチョンミ「国民国家日本と日本人『移民』」『岩波講座現代社会学15差別と共生の社

　会学』岩波書店，1996，pp．1097132、
　　　　　　　　　　　　えつ11）　【長澤別天】（本名，読）1868’（慶旛4・明治元）一1899（明32）について詳し．．〈は，本文

　掲出各全集の年譜・解説等を参照されたい（『日本現代文学全集』：作品解説／三三達朗，明

　治思想家入門／長谷川泉，年譜，参考文献，・r明治文学全集』：解題／松本三之介，年譜／佐

　鼻息恥編，参考文献／佐藤能丸塚，政教社業学年表／佐蒔能丸編）。「政教社」につ吟ての最

　近の研究に，「民友杜と政教社’〈特集〉」r季刊日本思想史』30：1988．8，中野目徹r政教社

　の研究』思文闘出版，1993，及び佐藤能丸『明治ナショナリズムの研究政教社の成立とそ

　の周辺』芙蓉書房，1998等がある。長澤別天は，エドガー・アラン・ボーの詩を日本に紹介

　した先駆者の一人であり，また，スタンフォード大学留学中社会主義に傾倒し，サンフラン

　シスコで雑誌『遠征』の編集に関わったりもした（1891年，明24’「遠征社」入社。有山輝雄

　　「雑i誌『遠征』の講活動一一八九〇年代サンフランシスコにおける佑志』の軸一列

　村・白水編『米国初期の日本語新聞』（前掲144）p．262参照）。ハワイ革命の折，ピズトルー

　挺と『バイロン詩集』を携えてハワイ王宮に赴いたというエピソードが，何よりも別天の人

　柄を物語っているだろうか。別天の著：作について，山田博光「長沢別天著作目録」『日本近

　代文学研究所所報』3：1960・5，Pp・36－39があるカ㍉阪甲278『資料集解説・姿料編』〈巻末

　資料〉は，主要雑誌ごとに移民関係記事をリストアップしており，『亜細亜』『日本人』に掲

　載された別天の移民関係記事が一覧できる。

「12）’【奥宮健之】（おくのみやけんし，けんのと読む説も）1857（安政4）一1911（明44）は，

　明治初期の平」琴的自由民権運動の活動家後に社会主義に傾倒し片山潜らの普通選挙運動

”　にも参画したが，大逆事件に連座して死刑となる。自由民権・社会主義と移民に関する文献

　は・主題別主要文献（別掲）に収録の予定である。奥宮健之については，一母屋寿雄『奥宮健，

　之自由民権から杜会主義へ』紀国屋書店，1972（紀国屋新書）（参考文献：pp．191－i93，年
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　　譜：pp．195－201）〈GK114－6＞，同『自由民権の先駆者奥宮健之の数奇な生涯』大月書店，

　　1981（史料と参考文献・奥宮健之略年譜：pp．223－229）（上掲書に加筆，改訂増補したもの。）

　　〈GK114－42＞が纏った評伝。阿部i亘久居『奥宮健之全集』上・下，弘隆社，1988（奥宮健之

　　年譜：下巻pp．535－553）’＜A22－E6＞は，上巻に著書・論稿，書翰，下巻に翻訳・関係文書を

　　収めi編者による改題を付す。上・下巻それぞれに解説，富田伸男「青年期・奥宮健之の政

　　治思想」，塩田庄兵衛「奥官健之の後半生と『大逆事件』」があり，本全集により奥宮の全貌

　　が明らかになった。「奥宮健之〈特集》」『彷書月刊』2（2＞：1986r　2，　pp．2旦3は，「全集刊行の

　　前宣伝的なものだが，本邦初の試み。国立国会図書館憲政資料室所蔵「河野広中文書」中に，

　　奥宮が北海道樺戸集治監から河野に宛てた獄中書簡があり，本全集下巻に九通が再録され

　　ている。奥宮は，1902年（明35），民権の同志を頼って渡米，シアトルで移民事業や新聞『新

　　日本』（山岡音高主宰，明治34年創刊）に関係したと言われている。この数か月の滞米経験：

　　の所産が『北米移民論』である（上掲練屋『自由民権の先駆者』pp．124－129参照）e。また，「』こ・

　　の渡米に先立つ1900年（明3β），、パり万国博覧会∫に参加した新橋鳥森芸妓一行に，帰国する

　’フランズの風刺画家ジョルジュ・ビゴーとともに，通訳として同行した（「海外旅券下付表」

・　目的欄に「岩間ぐに一行通弁と．して」とある。下掲倉田『海外公演事始』p．162）ことも，し

　’ばしば引用されるエピソードである（篠田鉱造『明治百話』四条書房昭6，岩波文庫1996，

　　塩田庄兵衛「奥宮健之覚書」『経済と経済学』10・11：1963．2，pp．267－285，宮岡謙二『異

　　国耳聞旅芸人始末書』修道社，、1959，私家版1954，改訂版1971，申公文庫1978，：倉田喜

　　弘r海外公演事始』東京書籍，1994（玉書選書137），横田順彌r明治不可思議堂』筑摩書

　　房1995，ちくま文庫1998等参照。この件に関し，「巴里大博を当込み東京芸妓洋行」とい

　　う新聞記事（『大阪朝日新聞』明33二2．18付）があるが，篠田『明治百話』が，実話の蒐集

　　編纂という方針で「私共糠蝦芸者の一行が……」と一人称で記していることからも，篠田本

　　がエピソードの出典になっているものと思われる。）。奥宮と鳥森芸妓との関係について，慈

　　屋は「烏森の一廓は自由党院外団の本陣であったから，そんなところがら奥宮が乗り出」し

　　たのでは，としている（上掲『自由民権の先駆者』pp．123－124）。

　13）大河平隆光及び東郷実は，ともに新渡戸稲造門下生。新渡戸稲造全集編集委員会編『新

　　渡戸稲造全集』別巻，結文館，1987〈US21－3＞．は，新渡戸の排日時のエUソードを交えた，

　　東郷の追憶文「新渡部先生を憶ふ」（pp．120－143）を収録する。新渡部は1904年（明37），京

　　都帝国大学に，1909年（明42）に東京帝国大学に植民政策講座を新設した。東京帝国大学に

　　おける大正初期の講義内容が，’』その頃学生だった矢内原忠雄によって（大5i，　6の矢内原の

　　講義ノートを基幹とし，大正元一2は大内兵衛及び大3－4を高木入尺のノー，トで整理・補

　　充），関連論文を加え，『新渡戸博士植民政策講義及論文集』岩波書店，1943〈334．7－N862n

　　－Yほか〉・（r新渡戸稲造全集』第四巻，1969に再録）として纏められている。矢内原は，1920

　　年（大9）から東京帝国大学で植民政策講座を担当，『植民及植民政策』有斐閣，1926〈334．

　　7－Y545s＞（揚井克己他編『矢内原忠雄全集』第」巻；岩波書店，1g63＜081．8－Y545y＞に再

　　録。底本は，改訂第四版，1933〈530－260イ〉）が，植民政策に関する体系的主著。新渡戸・

　　矢内原らの「移植語論」及び関連研究論文については後揚の予定であるが，マーク・ピーチ

　　ンー著，浅野豊美訳『植民地一帝国50年の興亡』読売新聞社，1996（20世紀の日本4）〈GB411，

　　一G28＞が，東郷・新渡戸・矢内原の植民地論を纏めている（「第四章日本の植民地思想理

　　念と矛盾」pp．120－161）。

　14）’F通史・概説・研究」書の類について，単行図書の他に，1例えば「講座」「論文集」．等に
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収録されるものがある（実際は，通史・概説というよりも，「講座」各巻の主題に特化した

主題励論稿というべきものが多い。）’。重要ぞと今われる論稿及び個人著作の該当「章」’（論

文）については主題図主要文献に後掲の予定であるが，以下，検索が必ずしも容易ではない

「講座・論文集」等に含まれる主な関係論稿を，主題に分かたず刊行年三に掲げる。（アメ

リカ・カナダ移民一般及びアジア系アメリカ人については，．本号Pp．59‘61【アメリカ・カナ

ダ移民一般／アジア系アメリカ人】においそ後掲する。）（学術図書に収録された論文を検索

するトウールとして，『論文集内容細目総覧』全3巻＝①記念論文集②一般論文集③シンポ

ジウム・講演集，日課アソシ手一ツ，1993－94〈UP52－E4＞，’及び『同1993－1998』回外アソ

シエL’y・1999　7’　（刊行中），〈未所蔵〉懸る。）

　Or又正雄「日米移民問題と『国内問題』一国際法における国内問題理論出現の端緒一」

　　植田捷雄等編『近代日本外交史の研究神川先生還暦記念』有斐閣，1956，’pp．423－

　　439　〈319．1－U246k＞

　○心知晃子「在米日系人一i一’そφ歴史と支化」tt加藤秀俊編『講座アメリカの文化第4多

　　様の中の統一地域と人種』南雲堂，’1970，pp．287－327〈GH82一’1＞

　○鹿島守之助『日本外交史8第二兜蝦英同盟とその時代』鹿島研究所出版会，1970j’pp．

　　229－276（「第五章旧米協商の成立と移民問題」）〈A99－Z－8＞

　○鹿島守之助r白回外旧史9第三回日英同盟とその時代』鹿島研究所出版会，1970，pp．

　　79－102（「第二章明治末期の条約改正」一「第三節アメリカとの条約改正交渉」）〈A99

　　－Z－8＞

　○鹿島守之助、『日本外交史13ワシントン会議及び移民問題』鹿島研究所出版会，1971，

　　pp．258－427（「第四章アメり、カにおける日本移民問題」「第五章カナダにおける日本移

　　民問題」）〈A99－Z－8＞

　○斎藤　真「H本におけるアメリカ像とアメリカ研究［1］戦前日本」斎藤真三編『講座

　　アメリカの文化別巻2世界におけるアメリカ像一研究と展望』南雲堂，1972，pp．11

　　「35＜GH82－1＞　　　　一t，

○隅谷三喜男「日本の社会運動とア罫書」斎藤真他翻日本とアメリか比較文イヒ論12・

　　デモクラシーと日米関係』南雲堂，1973，pp。47－82〈EC211－27＞一

　〇麻田貞雄「日米関係と移民問題」斎藤真他国『日本とアメリカニ比較文化論2，デモク

　　テシーと日米関係』南雲堂，1973，pp．　i61－210＜EC211－27＞

　〇三輪公忠「徳富蘇峰の歴史像と’日米戦争の原理的開始一大正十三年七月一日，排日移民

　、Vlの実施を6bぐって一」芳賀徹他編『講座比較文学5西洋の衝撃と日本』東京大学出

　　版会，1973，pp．183－210〈KE181i13＞（三輪公忠『隠されたペリーの「胃腔」一日米関係

　　のイメージ論旧型神史的研究』Soph｛a　Univ．　PL4999｝；「第六章，皇室中心主義と生物

　　学的決定論による日米戦争一徳富蘇峰の場合一」として加筆・’再録。）

　○若槻泰雄「日系人一このおだやかなアメリカ人」猿谷要編『総合研究アメリカ　1人口

　　と人種』研究社出版，1976，pp．147－181〈GH81－17＞

　〇三輪公忠「日米関係の特徴一相互イメージを中心として」本間長世編『総合研穽アメリ

　　カ7’アメリカと世界』研究社出版1976，　PP，，　97－121〈GH81－17＞・

○亀井俊介編『アメリカ古典文庫23日本人のアメリカ論』研究社出版，1977〈GH81－14＞、

　○璽野正子・馬場伸也「移民問題をめぐる日・半・加関係」．細谷千博編『太平洋・アジア

　　圏の国際経済紛争史一九二ニー一九四五』東京大学出版会，1983，PP．85－112『＜DE6一・
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　　　113＞

　　〇三輪公忠「一九二四年心心移民法の成立と米貨ボイコットー神戸市の場合を中心とし

　　　て」細谷千博編『太平洋・アジア圏の国際経済紛争史一九二ニー一九四五』東京大学

　　　出版会，1983，pp．143－179＜DE6－113＞（三輪公忠・『隠されたペリーの「点心」・日米関

　　　係のイメージ論的精神史的研究』に「第四章『排日』移民法に日中の提携と米貨ボイコ

　　　ットで応じた日本人」として加筆・再録の

　　○有賀　貞「排日問題と日米関係一『埴原書簡』を牢心に」入江昭・有賀忌寸『民間期の

　　　目本外交』東京大学出版会，1984，pp．65－96〈A99－Z－185＞

　　○飯野正子「日英通商航海条約とカナダの日本人移民問題」日本国際政治学会編『日本・、

　　　カナダ関係の史的展開』日本国際政治学会，1985（国際政治’79号），pp．1－18〈A99－ZC3

　　　－2＞

　　○若槻泰雄「海を渡る『出稼ぎ』」『海外視点・日本の歴史13和魂洋才の日々』ぎょうせ

　　　い，1986，pp．152－163〈GB73－44＞　　　　　　’』

　　○永井　和「太平洋問題調査会の人々新渡戸稲造とその弟子たち」『海外視点・日本の歴

　　　史14富国強兵の光と影』ぎ4うせい，1986，pp．86－96＜GB73－44＞

　　○飯野正子「日系人の太平洋戦争」『海外視点・日本の歴史14富国強兵の光と影』ぎょ

　　　りせい，1986，pp．、152－161＜GB73－44＞

　　○岩野一郎「移民の帰化と人種による差別一日系移民を中心に」本間長世他編『現代アメ

　　　］）力像の再構築一政治と文化の現代史』東京六学長血忌，1990，pp．19－34〈GHI18－E53＞

　　q佳知晃子「アメリカ社会における「日系移民」細谷千博・本間長世編『日米関係史摩擦と

　　　協調の一四〇年』新版，有斐閣，1991，pp．198－222．（有斐閣選書）〈A99－ZU－E55＞

　　○バトリシア・ロイ著，飯野正子訳「誰もが歓迎されるわけではなかった一移民問題に悩

　　　むカナダー」（日読関係における移民の問題1）ジョン・シュルツ，三輪公忠編『カナ

　　　ダと日本一21世紀への架橋一』彩流山，1991，pp．15－42＜A99－ZC3－El＞’

　　○鶴見和子「『ステブストン』の日系カナダ人一戦中・戦後の体験がどのように人生経路

　　、を変えたか一」1（日誌関係における移民の問題II）ジョン・シュルツ，三輪会忠編『カ

　　　ナダと田本一21世紀への架橋一』・彩流杭1991，pp．43－66〈A99－ZC3－El＞

　　○阪田安雄「移民史から見た日米関係一もつれ合う『自負心』と『強がり丑一」上山和雄・・

　　　阪田安雄編『対立と妥協1930年代の日米通商関係』第一法規出版，1994，pp．373－

　　　404＜DE281｛E18＞

　　○有賀　貞「日米外交史における移民問題」『日米関係におけるエスニシティーの要素』総

　　　合研究開発機構，1995（NIRA研究報告書No．940052）PP．31－50＜DC821－E30＞

　　○キム　チゴンミ「国民国家日本と日本入『移民』」『岩波講座現代社会学15差別と共生

　　　の社会学』岩波書店，1996，pp．109－132＜EC1－G14＞

　”○村川庸子「忠誠を問うこと・問われること』帰米』二世のナショナル・アイデンティテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ」伊豫谷登士翁他船『講座外国人定住問題1日本社会と移民』明石書店，1996，pp．

　　　165－200＜DC812－G8＞

　　○竹沢泰子「『白入』と『黒人』の簡で一日差アメリカ入の自己と他者一」青木保他編『岩

　　　波講座文化人類学』7移動の民族誌』岩波書店，1996，PP．263－292〈Gi21－G19＞

　　なお，．伊藤隆『日本の内と外（仮題）』中央公論新社（日本の近代16）が近刊予定である。

15）後年，’横山の関心は，下層・労働階級の研究から資本家階級・’殖民問題へと広が6てい
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　つた。移殖民関係書として．丁南米渡航案内』成功雑誌社，明41〈YDM26932ほか〉，『南米ブ

　ラジル案内』南半球社，：木2＜348－99＞等のほか，北米在留日本人実業家や移民会社に関す

　る「経済的人物評論」を所収する『明治富豪史』易風社，明43〈未所蔵〉（『明治文學全集第

　96明治記録文學集』筑摩書房，1967＜918，6＝M4482＞及び『明治富豪史』社会思想社，1989（現

　代教養文庫）＜EC171－E4＞に再録。旧稿初出につき，現代教養i文庫版，立花射り「解説」pp．

　218－219参照）がある。木村読点『横山源之助全集』第3巻，1974，萌治文献くUS21－43＞斎

　収『明拾富豪史』には，該当部分（「第三海外の人」）．が収録されていなv～。第1巻（隅谷

　三喜男編〉ヴ「日本の下層社会」と題しそ労働関係を，第3巻が「人物論」と題して各種人

　物評論を所収しているが，第2巻が未刊であり，『内地雑居後之日本）『海外活動の日本人』

　等，他の主要著作とともに第2巻に所収される予定だったと思おれる。立花雄一『評伝横

　山源之助一底辺社会・文学・労働運動』創虫干，1979『＜GK162－25＞が纏まった伝記。「三章

『後期作品管見」は，横山の殖民問題関係論稿（主に画嚢）のリスト及び略述を含む（pP．262

　－264，　272－273）o　’　’

16）　入江寅次は，全五巻からなる［日本人海外進出史］の刊行を期してらたが，校了となつ

　たその第一巻［明治前期の海外日本入］の緯版は戦災で焼失，第二巻あ原稿も散逸してしま

　つた。戦争で貴重な資料は焼かれ「それと同時に，入江氏をそのような仕事に強く駆りたて

　ていなパトスも消えてしまった」という・筆野暢r「南進」・の系譜』中央公論社，1975（中

　公新書），pp．27－29，及び109『邦人海外発展史』下巻，原書房版，巻末pp．3－4（矢壁暢「解

　説」）参照。

’17）　『日本人の海外活動に関する歴史的調査』については，1973年，龍漢書舎が復刻刊行を企

　画したが，、大蔵省が「報告書は（旧）著作権法11条1号にいう官公文書には該当せず，国に、

　著作権がある」として，拙詠差し止めを求める仮処分を東京地裁に申請した。龍漢書舎側は

　「国民の知る権利の侵害であり，著作権の濫用である」と主張したが，結局1984年，・最高裁

’で上告が棄却された。この一年後，韓国において復刻版（海賊版）が出版されたのである（『朝

　日新聞』1996．2．7付参照）。憲法・著作権法をはじめ「情報公開」等々多くの問題を孕ん

　でいる，いわゆる「龍漢書舎問輝」については，『「日本人の海外活動に関する歴史的調李」

　復刻刊行中止仮処分執行事件資料集』一『日本大の海外活動に関する歴史的調査』の刊行を促、

『進ずる会事務局，1974＜AZ－615－15＞が，裁判関係資料・資料案内を収録する基本文献であド

　る。「『日本人の海外活動に関する歴史的調査』復刻刊行差し止め」図書館あ自由に関する調』、

　査委員会編『図書館の自由に関する事例33選』甲本図書館協会，1997（図書館と自由14集），

　pp．12－15〈ULII：G22＞は，「図書館の自由」の観点から本事件を纏める。

18）本書につい’ireま，先に『参考書誌研究』No．47において，資料番号50として収録し（［1］

、統計，p．29），，同室別箇所で資料番号110と二重に付与している（［3． n年表，　p．43）。更に

　『参考書誌研究』No．48，　p．19でも110を付与してしまった。また出版年にも乱れ途生じて

　いたので，他の文献も参考にじて［1971］’に統一した。このような資料番号の二重付与の訂

　正立ゲ書誌上の訂主・補記等については，・連載最終稿に一括して収載する予定である。

19）　しかし例えば，r村川庸子「書評」『歴史学研究』661：1994．8，　pp．54－56は，手放しの評

　価に終わらず，lu玉の方法論に少しく疑問を呈している。　’，　　　　　　　　　〆

20）本書についての書評で，伊藤一男は，「国別の智歯史だけでは日本人移民の家態は追い切

　れない……こうなると単なる移民史ではなく……“複合移民史、ないし“総合現代史、に拡

　大発展するだろう。・・∴北本は光の当て方次第では全く別の世界が展開する。それが著者，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一73一



　研究者それぞれの“移民史観。なのではあるまいか。・・…∴移民史は生乾きの歴史なだけで見

　方次第ではまるで万華鏡のように千変万化する」と，移民史研究観を述べている（『週刊読

　書人』1993．1．18）。

層21）　「県史」「県人海外発展史」については，前述したが（『参考書誌研究』No．47，　ppj　18－22），

　『広島県移住史』同様，一包括的で，日本人移民史としても有用なものとして，以下のものも

　参照のこと。、

　　〇三重県人北米発展史編纂委員会編『三重県人北米発展粟』三重県海外協会，1966〈未所

　　　蔵〉

　　○和歌山県編『和歌山県移民史』和歌山県，1957〈334．4－W38W＞∫

　　○兵庫県海外発展史編集委員会編『兵庫県海外発展史』兵庫県，1970＜DC812－63＞

22）　【河上清】1879（明12）一1949（昭24）』は山形県生まれ。若い頃はカール・マルクスに倣

　ってカールという英語名をつけたほどの社会主義者であり，阿部磯雄・片山潜らとともに，

　日本最初の社会主義政党「社会民主党」（1901年（明34）5月結成，即．日禁止・解散）の創

　設に参画した。1901年渡米し，アイオワ大学で政治学を学び修士号を取得した。・その後は，、

　．社会主義思想から離れ，ジャーナリストとして活躍。　；914年から1920年までは，日本政府が

　設立した「太平洋通信社Pacific　Press　Bureau」のディレクターとして日本及び日本人移

　民の擁護に指導的役割を果たした。詳しくはvt本号398．　Ichioka，　The　Issei．　pp．190－193．

　（邦訳399『一世』pp．211－215）を参照のこと。本書のほかに，日本人移民問題に関するもの

　に，The　Japane＄e　Question：A　Symposium・　San　Francisco：Japapese－American　News・・

　［19一］．＜325．73－K22j＞，　The　Real　Japanese　Question．　New　York：Macmillan，1921．〈未

　所蔵〉，New　York：Arno　Pr．，1978．（The　Asian　Experience　in　North　America：℃hinese

　and　Japanese）（reprint　of　the　1921　ed．）＜DC812－23＞がある。その他の主要著作リスト

　も含め，層前掲153．Japanese　American　History：An　A－to－Z　Reference　from　1868　to　’the

　Present．　pp．197－198．も参照めこと。　Jokichi　Takamine：A　．Record　of　His．American

　Achievement．　New　York　：　William　EdWin　Rudge，1928．は，高峰譲吉の滞米時代の伝記。

　『米ソ戦わば？祖国日本に訴う』日米通信社，1949〈a302－76ほか〉（『祖国日本に訴う』時

　事通信社，1966＜3i9．04－Ka815s＞億1949年刊の複製）は，第二嫁大戦後の国際政治に関す

　る著作であるが，渡米の動機，初期の政治思想など自伝的な叙述を含む。

23）　【市橋倭】1878、（明11）一1965（昭40）は愛知県の旧壬族の串。16歳で渡米し，琴タンフ

　ォード大学で修士，ハーヴァード大学で博士号を取得し，1913年から1943年までスタンフォ

「ド大学で「躰研究」備座を担当した・市橋は・戸本人移民の同筆能説技持者で

　あり，本書に先行するJapanese　lmmigration：Its　Status　in　California．　S3n　Francisco：

　Japanese　Association　of　America，1913．（国立国会図書館では，1・91s年増補・再版された

　Marshall　．　Pr．’版を所蔵〈Ba－652ほか〉）にもその立場が反映されている。層詳しくは，　Yuji

　Ichioka．　“‘Attorney　for　the　Defense’　：　Yamato　lchihashi’and’Japanese　lmmigration．”

　Pacific　Historical　Revie’bv，55（2）：1986，5，　PP．192－225，本号398．　Ichioka，　The　Issei．一PPl

　193－f95．（邦訳399『一世』pp．215－217），及び前掲153．　Japahese　American　History一：A－

　to－Z　Reference　from　1868　to　the　Present．　p．169．を参照のこと。

24）瀬川善信「日布移民問題（1，2・完）」『国際法外交雑誌S．66（1）：1967．6pp二67－96，66（3）：

　1967．10pp．264－292は，「日本外交文書」「公文備考」等を典拠として，ヴァンリ’7ド，「元

　年者」から「移民上陸拒絶事件」に至る日布到頭問題を略述。その他・野郎移民問題に関す一
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　る文献につき詳しくは，『日本の移民研究動向と目録』pp．84－95（「II・日系人一受け入れど

定着に関する諸問題一2ハワイ」），同pp．153－155（「III国際関係の中の移民一3日布関

係」）を参照のこと。また，1960年代までのハワイ日系移民資料については，前掲177，及び

178．Matsuda文献目録（『参考書誌研究』No．48，　p．24）も参照のこと。

　　日本からハワイへの移民に先立つ1830年（天保元）には，20名のハワイ人が，5名の欧米

・人とともに・小笠原群島父島に入目している・当時の小笠原は・一捕鯨の拠点として注目され

　ており，幽ペリー来航の目的の一つが捕鯨船の避難・補給港の獲得にあったことは周知のとお

　りである。例えば，専ら開国と米国捕鯨業との関係を考察したものとして，桑田透一『鯨族

　開國論ペルリは断じて開国日本の恩人にあらず』書物展望社，昭15〈210．593－Ku974g＞が

　ある。また，最：新のものとして，『日米交流のあけぼの一黒船きたる一』（同展図録，於：東

　京都江戸東京博物館，1999年9月28日一12月12日）「第4章太平洋の捕鯨をめぐって」ppl　93

　－114＜K16－G507＞，及び同展関連図書である，小林淳一『海を渡った生き人形ペリー以前

　以後の日米交流』朝日新聞社，1999（朝日選書633），pp．87－89＜GB383－G25＞『がこの件に

　言及する。川澄哲夫「漂流民と鯨捕りの物語」『英語教育』48（1）’：1999．4～（連載中）〈Z12

　－54＞’は，日本の開国と近代化の原動力としての漂流民及びアメリカの捕鯨業をヴィジュア

　ルに描く。太平洋に出漁するアメリカの捕鯨船はサンドウィ・ッチ諸島「（ハワイ）のホノルル

　やラハイナを中継港としており，この入植の一団もホノルルで結成された。入植10年後の島

　の様子は「日常生活全体がハワイ風で，いわばりトル・ハワイとでもいうべき雰囲気があっ

　た」という（田中弘之r幕末の小笠原』中央公論社，1997（中公新書）PP．41－50，70－73〈GC72

　－G8＞）。ハワイからの対日接触たついて，後座332．渡辺『ハワイの日本人・日系人の歴史』

　上巻，pp．62r67も参照のこと。

25）　山口県周防大島は，「第1回官制移民の1／3を占めるほどの全国屈指のハワイ移民の先進

　地」。他の瀬戸内地域や沖縄県及び「アメリカ村」と称される地域（広島県佐伯郡旧地御前

　村；滋賀県八坂，和歌山県日高郡三尾等）同様，『出移民の卓越地域であり，移民母村として

　の研究が顕著である。出移民母村についての研究史につき，本号注5）参照。周防大島から

　の移民について，石川友紀T山口県大島郡久賀村初期パワイ禦約移民の社会地理学的考察」

　『地理科学』7：1967．6，pp．25－38，及び石川友紀「山口県大島郡東和町における出移民の歴

　史地理学的考察」『琉球大学法文学部紀要史学・地理学篇』34：1991．3，pp．1－21が実証的

　な研究。これらは何れも加筆・再構成のうえ，前掲271．石川『日本移民の地理学的考察一

　沖縄・広島・山ロー』に纏められている（「各論［1］莫約及び自由・契約移民時代特に

　契約移民送出の中心地域（瀬戸内）からの移民」二「第7章侵蝕村：山口県周防大島から

　の移民」pp．281－310）。、

26）　財団法人「ハワイ移民資料保存館」は，1「ハワイ日本人移民百年祭」（1968年）を契機に，』

　「日本万国博覧会記念協会」からの建設補助金・ハワイでの募金等を基金とし・「移民資料保

　存会」と「ビショップ博物館」の共同事業：として，同博物館敷地内に1976年10月26日落成，

　開館した。その業務内容は，主に「日本人移民資料の収集・保存」「日本人移民に関する学

，術研究と出版」等であり，「日本人移民並びにハワイ王朝あるいは両者の関運を示す一切の

　記録類」「生活道具類」等を収集してきた。しかしその後，ビショップ博物館の経営方針の

　変更により，’rハワイ移民資料保存館」は閉鎖，今日’に至っている。『ハワイ移民資料保存館

　開設趣意書：』＜移（四）一品ワイー2－2「2＞及び『ハワイ報知』1976．10．27，1976．12．2ほかくZ98

　－2＞参照。
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27）バーバラ・カワカミ（Barbara　F．　Kawakami，川上房子）は，1921年熊本県生まれ，生

　後3、ヶ月で両親と共に渡布，以後ハワイ在住。Japanese　Immigrant　Clothihg　in　Hawaii，

　1885－1941．Univ。　of　Hawaii　Pt．，1993．〈DC812－A55＞、（邦訳：香月洋一郎訳『ハワイ日系

　移民の服飾史論からパラカへ』平凡社，1998（神奈川大学日本常民文化叢書）〈GD64－G19＞）

　（後掲）の著書がある。大久保清は1ヒロで36年間邦字新聞『ヒロタイムス』（1990年休刊）

　を発行し続けた，日系最後のジャーナリスト。「ハワイ島自本人移民資料保存館」長でもあ

　り，’『ハワイ島日本人移民史』（前掲91）ほかの編著書がある。大久保及び「ハワイ島日本入

　移民資料保存館」について詳しくは後述する。児玉皇師は現在，・銀鼠女子短期大学（広島県）

　教授。『日本移民史研究序説』（本号305）をはじめ，移民母村・出移民史について多数の実

　証的研究がある。第一回官約移民（1885年）としてハワイに渡り，契約満了後，ハワイ日系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ　社会の草創期に雑貨商を営んだのが「後藤潤」。商店が繁盛レたことで白人の妬みをかい，

　1889年リンチの犠牲となった。後藤潤は嘉屋の伯父（養父の兄）にあたる。嘉屋文子法政『後

　藤欄のこと』渓水社，1986＜DC812－E23＞（後掲）が事件の経緯を伝える。

28＞「ベイオネット憲法」（武力による強制憲法，の意）をめぐる動静につき，．後掲353．Kuy－

　kendall，　The　Hawaiian　Kingdom　3，　pp．366－372，354．　Fuchs；　Hawaii　Pono．　pp．29－31，355．

　Daws，　Shoal　of　Time．　pp．251－254，及び126．中島『ハワイ・さまよえる楽園』pp．76－80

　も参照のこと。

．29）「……この本はハワイにおける日系人の体験を扱った本の中でもつとも完全なものであ

　る。」後掲395．邦訳『ジャ「パニーズ・アメリカン』p．165

30）【ロナルド・引込キ】は，1939年ハワイ生まれの日系アメリカ大三世。地元の高校を卒業
　　　　　　　　　　　へ　後ウースタマ大学（オハイオ州）に入学，公民権運動の洗礼を受け，アメリカに，おける少数

　民族問題に開眼したという。1962年，カリフォルニア大学パーク’レー校大学院に進学。1967

・、年，アフリカ奴隷貿易に関する論文“A　Pro－Slavery　Crusade：The　Movement　to　Reopen

　the　African　Slave　Trade．”で博士号を取得した。その後，カリフォルニア大学ロサンゼル

　ス校の講師を経て，1972年，バークレ’一校に新設された民族研究学部た移り，アジア系アメ

　リカ人研究科の教授として現在に至っている。　　．　一

　タカキの数多い著作に通底する特色は，「文学作品からの引用や隠喩をふんだんに使って，

　読者に明確で豊かなイメージを提供する，その手際のすばちしさにある」ど言われている

　　（下掲富田「タカキ（ロナルド）」’p．，400）。タカキの主要著作が‘The　American　Avyard’

　はじめ数々の賞に輝き，甲本でも翻訳出版されていることからも，その評価の高さがうかが

　える。ロナルド♂タカキについて詳しくは，’下掲439．ロナルド・タカキ著，阿部紀子・石

　松久幸訳『もう一つあアメリカン・ドリームアジア系アメリカ人の挑戦』岩波書店，

　1996（438，『Strangers丘om　a　Different　Shore，1989　ed。’の翻訳）pp．353－361「訳者あとが

　き」（石松久幸），44i．ロナルド■tタカキ著，富田虎男監訳『多文化社会アメリガの歴史別’

　の鏡に映して』明石書店，’　1995（440．ADifferent　Mirror．の翻訳）、pp．717－720「訳者あと

　がき」，及び主要著作の解説（『パウ・ハナ』『もう一つのアメ．リカン・ドリーム』，『多文化社

　会アメリカの歴史』ほか）を含んだ評伝，富田虎男「タカキ（ロナルド）」尾形船側編『20

　世紀の歴史家たち3（世界編上）』刀水書房，pp．395－410〈G22－G4＞等、を参照。

　　1995年，戦後50年記念事業として計画された，国立スミソニアン航空宇宙博物館での原爆

　展をめぐって激論が交わされた。タカキにこの時期，’トルーマン大統領の性格分析から原爆

　投下の経緯を明らかにした，Hiroshima：Why　Americaつropped　the　Atomic’B6rnb．
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　Little　Browri・1995〈Au－651－A257＞（邦訳：山岡洋一訳『アメりカはなぜ．日本に原爆を投

　下レた、のか』血忌社，19．95＜GH113－E16＞）．を著している。’本書の中でタカキは，太平洋戦

　争・原爆投下を，・アメリカに根ざす人種的偏見が行き着いたところ，，だとしている。「いわゆ

　一る「拒絶された原爆展」については，日米両国で実に多くの書物が刊行されているが，例え・

　ば以下のものを拳照のこと。Lifton，　Robert　J．＆Mitche11，　Greg．　Hiroshima　in　America．：

　Fifty　Year『　of　Deniali　Putnalp’s　Sons，1995・（邦訳：大塚降訳’『アメリカの中のヒuシマ』、

　上t■下，岩波書店，1995），由井大三郎『日米戦争観の相剋摩擦の深層心理』岩波書店，1995，

　斎藤導雄『原爆神話の五〇幽すれ違う日本とアメリp』中央公論社，1995（中公新書）’，　Bird，

K・戦Lif5・h・ltr，　L・w・ence・ed・・　Hi…him・’・Sh・d・w・W・iting…nth・D・ni・1・f

　Histoギy　and　the　Smithsoniah　Coritroversy．　Pamphleteer’s，’1996．，　Harwit，　M．　An　Exhibit

　De玲ied　LQbbying　the　History　of　Enola　Gay．　Springer，1996．（邦訳：山岡清二監訳‘『拒

　絶された原爆展歴史のなかの「エノラ・ゲイ」』みすず書房，1997［著者マーチィン・ハー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ウ／ツ1トは当時のスミソニアン航空宇宙博物館長・．1987年8月就任後7・’「，［一ノラ・ゲイ」を

　単なる技術進歩の印としてではなく，「療爆投下と終戦」「原子力時代と冷戦の幕開け」の象・

　徴とし℃展示する「原爆展」を企画し準備を進あてきた。・しかし，議会を巻き込んでの確論

　争の末，ユ995年1月同展中止決定後，同年5月に館長を辞任し，これまでの緯緯を詳述しだ、
、『 {書を公にした。ハーウィ．ットは1997年8’月，広島で三寸回れた「世界平和連帯都市市長会議」

　に参加のため来日，各地で「原爆展拒否の真相」について講演を行っている。］本書につい・

　て，佐々木力「ノトーウイット博士とヒロシマ・ナガサキ・」，『出版ダイジェ’スト』1650＝1997．

　6を参照。），NHK取材耀『アメリカぬ中の原爆論争戦後50年スミソニアン展示の波紋』ダ

　イヤモンド社，，1996（NHKスペシャル），．平岡敬『希望のヒロシマー市長はうったえる』岩

　波書店・1996（岩波新書），Lihentha1，　Edward　Tabor＆Engelhardt，　Tom　ed，　History

　Wars：・The．Engla　Gay　and　other　Battles　for　lthe　American　Past．　Metropblitan　Books，

　1996．（邦訳：島田三蔵訳『戦争と正義’エノラ・ゲイ農論争から』朝日新聞社，199＆（朝日

／「選書607））

31）・タイトルにある1865（年）は，・ハワイ国外相ワイ’リ．一、（Robett　crichton　wyliie）がう日

　本人移民要請の書簡をヴァン．9一ド宛て出した年である（1865年3月10日付）、。前掲153．

J・P・n・r・Am・；icah　Hist・・y・A・A－tb－Z・R・f・・ence　f・・m　1868　t・the・P・e・e・t．，“Ch・・n・1－

　ogy　of　Japanese　Ametican　History”は，本書Cane　Fires．をこの件の典拠と．しそいる。．し

　かし・Qane　Fires・該当頁：（P．’　19）は1．Marumoto，　Masaji．“‘First　Yeaf　Im士ni頭ants　to

H・w・ii．a・d　E・g…y・・Reed・”i・．E・・t　Acr・ss　the　P・・ific：：Hi・t・・i・a1・nd　S・ci・1・gi・al

　Studies　6f　Japape6e　Im而grati6n　3nd　Ass＃nllation．：（本号1276）からの引用であり，適切

　と，は思われない。なおこの件に関し，本号332。渡辺『ハウイの日本人・日系人め歴史』上

　巻が，関係資料を検証し詳細である（「第二節　『元年者』とその前後の模操」pp。68二118）。・

32）IWilli・rP　C・・1・6・Smith（WCS）P・bers臓オL・，ゴン大学の社会学者ス．ミ‘スが，・1926

tt－Q7年にハワイの公私立高校・ハワイ大学等の生徒・学生に書か茸た，ライフ・ヒズトリー

　のコレクショ≧。オリジナルはオレゴン大学図書館，パウイ大学ハミ、ルトン図書館ではマイ

クロフィルム（19巻）で所蔵。本書と同じ観点で「多文化社会における民族集団の社会・文

・化変容の位相を明らかに」し々ものに，沖田行司『ハワイ日系移民の教育史二日米文化，層・そ

　の出会いと相克一』ミネルヴァ書房，1997（Minerva21世紀ライブラリー35）〈FB14－G37＞，’

　沖田行司編『ハワイ日系社会の沃化とその変容一一九二〇年代のマウイ島の事例二』ナカ・二
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　　　　　　　　　　　　　　　x
　　シや出版，1998（同志社大学人文科学研究所研究叢書XXIX）〈DC812－G74＞（何れも後掲）

　　がある。本書（346）は1歴史的所産として重要であるのみならず1記述とアファーマティ

　　ヴ・・アクショゾ（affirmative　ac‡ion）に関すう二面の論争についても重要な示唆を与える・．

　　ものである。‘b60k　review’by　David　Yoo，　Amerasia　JoUrnal・25（2）・：11999，pP・193（一lg5）「・

，33）　【ハワイ史】について；以下のものも参照のζと。山中速人『イメージの〈楽園〉観光

　　ハワイ4）文化史』筑摩書房，1992（ちくまライブラリー．74），山中速人『ハワイ』岩波書店，・

　　1993（岩波新書），2・ロラン芙美子．rホノルルからの手紙世界をハワイから見る』中央公論

　　社，1995．（中公新書），Liliuokalani．　Hawaii’s　Story　by耳awaii’s　Qu6ep．　HQnolulu：Mutuql

　　Publishing，　1990．　（reprint　’of　1898　ed．），　Wisniewski，　Ric．hard．A．，　comp．，　ed．　The　Ri＄e．　．

　　and．F・11・f　th・H・w・ii・n’Ki・gd・Mr耳・n・1・1・・Pacifi・B・・i・E・t・・p・i・es，1979，，

　’Wisniewski，　Richard　A．，　comp．，　ed．　Hav〈raii：　The　Territorial　YearS，　．1900－1959．

　’．Honolqlu’：　Pa’c’　ific　Basin　Eriterprises，　1984．，　Budnick，　Rich．　Stolen－Kip．gdogi：　An　一．

　　American　Conspiracy．　Honolulu：Alohapr．，1992．ま「た，『歴史地理教育』580：1998．　7は，

　　「ハワイ併合100年」を特集している。

　　ハワイに関するガ柔ドブックにおいても，外国で出版され牽ものでは，かな．りの頁がハワイ

　　史やハワイにおけるエスニック集団について割かれている。例えば，Bisignani，　J．　D．

　　Hawaii　Handbook．．Chico，　CA：Moon　Publications，1991，3rd　ed．では，　History：pp．22．

　　一42，The　People：pp．55－67，　Booklist：．　pp．846T852，またLueras，　Leopard，　ed．　Hawaii．

　一HK　I　APA　P・blicati・n・，1992（1・・ight　Gqid・・），9th・dlでは，　Hi・t・・y・PP・4・65，　P・・P1・’：

　　PP．68－97，　Fgrther　Reading：PP・　378－380（1981年に日本語版刊行）、という具合である・量

　　近は日本でも，グレンダ・ペンデュレ，ネッド・プレーリー共著，五島武生翠『ロンリー・．

　　プラネッ・ト・のハワイーオア鳩編』マガジン・・ウス・・992・（t旅立っ前のノ＼四物語．歴史」

　　pp．12－23）やハワイの多民族社会の理解を基調とした，ρG編集二二『ハワイ島・ひζ・暮

　　らしのもっと奥へ』トラベルジャーナル社，1999のようなガイドブッ．クが発行されるようた

　　なったし，r裏ハワイ読本．絶対保存版』宝島社，1993（別冊寧島EX）（ハワイ史・日系移

　　史民麟記事・・PP．・73－216），　r・・．％［極楽］読本』宝島社，・997！別冊宝島WT・5）（・・

　　ワイ史・日系移民史関係記事：』「イオラニ宮殿が語るハワイ王朝史」「日系二世たちの『午餐

S　会』」「ワシ．1まジャパン・ボーンのマクレじゃ」「路上探険！？ハワイ二二建築巡礼記」）f7）よtt

　　うなハワイ関係書も目立つようになった。池澤夏樹『ハワイイ紀行』新潮社，・・1996，津田道

　　夫『ハワイ’太平洋の自然と文化の交差点』社会評論社，1998（「ハワイー太平洋の自然と文

　　化の交差点」石塚正英編『世界史の十字路・離島』社会評論社，．1998（社会思想史の窓119），

　　pp．79－123ほ，眉頭部分の先行的掲載。）等は，パワイ史を踏まえたr般書。

　34）　この顛末については，本号305．1児玉『日本移呆史研究序説』（「．日本人移民の参政権獲得

　　張扇J’　pp．237－241），今弄輝子「米紙併合をめ！“る日米関係」『国際関係学研究』・．（津田塾大

　　単）6（i979年）：1980．3，　pp．49－65等を参照。』「パワイ革命」に際し，、日本政府転在三日

　　本人の保護を名目に・e東郷平入郎指揮する巡洋艦「浪点訳を派遣した。「浪速」には山階宮・

　　定訳親王が乗艦していたので，その後様タな憶測を生むことになつ．た（注36）．も参照のこ

　　’と）。これ以後，1日清戦争の期間を除き，「ハウイ併合」までほぼ一年ごとに，帝国海軍艦艇

　　のハワイ派遣が続け・られた（本号314・320ほか日払関係書｝『付さ、れている「三二軍艦ホノル

　　’ル寄港年表」参照）。【肇国（有志）伺盟】．は，菅原伝・石阪公歴ら自由民権遷ゆ弾圧からの

　　政治的亡命者によって，1888年1月目．サンフランシズコ・チャイナタウン②はずれオフ・ア．セ』．
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　ノ？街に設立された。日本の内治改良を目的≧し，機関紙『第十九世紀』を発行して日本国内

　の同志に送付，連帯を図ったが，度重なる日本政府の弾圧にあい，発禁と改題の馳ごっこが

　続いta。「愛国同盟」の活動について以下のものを参照のこと。本号398・．　The　lssei．　pp．19

　－2p，49－51ほか（邦訳399　f一一’世』pp．’21－22，58－60ほか），新井田紘・田村紀雄「自由民権

　期における桑港湾岸地区の活動（在米日系新聞の発達史研究5）『東京経済大学人文自然科

　学論集』65：19＄3．12，pp．75－136、（「4．愛国同盟活動史」pp．．100－115）＜222－394＞，田村

　紀雄『アメリカめ日本語新聞』新潮社，1991（新潮選書），pp．63－90，9ユー119，121－144〈UC151

　－E5＞（後掲），色川大吉『自由民権』岩波書店，1981（岩波新書）（「第六章’亡命民権家の戦

　い」pp．185－214）＜GB431－103＞。「愛国同盟」の機関紙の変遷について，前掲143．・蛯原『海

　外邦字新聞雑i堅甲』（「第五章桑港日本人愛國同盟の機關紙」pp．105－136）〈UC123－7＞も参

　照のこと。「愛国同盟」．に関する他g文献は）t自由民権・社会主義と移民に関する主題図主

　要文献（別掲）・に収録の予定である。　　　「　　　　一一

35）ハワイをめぐる日米関係については，以下のものも参照のこと。・野崎圭介『日来戦の土

　判断畦と比律賓』ご松堂書店，昭7＜587－365＞，・奥村多喜三編『四丁に於ける日米問題解決

　運動』ホノルル・奥村多喜衛，昭7〈524－343イほか〉，『上原敬二『日米の二一ハワイ』・先進

社・昭7〈587－266＞〈山本一22＞，黒羽茂r日米外交ρ系譜一太平洋戦争への抗面的展開』

　共同出塚，，1974＜A99－ZU－27＞，今井輝：子「米希併谷をめぐる日米関係」『国際関係学研究』

　（津田塾大学）16（1979年）：1980．3，　pp．49765，福本保信「アメリカのハワイ併合一1一」

　『西南学院大学甲際文化論集』1（1）：1986．7，pP．1－25。．

36），【カラカウア王訪日】に関する外交史料については前述した（『参考書誌研究』No．47，　p．

・・3）・石柵堂r明治事物起原』は，カラカウア王（カメハメハ靴世と記す）．の来日をも

つで「外国元首糊の始めとなす」として・・る（r明治事物起原’3』晶晶房，1997（ちく

　ま学芸文庫）p．155第三編国際部・「布興国元首の来朝」一『明治事物起原』旧版につき，

　佐藤洋一「『明治事物起原』の各版について」（ちくま学芸文庫）版1，pp．377－393，坪内祐

三「『明給事物起原』のアクチュアリティー」（ちくま学芸文庫）版3，pp．409－419を参照の

　ことこ）。本号332．渡辺『ハワイの日本人・日系人の歴史』上巻は，本号352，353ほかの

基本資料の綿密な比較考証のもと1ご，「カラカウア王9）日本訪問」について詳細に前あてい

　る（PP・405－468）・カラカウア主は訪日に際し，「アジア諸国同盟」「山階宮定麿親王・（後の・

東伏見宮依仁親王）・カイウラニ王女婚約」「条約改正」「移民招致」「日本・ノこワイ間海底電

綿敷設」の五提案をしたが，結局は日本側が丁重に断り1訪日の結果としてJ’日本の基本的

政策が変わることはなかった（外務省記録「布三国国王宛明治天皇椥親爺関係一件」）。こ．

の件に関しては，ハワイ史・日布移民関係書では一応言及されており，小説の題材に・もなっ

ているが・以下のものも参照のこと・宮内省臨時帝室編修局編修『萌治天皇紀』第五（明治

十三年一月一明治十五年十二月置吉川弘文館，1971，PP，　290－299，志賀重昂「隠れたる日本

布睡臥（日本某親王請嫁の内奏）」『続世界山水図説』PP．226－23Q（志賀冨士男編『志賀重昂

全集』第六巻，志賀重昂全集刊行会，昭3及び；、日本図書センター，1995（昭3刊の複製）

に醐・）・小笠賑生［等編］r依仁親王！東伏見宮家，昭2，PP．539－540，河村一夫「明

治十四年のハワイ皇帝来朝について」『外交時報』1109：1973．9，pp．42－45，、川p宏「幻の

可ヤルウェディングー躰皇室とハワイ王室を結ぶ秘められた逸話」r裏ぐワイ読本絶

対保存版』宝島社・1993（別冊宝島Ex），　PP．214－216，　Kuykenda11，　Ralph　s．・H：awaiian

Kingdom　3i　（‘　Chapter　9　King　Around　the　World’，　ppl　227－245）・，　Ogawa，　Dennis　M．　Jan
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x

　　　　　　　　　　　　　　　1

K6ri　Po　［：　The，World　bf　’Hawaii’s’Japanese　Arriericqns，　Honolu！u　：　Japanese　A．meric’an

R，，ea，、h　C。nt・・，・973，（2・d・d，，　H・ndl・lq・U・1・．・f　H・W・ii　P・・，19781・PP・S2Ll・8）’・’・．’カラ

．カウア王．及びカイウラ目玉女にづき，．．前掲Lil’iuokalani。．　HaWaii’s　St6ry　by　Hawaii’s：

Queen．　Zam6ucka，　Kristin．　’Kalakaua　：　HaWaii’s　LaSt　King．　Mqpa7Mar．vin／Richard1

1983．，　Zambucka，　K！i’siih．　PtincesS　Kaiulani　：　’T，he　Last　Hope　of　’i　aWaiils’Moharchy．　，　，

謙郷隷購讐rr岬〉．即聯ock∵1「ge？鉢S1
37）．パワイ更を踏まえた現在一〇）ハワイめ社会・．文化状況にりきジ耳eロt，Ngel　J．　HaWaii：

Island＄・Under，the　lnfluence．　New’　Y，ork　：　Monthly　Review　Pr．，　’1983．　（1993，　．Univ．　bf　’

Hawaii　Pr．　ed．），　Bu’ck，’　Eli，zabeth．　Pa’tadise　Rerriade，：　The，Polit．ic’s　of　Culture　．and

　・Hilit6ry　in　Hawai’i．　Philadelphia：Temple．　univ．　Pr．，1・993．』を参照．’また，ハ7イの「主

　権回復運動」にういて，．次．のものも参照のこと・Dudley，．Mi¢hae1　KiQniごHa宙aiian．

．N。ti6・・M・n，　G・d＄，・nd　N・t・t・．耳・ngl・1・・．Na・Ka・e　O　Ka　Mai・P・…1990・・D・dl・y・’

Mi、habl　Ki。ni’＆Ag。，d，　Ke・ni　k・a1・h・i　一H・w・ii・n　N・ti・n　l1AC・11　C・・．耳・w・iia・

Sovereignty．　HopolUlu．，：　Na　Kape　O　Ka．Malo　Pr：，　1990．，　DeFrieS，　Eleangra　M．1・gd．．．　一Light　／　’

Up・h　th・MiSt・．A　R・flecti・n・f　Wi・d・血．　f・・．　th・F「kture　G・nef・ti・ns一・f　N・ti・・

Hawaiians，　Akaiko　Ak．hna　1884－1933．　Kailua－Konq，．．nyl　：　／］NCghina．　Prpguctlons，・　1／　99？・，

論鷲盤艦。糖；畿瓢．cOlpl’1”sm　and、srγ9「11塞n七￥．1n

38）　『周航随行記』．ほ，．カラガウァ王た対し礼を癒してらる箇所が多！1，．それぞ王の没後に刊

　宥されたと言われでいる。アームストb≧グ自身が本書a），なかで「この作品はしわを隠さな’

膏血であり、いますぐたで1まなく証の死御・刊行するつもりだ・1というの係直にあ1

　りのままが書いてあるからである」’と述べている．（荒俣訳；・P・19）・カラカウア里の周航目．、

　・的に関し，渡辺『ハワイの日本人・日系人の歴史』上巻．．（本号332）、は，．アームストpング

　が，随所で「カラ々ウア．王を．こきおろしたり、皮肉ったりし．ている．ので・・．必ずしUそφ説

　を、そのまま信用」できないと1し，‘　Ktiykendqll（本号353）もア「ムス．トロングの著作に靴．

　判的であり，正確な資料として・．ハワイ州立公文書館t／ft蔵φ書簡及μ文書類をあげている・．．

　ことを指摘している．（渡辺書，．．p，408，456，　Ktiykenda11，　Hawaiian　Kingdom　3，　p．’687）。．

　これに対し荒俣は，、「歯に衣着せぬアー．ムス．ト．ロ7グ0）筆の二丁げで・．カラカウア手の野卑

．欝蹴”●卿重て匠口郷響さ4た1も脚1し◎る（醐、

39）．三部作のうち，v．1は1957年，　v．2は1953年に刊行されてい．るが・V：　3が1．　Kuykenda11の

　死（i963年）．の後，．1967年に刊行されるた1至6た経緯について・．．　v二3・‘Publisher’s　Nqt牟’（pP・・

　．v－vi）及び‘Preface’　by．Charles．H．』「Hunter（pp．．vii－viii）．を．参照。

40）・回米移民間魑に関する支献については」主題別主要文献に．おvSて後掲するが・、瀬川善信

　　「日米移民問題と外務省」『埼玉大学紀要社会科学篇』15．（1967年）二1968，3，．．pp，　H71ま，

　産米移民語論を米国におけ．る排日商題と、し，米国移民法及び各排日事件におけや；明治中期

．から大正糊までの躰外務省の対応纏めてy・る・r．躰の移岡田．’蜘と筆録』PP・．51．．

　．83（「II日系人二受け大れと定着に関する諸問題L　1アメ．リ・汚合衆国本キ」）・同PP455「

　160（「lil国際関係あ中の移民一3・日．米関係」）は，’1992年9，月ま．での文献を集大成する。ま

　た、北釆における「地加本論∬在米縣史」・について詳し．くは・阪田2獅資料集解
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　　一説・資料綿』pp．　68－73を参照のζと。「在米日本人剰を含めこれら資料の問題点指捕（pp．

　　9－20）は傾聴に値する。、‘UCLA・JAR♀コレグション1収蔵に限られるが前掲183．　Ichioka，

　　ABuried　past・‘（『参考書誌研究』No．48r　PP．26－27）は北米日系移民資料に関する基本的

　　文献目録であるく「在米日本人史」は12タイトル，「地方日本人史」はハワイ・を含む30タイト・

　∵，ル・「三孝県人史」についで’Cま！8タイトルを回忌・解題する）。PP・71－82。　A　Buried　Past

　’II．につき，本号注．8）参照。また，論詰栄三郎「『米国酉北部日本移民史』解説」（本号362『米

　　・甲西非部日本移民皐』下巻・雄松堂・1994）は・「在米日本人関係史籍おタび発展史一覧孝

　　　（戦前の部）⊥．（pp．解説六一入）を纏めている。

　　　初期の日本人移民から，排臼，太平洋戦争を経て，「モデル・マイノリディ」としての日・

　　系アメリ山人へ．アメリカにおける日本人移民・目系アメ）Jl舌人の立場の変化をとおして，　s

　　19世紀後半から母近きでの日米関係史を描く，飯野正子．『もうーつの日米関係史紛争と協

　　調のなかg日系アメリカ人（仮題）』有斐閣，が近刊予定である。

　　　アメリカ各州レベルでの日本との関係を概観するもの，及び日本の各都道府県側から米

　　国との血流を調査トたものとして・・次の資料がある・構成は各州・1各都道府の交流の度合い

　　により多様であるが，’各地域における，日本人及び自讃人の歴史及び現状の把握にも資する

　　ものである。1

　　　0国際交流基金日米センター編『米国の地域レ尺ル（ろ日本関連活動調査報告』∀．1，v．2，

　　　　国際交流基金日来センター，1993；1994＜UA81TE133＞

　　　OJapan　Foundatio血，：Center　for　Global　Partnership　edl，　The：Survey　Reports　on・

．　J・pan－Rblat・d　R・9i・n・1　Aeti・i・i・r　i・・h・U・・S・i　v．・・略」・p・n　F・und・・ip…C・n…’．

　　　　for　Global　Pa’rtnership，1993，1994．〈uA81－A25＞畠

　　　○国際交流基金日米センター編r日本の地域レベルの国際化と米国との交流活動調李報

　　　　告』v．1，v．2，国際交流基金日米センター，1994，1996〈UA81－E160＞

　　　OJ・pan　F・q・d・ti・恥α・t・・f・・Gl・b・I　P・・tnership・d．，　Th・・s・・v・y．R・p・ft・・n

　　　　R・gi・nal　lpt・・n・ti・nali・ati・n・・nd　U・s：一R・1・t，・d　E・・hang・’　A・t’iyiti・・i・J・p・n・・v・

　　　　1，v・　2・J4pap　F・und・ti6・，　C・nte・f・・Glgb・I　P・・t・ership・1994・1996・＜UA81一⑱

　41）新井領「郎（1855－1939）は，高峰譲吉と並ぶ，戦前のニューヨーク、日本人社会あ「重鎮」』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じかゆ　　で，1870年代ゐ・ら1880年代にゑけて日本産生糸の「直輸」（direct　trade）に大きな貢献をな

　　し，その後の日米貿易の礎を築いた。下掲、『絹と武士』（邦訳）の著者ハル・マツカダ・ラ

　　イシャワー（エドウィン・0．ライシャワー夫人）は，松方正義の子正熊と結婚した，新井

　・’の娘ミヨの子「春子」である。新井たつき，前掲153．Japanese　American　History：A二to

　　－Z．　Reference　from　1868　to　the　presさnt．　p．10511，　T．　Sco七t　Miyakawa．“Early　New　York

　　Issei’：Fo即ders　of　Japanese　American　T士ade．”in「Conroy　and　M：iyakawa，’eds．　East

　　Across　the　Pacific・1972・PPI　156：’186：（前掲276），及ゲHaru　Mat典kata　Reischauer．

　　．Sarnμrai　and　Silk：AJapanese璽nd　Ameri¢an耳eritage．，Cambridge：Belknap　Pr．　of

　　Harvard　Univ．　Pr．，1986．〈GK81－A5＞ほか（邦訳’：広中和歌子訊『絹と武士』文藝春秋，

　　1987〈GK81－E3＞ほか）を参照のこと．また，阪田安雄『明治日米貿易事始一直輸の志士・

誓欝講簿熱熱熱感藩器熱くP蹄G3聯）・は・PCLA図

　42）．r在米県人史」につき，注40）、参照，

　43）本書が「在未日本人史」であるにも拘わらず，内容がヵリフォル三ア州中心となつそい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　マ　るのは「在留邦人の大多数が加州に居住して居り、邦人の登展が殆ど弓庭に端にを回してゐ

　るため・…・1」だとしている（本書，「凡例」）。また本書が，在米日本人史並びにごれまでの

　記念刊行物等を総括するものとして，貴重であるどしながらも，’「『事実』と『物語』が混ぜ

　織られている織物である」という指摘は，この時期の同種ク）「在米耳本八三」に関する注意

　としても重要である（阪田278『資料集解説・資料編』pp．1H3，16－19）。本書の編纂過程

　において「呼集」した膨大かつ貴重な資料の消失につき，阪田同書，pp．34－35を参照のこと。

44）在米「日本人会」に関する実証的研究は少ない。消失等による資料自体の少なさがその

　大きな原因であると言われている（阪田278『資料集解説・資料編』p．55）。その意味で，「中

　央日本人会」の議亭録等に依拠した本書は，基礎資料として重要である。初期「日本人会」

　の概略につき，398．Ichioka，’　The　ls『『i．　pp．156－164．．（邦訳399『一世』pp．　’175－182）1関

　係資料につき，183．Ichi6ka，　A　Buried　Past．　pp．117－123．を参照のこと。

45＞本書には，藤岡の長年にわ．flるジャーナリストとしてあ経験から，他の文献に含まれな

　い記述が多く含まれ貴重である。’当初，278『日系移民資料集北米編』にも覆刻・収録の予

　定であったが，刊行が戦後であることから収録の対象から外された（阪田278『資料集解説・「

　資料編』pp．　54－55）。なお，林かおり『日系ジャーナ、リスト物語』信山社，1997（「アメリカ

　西海岸の日本人指導者藤岡紫明二彼にとっての祖国日‘本」pp．129－176）＜UC151－G4＞（後掲）

　が，「忠誠登録∫というサブプロットを持たせ，藤岡の軌跡を辿る。‘UCLA・JARPコレク

　ション’に，『羅府新報』連載時の取材資料が収蔵されている（‘FUJIOKA　PAPERS．1954

　－1959．’）。　　t

46）　『米国日系人百年史』の刊行事情及びその「資料」としての留意点につき，阪田278『資

　左寄解説』・資料編』p♂　19，p．55を参照のこと。

47）編者藤井は『シカゴ新報』（1945年創刊）の創刊者で，本書執筆時は編集長の職にあった。、

　急進的な北米邦字紙のなかでもとりわけ「『シカゴ新報』は、赤狩りとマッカーシズムを系

　統的にとりあげ、告発していた］一（陸井三郎『ハリウッドとマッカーシズム』筑摩書房1990，『

　社会思想社1996（現代教養文庫）「あと・がき」）’。『シカゴ新報』及び藤井統一につき，田村

　紀雄『アメリカの日本語新聞』新潮杭1991．（新潮選書＞pp．　219－225〈UC151－E5＞（後掲），

　田村紀雄「『シカゴ新報』の成立と日本人左翼の役割」内川芳美r森泉章編『法とジャーナ

　リズム清水英夫教授還暦記念論集』日本評論社，1983，PP．　217－234，’小塩和人「“暗い過去・

　から“輝かしい現在“噛へ一シカゴの日系人再定住がエスニック・コミュニティー再建に果た

　した歴史的役割」『移住研究』25：1988．3，pp．46－56≦Z3－854＞を参照のこと。

48）　アメリカ西部及び西北部における初期日本人移民の労働事情については，本号386．村

　山裕三『アメリカに生きた日本人移民』（「第3章就労」「第4章労働請負人の盛衰」「第5

　章賃金差劉の解消」），同「日系人に対する賃金差別の消滅一米国西北部を中心に一」『アメ

　リカ研究』18：1984．3，pp．157－176〈Z8－43＞，及び本号398．　Llchioka，　The　Issei．，‘Chap．

　III　Labor－Contracting　System’℃hap．　IV　Labor　Organizing　and　Organized　American

　Labor’（邦訳399『一世』，「第二章人夫請負制」「第三章労働組織とアメリカの組織労働」）

　等の研究があるが，「西部開拓史」における位置づけという視点が斬新であろうか。西部開　、

　拓と日本人とQ関わりについて，鶴谷壽『アメリカ西部開拓博物誌』PMC出版，1987〈GH82

　－45＞，『同』増補版，』1990＜GH827E12＞．も参照のこと。

49）本書は，1970年代以降に展開したいわゆる「新レい社会史」研究に位置するものである。

一「社会史」研究の意義及びその業績について，．後掲417．何部斉・五十嵐武士編『アメリ．．力研
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　究案内』東京大学串版会，1998，pp．67－85’〈G宜81－G8｝を参照のこと。ま左本書の評価に

　つき’，『アメリカ研究案内』pp．75－76，及び伊藤一一男（『週刊読書人』1995．11．10），米山裕

　（『東京大学アメリカン・スタディーズ』1：1996．4，pp．121－125）による書評を参考のこと6

50）　阪田安雄「脱亜の志士と閉ざされた白哲人の楽園一民権派書生と米国に於ける黄色人種

　排斥」（「IIシナ人排斥と民権派書生一2在米民権家書生と黄色人種排斥問題」pp．109－110

　ほか）田村・白水編『米国初期の日本語新聞』〈UC151－9＞、（前掲144），前掲143．蛯原『海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あご　外邦字新聞雑誌史』pp．149－156ほか等参照。尺魔はまた，自ら創刊した滑稽雑誌『月思はつ誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンフランシスコユ　（腿筈誌）』（1895，明28年創刊，1898年33号で廃刊）に，桑港福音会に関係のある英国婦人

　を誹誘する戯画を掲載したことで，同寸罪に問われ，在米日本人筆禍の最初としても知られ

て・・る・蛯原r海外邦端子三六』「第樟聯と鞠1一乱雑緯一例」PP，・297
　－305参照。，

51）合衆国「移民法」の概略については前述したが（『参考書誌研究』．No．47，　P．12，　P．15注

　13）），「排日土地法」「排日移民法」等を含め関連文献については，主憲別主要文献において

　後回する。

52）‘UCLA・JARPコヒクション’については，後述するが，「全米日系市民協会（JACL）」と

　「日系人研究プロジェクト（JARP）」（当初は‘lssei　Histo’ry　PrOject’）の関係につき，本書

　邦訳395『ジャパニYズ・アメリカン』巻頭pp．4－13「まえがき」（シゲオ・ワカマツ）r本号

　393『バンブー・ピープノ？』巻頭pp．12一耳「すべての一世のために一まえがき」，及びB：osok－

　awa，　Bi11．　JACL　in　Quest　of　Justice：The　History　of　the　japanese　American　Citizens

　League．　Williani　Morrow，1982，　pp．312－316．＜DC812－A31＞’〈移（四）一Y24＞（邦訳：飯野

　正子他州『120％の魯誠日系二世・この勇気ある人びどの記録』有斐閣，1984（有斐閣選書

　R20）＜DC812－199＞）（後掲）を参照のこと。なお，「全米日系市民協会」の活動・参考支献

　につき，、前掲1S31　Japanese　American　History：An　A－to－Z　Reference　from　1868　to　the

　P士esent．　pp．182－184．，前掲250．　The　Asian　American　Encyclopedia．　vol．3，　pp．712－715．

　を参照。Hosokawa，　JACL　in　Quest　of・　Justic6．は，　JACLの詳細な正史。

　「日系人研究プロジごクト」では当初，アメリカにおける日系人についての「総合的な」歴

　史書の刊行を計画したが，結局，次のような「分野別ゴ史の刊行となった。『

　　　［通、史］本書394．Wilson＆Hosokawa，　East　to　America．1980．（邦訳：395）

　　　［社会史］H…k・w・，Bi11・Nisei　i　Th・Q・i・t　Am・・ican・．・Willi・m　M・rr・W，　・969．

　　　＜EC136－7＞＜岸一274＞（邦訳：井上勇訳『二世このおとなしいアメリカ人』時事通信社，

　　　1971〈DC812－20＞＜四一1497＞）（後干）

　　　［法律史］本号392．Chuman，　The　Bamboo　People．、1976．（邦訳：393）

　　　［農業史］1魚ata，　Masakazu．　Planted　in　Good　Soi1：AHistory　of　the　ISsel　in　the

　　　United　States　Agriculture．2v：，　Peter　Lang，1992．．〈DC812－A54＞（後記）．

与t／）本書邦訳395『ジャパニーズ・アメリカン』p．375「監訳者あとがき」（猿谷要）。

54）　日加移民問題に関する主題別主要文献につらては二二するが，詳しくは，『日本の移民研

　究動向と目録』pp．96－101（「1ゴ日系人一受け入れと定着に関する諸訟訴一3ーカナダ」），，同

　pp，160－162（「III国際関係の中の移民一5日加関係」），及び本号270飯野『日系カナダ人の

幽歴史』「文献解題」－（巻末pp．7－20）並びに本号注4）所収文献等を参照めこと。

55）　「全加日系市民協会（NJCCA）」は，1980年，「全加日系人協会（NAJC）National、Associa－

　tionげ加侃6sθCanadians」と改称された。
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56）・カナダ漁民及びスティヴストンについて5例えば以下のものも参照のこと（書誌事項等

　につき詳しくは，主題別主要文献において後回する）。小林貞二『須知武士道漁者慈善囲体

　三十五年史』（後掲443『カナダ移民史資料』第4巻＜DC812‘E216＞所収），蒲生正男編『海

　を渡った日本の村』中央公論社11962〈334．451－G15u＞，．鶴見和子『ステブストン物語世界’

　の中の日本人』中央公論社，1962〈334．451－Tu763s＞（『コレクション鶴見和子曼陀羅2〈人〉

　の巻一日本人リライフ・ヒストリー』藤原書店，1998〈US21－G27＞に再録。），林林太郎『黒

　潮の涯に』［Steveston，林林太郎］，’1974〈DC812－E59＞，山形孝夫『失われた風景、日系カ

　ナダ漁民の記録から1未来賛，1996＜DC812－G36＞，　Rolf　Knight．　A　Man　of　Our　Times：

　The　Life－History．of　a　Japanes6－Canadian　Fish6rman，　Vancouver：New　Star　Books，

　ユ976．＜DC8ユ2－A64＞

57）　目系移民第マ号「永野万蔵」について，森研三・高見弘人『カナダの万蔵物語』，尾鈴山

』書房，1977＜GK89－29＞を参照のこと。

　　1907年9月7日，ヴァンクーヴァー市の日本人街及び中国入声が暴徒に嚢撃された
　　ヴアンク　バロ

　「晩香披暴動」が発生した・この暴動1ま・翌1908年1月の・・日本人移民の「数章的制限」に

　関する「紳士協約」いわゆる「ルミュー協約」の発端となったものとして，・’日系カナダ旧史

　において極めて重要な意味を持っている。本書では，この件に関し，「この暴動の詳細につ

　いては、飯野正子・馬場伸也の『移民間題をめぐる日・米・加関係』という優れた研究が上

　梓されているので、ここでは繰り返さない。」として記述を省略している（本書，p．57）。し

　かし，飯野・馬場論文（本号注14）所収）は，日本人移民問題における「カチダの政策決定

　に与えるアメリカの影響力」について述べたものであり，「晩香坂暴動」に関しても，圏かか

　る文脈のなかで触れられているに過ぎない。本暴動に関しては，むしろ，飯野・馬場論文（注）

　に引用されている論稿，飯野耳子・高村宏子「ヴァンクーヴァ暴動に関するマ考察」『津田

　塾大学紀要』13二1981．3，pp．1－32，’及び向「ヴァンクーヴ7暴動からルミュー協約へ一日

　加間め交渉とアメリカ政府の働琴かけ」『津田塾大学紀要』14（2）：1982．pp．41・72等を引き’

合いに出すのが適切であったかも知れない。’

58）梶田孝道「書評」『學鐙』96（1）：1999。1，PP．54－57は，来加関係に即して，苓書を鋭く

　分析している。「まfg佐々木敏二「書評」『カナダ研究年報』、18：1998．9，　pp．66－68は，方法

　論の違いを前提として，各章にわたり感想を述べている。、

59）戦時下，東洋人の生活水準引上に関する『ニューカヂディアン』紙掲載記事について，後

　掲445『海外ヘユートピアを求めて』pp．264－268（『ニューカナデ／アン』記事［戦時下，日、

、系人への差別を憂う］）を参照。

60）今井輝子「書評」『カナダ研究年報』、1：1979，pp．87－89は，ト各章内容を要約し，諸々不

　充分な点はあるものの，「日系カナダ人が直面したカナダ民主主義に内在する問題をみごと

　に提示して」おり，一般カナダ人の「啓発」という目的を十分に果たしている，1としている。

61）収録罫書（ADream　of　Riches．〈DC812－49＞，『千金の夢』〈DC812－184＞）は同一のも

・『 ﾌであるが，書誌事項（出版地・』出版者・出版年）に齪酷がある。本号書誌事項の記述にあ

　たっては，．両吟を確認のうえ（奥付等かかる書誌事項を確認できる記載は一切ない），洋図

　書分類＜DC8i2－49＞書誌事項は，『国立国会図書館蔵書目録洋書編昭和23年一昭和61年8月』

　及び‘Library　of　Congress　Online　Catalog’，和図書分類＜DC812－184＞書誌事項は，『国

　立国会図書館蔵書目録昭和52－60年目（前掲206『カナダ関係邦語文献目録II』も同記述）に

　拠った。　　　　’　　　　　　　　　・　　　．　　　　　　　回　・．．一・
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62）本号270三野r目系カナ以の歴史』の第一章．（「移民の始弍り」）から第五章（「再定

』住」）まで各町頭の掲載写真は，1すべそ本書Nikkei　L6gacYL参らあ転載である。移民初期

，から再定住期までの日系カナダ人及び日．系社会の写真た関して，まず参照されるべきもの．

　であろう。　　　　．　　　．．．．．．　　、　　．　．．、．．．

63）例えば「黒人」．どの蘭連で一J日系人強制収容に対ずる補償運動ぺの「黒人革命」の影響，

　が指呼されている、し（猿谷要．『歴史物語アフリカ系ア・メ：リ．力人』朝日新聞社，．2000（朝白

　選書641），pp．　332L33s），町村敬志『趨三者たちの’ロスアγジェルズ』平凡社，．1999（平凡　　、

　社選書190）．は，「越境者」．ど「工界．ニッタ」という概念を手懸かりにに，ロスアソジェル．

読と量講論概撫養灘奮轄勇隔る（「騨蜘賜
64）．英語文献の復刻では・．例え1｝ま∴Aゆ戸・ess（N・wY・・k）一から‘恥肋卿・加晦忽

　tion．．　Cg　llection’シリー」F“としJ（，・第一期411＄　，．（1969年）■一．第二期33巻（1970年）、の基本資料1

　が刊行されgいる．（本号309．．Ichihashi，』Japanese’　in　the　United　Stbtes．等）。．また，1978

　－79年には・故府刊行物を含む，日系・・中国系移民に関する重要文献の復刻シリーズ．‘，　The’

三門馴顔6π06勿．楠肋4〃¢碗。α’C伽6s6侃4勿μθsρ’．力恥じくArno　Pr．から刊そi「

　されている。同シリー二割，．国立国会図書館で所蔵する晶系移民関係の．タイトルは以下のど

　おり’。（著者名アルファベット順，〈、〉内は複製版請求記号，原本（？み所蔵の場合に限り，

　原本誇求記号である旨注記しte・）

　　OBell．，　Reginald，　Public　School　Education　Of’Secpnd7GenetatiQri，　Japanese　in　Ca．J’　ifor一

　　　’nia．　1935．　〈FB82－163＞

　　OCalifornia　State’　Board　of・　Contr，　ol．　Califofnia・　and　the－Oriehtal　：　Japanese’，　Chinese，

　　　．and耳indus．．1922．．＜DC812－28＞

　　OCahada，　Dept：　6f　Lab／our，　TWo　Reports　bp　Japanese　Canadians　in　WQrld　War　II．　2，

　　　，vols．　in，　1：　1944　1947．　・　〈GA82－200＞

　，’OCanada，　Royql　C6mmission’　on　Chinese　and　Japanese　lmmigration．　Report　bf　the，

　　一　Royal’　Commission　on　Chinese　and　Japartese　immigration．　1902：’　〈DC812L34＞

　　OCopaan，　Kqth．arine．　The　History　of　Con．　taet　Labor　in　the　Haw4iian　lslands．　1903．　’

　　　and’　Andrew　W．　Lind．　Hawaii‘s　JapaneSe．　1946．，　2vols，　in　1．　〈EL53－815

．．． 衷J乱yilaギ契T坤rlnrs◎Flo岬I　Ha畔185隅’grl’＜P98．12’26＞

　・Ob3pi・1・，．R・9e・r・d．　Th・e・§h・・t　W・rk＄・nl　J・p・n・・e　Am・・i・anS．ユ979．－．＜DC812－35＞

　’ODanielsl　Roger．’ed．　Two　MonograPhs　on’JaPanese　Cariadiahs．　1979．　〈DC812－31＞

　　　＜DC812－A66＞・（本号411）

　　OFIowers？　Montaville．　The　Japahese　Conquest　of　American　OpiniOn．　1917．’1〈DC812

　　．一24＞　’

　　OG・li・kl・　Sid・・y　L・・Am・・i・an　D・m・rrady細A・iati・Ci・i・en・hi…9i9・腓．・．〈325　・．

　　　一G972a＞

　　QH・…D・P・ld　T・・u・・．」・・“u・d・・if・b1・s・”耳・・1・．lmmi・・an・・and・h・A・七i二」・p・n・・e

　　　M・v・me・t．　in　s・n　F・an・i・c・，』ユ892－1893・1979，・　〈DC812・33＞．．

　　OJapan，　Cop’sulate　Geheral．　Docu！nental　History　of　LavC’一　Cases　Affecting　Japanese　’

　　　．in　th・p・it・d　St・t・s・　1916二1924・　2・bl・・ih・・　，・925：．蜘一631L54＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　85　一．　・一・　．　．，　．　，　，．　，1

’



　　　．OKachi’・T・・uk・Ok・q・I　Thd　T・eaty　gf　19…nd．th・linmig・atiqp・・rid・A！i・n　L・nq

　　　　　L・wlssu・B・gween．th・Un．it・d．　St・t・・4・d　J4P・n・・1911二1913・11979・fDC812’29＞．．

　　　　OKawakami，　Kiyos与i　K．．Th『R俘弓1　Jap4nese　Questlon．19．21．〈D（1812－23＞l

　　　IOLaViolette，　Forrest　E．　America’ns　of　Jap3nese　．Aりcestr’y　’：　A．・StudY　of　Assimilation．’

　　　　　ih　the．Americah　Commuhity．1945．〈DC812－37＞．　　　　　　　　　∴

・OM・t・um・t・，　T・・u・Be・・nd・／？rej・dice・AS…ygf　th・ρ睡とh・nd　Jap・只・・r　ArPgr－

　　　　　icanS．1946＜GA82－199＞．．　　．　、．．．1．、，．　、㌘一＿．　　　tt．．　　、．．、tt：一

　　　　〇M・C1・≒・hyl．V・1・nti・・S・F・q・A・ti－J・pan・・e　P・mph1・七・・1979・＜DC81？一38＞、．r

　　　　OMears，　Eli・t　Grinriell・Re＄ident　Qrientals　on　the　American　pacific℃qast．：Thier

　　　　　L・g・1・’and　Erb・・mi・・St・tg・・．i928・原本；〈特9－OS78＞．．　、t．　t．t一．．．

　　　　OMillis，　H．　Ai　The　Japanese　Problem　in　the　United　States．．1915．〈DC812－27》’、t

　　　　Oo‘Brien，　Robert　w，．The　col16ge　Nisei・1949・〈FD25－280＞．

　　　　Ookubol　Mine．　citizen　1366Q：1946．＜GA87－39＞’・　．．　．．　・．　　‘　一

．OSt・1・ρ・1．Jesse　F・．Th・J・p・n・s・Inv・・i・「i　：．A．Stゼdy．i・th6　P・y・h・199y．・f　I・ter－

　　　　　Racial　Cohtacts．1917．・〈DC812－36＞

　　　　QS・gim・・…H・W・・d「Hi…hi・　J・P4・elie』lm・・F・i・・a・i・n・th・’V・n・・uv・・1　Ri・t・and

　　　　　Canadian　Diplomacy．1979＜DC812－39＞　．、　　　tt

　　　　QThoτnpso耳・Ri『ha；d　Austin・The　Yellgw　P6ril，．189．　o：19．24；1979・．＜pc812『32＞

　　　　OU．　S’．　H：ouse　of　Represehtati．ves，　Committee　on．lmmigration　and　Naturalization．

　　　　　Japanese　Immigration：Hearings．1921．＜BU－7－128＞∫

　　　　OU・　s・H・u・e・f　Rep・e・ent・ti・…S・lect　Cq・hmitt・g　Inv・・tigati49・Nati・P・i　p・f・n・e

　　　　　Migration．　Nqtionql　Defense　Migtation：．Hearings．〈DC812－22＞．．

　　　　OU．　S．　D6pt．　of　Stat6．　Report．of　the　Hφn6rable　Roland．　S．　Morris．．　on　Japanese

　　　　　Immigration　and　Alleged　Discri；ninatory　Legislati6n　Aga！hst　Jap即ese　Residents

　　　　　intheUS’．1921．〈D（1812－2与〉．　．．「ト　．．、　　．　．　　．　．　　．、　f、

　　　　OU．　S．．Dept．　of　War．　Final　Report：Japanese　Evacuation　from　the　West　Coast，．1942r

　　　　　l943．．原本：〈940．547273－Ua74f＞．”　　．　・　　．‘．．　．”
　　　　OW・ng・’・E・g・n・・0・Vi・u・I　M・di・R・・i・m．i　A・iqri・i・th・Apa・・ican革gti・n　Pi・t・r・・1．

　　　　　1979．〈EC136729＞．　　．：　　　　　　　』　．『・．’．．

　　　　．qY・t・U・hi・・；　Tg・hi・：P・litics　an母「c・1t・・al　v・lues・Th・W・・ld’w・・II　J・p・n・・e’

　　　　　．Relocation　Centers　arid　the　United　States　Government．1979〈GA82－201＞

　　　　OYouロg，．　Cha16s．H．，　He16n　R．　Y．　Reid　and．W．　A．．Carrothers．　The　Jap3nese

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ
　　　　　Canadians．1938．〈DC812－30＞＜DC812：A23＞「（本号407）

65）．’渡米奨卿機関の研究は・・榎本武揚が中心となった明治前半期め「矩民協会」（後述）二．中．

　　期の片山潜「渡米協会」・島貫兵太夫（次注参照）．の「力行会」に集中．しているという（『日

　　本の移民研究．動向と目録』P．37）。片山・島貫の二者につ．いては，前掲三井『外国入をめぐ．

　　　る社会史．近代アメリカと日本入移民』（pp．33－39）及び今井（三井）「明治期におけ．る渡米

’　熱と渡米案内書およ．び渡米雑諦」（pP’・320β28）が整理していて便利である・．．．　tt／1　　　・

　　　【片山渕には・．三二案内』（正続！の他に・r学生渡米案内』［労1動新聞枇明34〈未臓〉

・r気高』・（正続）・晦協会・．、明37・38〈YpM269σ7＞（轄につv・ても・片山編群とy・う

　　説がある6）『渡米の秘訣』渡米協会，［明39コ．〈YDM26923＞等の渡米案内．書がある。”’．『こ．れ一ら．
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　渡米案内書の書誌事項（編著者・・出版者・出版年）について，各引用者により些かの齪酷が

　あるので，各種目録も参照し，「付表」（本注末）に纏あた。

　　片山の移民観・渡米奨励活動についてに，注8＞所収【渡米熱…・・】関係論稿のほか，以

　下のものが参考になる。’田村紀雄「若き片山三一渡良瀬川の畔の忌年一森鴎村との出会いか

　ら渡米まで」『現代の眼』21（9）：、1980．9，pp．200－2Q5，立川健治「片山病」『史林』66（2）：

　1983．3，pp．234－265，．立JIIre治「時代を吹きぬけた渡米論：片山潜の活動をあぐって」『汎』

　4：1987．3，pp．96－123，菊lii卓巳「片山潜とテキサス米作」『経済経営論叢』32（3）：1997．

　12，　pP．　35－57，　Orii，　Kazuhiko，　and　Hilary　Conroy．　“Japanese　Socialist　in　Texas　：　Sen

・Katayama．”Amerasia　Jo血rnal，8（2）：1981，　pp．163－170．なお，本号396．　The　Japanese

　T堅ans．（邦訳397『テキサスの日系人』）のように，テキサスにおける米作経営に関し1片

　山への言及は不可避である魁テキサス｝こおける米作に関する文献については後掲する。．ま

　た，盟友であった山根吾一（『最近渡米案内』渡米薙誌社，明39＜YDM26897＞等の編著が

　ある。）との関係で，岡林伸夫による一連あ論稿も重要である。岡林伸夫「ある社会主義者

　の肖像一山根吾一覚書」『同志社法学』47（3）：1995．9，pp．778－821，「山根吾tと雑i誌『社

　会主義』」r同志社法学』47（5）：1996。1，PP．1343－1397，前掲rr渡米雑誌』の出発一山根回

　一の活動ゴ『同志社法学』47（6），「片山潜との訣別一山根面一一・・の活動・その後」『同志社法学』

　48（1）：1996．’5，pp456－211，前掲「『渡米雑誌』から『亜米利加』へ」『同志社法学』48（2），

　「アメリカ排日周題と山根吾一ゴ『同志社法学』48（4）：ユ9g6．11，　pp．1426－147ら。自伝として

　は・『自伝』改造社・’大正11〈特103－226＞（r改造』に大正9－10年に連載されたもの。1954

　年に岩波書店から復刻〈289．1－Ka592z＞，これを底本に『アメり力古典文庫23日本人のア

　メリ下平』研究社，1977＜GH81T14＞が抄録。）、，「歩いて．きた道」（片山潜生誕百年記念会編

　『片山潜著作集』全3巻，片山潜生誕百年記念会，1959－60〈081．8－Ka592k＞第1巻所収），

　『わが回想』上・下，徳間書店，、1967〈289．1－Ka592w＞等がある。著作目録については『片

　山回著作集』第2巻，第3巻にそれぞれ「著作目録」「目録補遺」があるが，隅谷三喜曳『片

　山潜』東京大学出版会，1960（近代日本の思想家4）＜289．1－Ka592Sk＞「片山潜主要著作

’目録」（pp．241－258）は，『著作集』の「著作目録」に脱漏している雑誌・新聞論文も収録し

　ている。

66）【島貫兵太夫】は，後に南米移民の中心となる「力行会」の創始者であり，他に『最近渡

　米策』日本力行会，明治37〈YDM26898＞，『実地渡米』日本力行会，明治38〈YDM26903＞，

　『新渡米法』博文館・明治44〈YDM：2βgo9＞等の渡米案内書がある。島貫兵太夫’丁力行會と

は何ぞや！警醒社・明治44〈yDM21430＞は肱1相沢源七r島貫兵太夫伝日本力行会の

　創立者』教si：館，’1986〈GK128－109＞，立川健治「島貫兵太夫と力行会」『史林』72（1）：1989．

　1，，pp．106－132，奥村直彦「島貫兵太夫の『力行教育』思想一その形成過程と移民事業への

　展開」、『北米日本人キリスト教運動史』PMC出版，1991，　pp．497－549（前掲150）等が，そ’

　の人と思想・活動を伝える。

67）　日本人移民・日系人にtt直接関わる論文の他に，他のマイノリティ集団との比較において

，日本人移民・日系人を扱っているものと」て，例えば，次のような論文が収録されている。

づ（原論文掲載誌の書誌事項省略）

　　＊Daniels，　Roger．　’“Chinese　and　Japanese　in　North　America　：　The　Cahadian　and

　　　American　Expcriences　Compared．”　（v．　1，　pp．　91－105）

　　＊Saloutos，　Theodorg，．　“The　lmm，igrant　in　Pacific．　Coast’Agricultvre，　1880－i940．”　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一87一



　　　　　（v．　4｝　ppi・308－327）．・　．・　，．1　’　’，’　．・　．．．　”　’　．，・，

　　　＊Si7vi6renga，　Robert　P．　“Et，hn／’icitY　・and　Amerieqn　AgricgltUre．i’　（v：　4，／　pp，　349－370）

、串Mass・ril・J・とヒand　g・i・ria・y，　D・n・1d・“ASi・n　L・b6・． A　C6・t・a・t・rs　i・．th・A1・・ゆ

　　　　　Canned　Salmon　lndustr’y，　・1880T1937．”　（v．’5，’　pp．　！597179）

　　　＊　Takagi，　PauL　“The．Myth．of　iAsSimi！ation　in　Americ，ari　Life’．”　（v，；　131　PP：　293’一3Q2）

　　　・D・ni61・，　R・9e・・．“．晦j・・ity　Im・g・・一Mi…i七y　R・aliti…んP・r・pecti…＃Anti－

　　　　　Ofien七alism　iri　the口nited．：States。”（v．．15，　pp：73－126）．

　　　三二三二ξi藩i瓦をe『pa「（1・1‘丁弁e／　sUp’reme　gDu「1鯉．轡：e　Rig群1「of・IA”『nゾ嬉．171
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　　注65）「付表」一
出典一NDL目録：『国立国会図書館目録明治期』／和歌山目録：『三三山市民図書館所蔵移民資料目録和文編1』／UCLA目

録：ABuried　Pa§t／阪田安：雄：『日系移民資料集北米編18解説・■資料編』／今井輝子：「明治期における渡米熱と渡米案内

　書および渡米雑誌」／立川健治：・「明治後半期の渡米熱一アメリカの流行」／隅谷三喜男：『片山潜』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

「渡米案内」’ 『新渡米」

「渡米の秘訣」「学生渡米案内」
（正） （続） （正） （続）

NDL所蔵本 〈未所蔵〉 表紙なし／奥付 表紙なし／奥付 表紙・奥付なし 表紙／奥付 表紙／奥付なし

状　　　　態 片山叫声 片山潜著 出版協会編 宮本勘次郎編’ 片山潜著
労働新聞社発行， 渡米協会発行 （第一章1頁） 出版協会発行 渡米協会［発行］

明3418 明35．12 ＊友人宮本勘次郎 明38。4 ［］　　　　　　一

01／明34 （初版） （初版） 君ム大抱負を以て （初版） ＊渡米案内を発行

02／明35 一出版協会なるもの しで既に六年
04／明37 を興し、先づπ新 （「北米事情」緒論）

05／明38 渡米』を出版すと

06／明39 （片山潜『新渡米』

07／明40 序）．＊明37．1．27

4
内三三

NDL目録 片山潜著 出版協会編 片山潜著
渡米協会，労働新聞社発行 出版協会発行 渡米協会発行
明34，35（79続編88P＞ 明37；38，（120，続編140P） ［　］

和歌山目録 片山1旧著 出版協会編 宮本勘次郎．編

渡米協会発行 出版協会発行 出版協会発行’

（初版三年）：目
、

7版／06．4 12版／06．10』 5版／06．11

録注記による
’

（1902．12） （1904．1） （1905．4）

UCLA目録 片山潜著 片山潜著 片山論著 片山潜著
労働新聞社発行 ．渡米協会発行 渡米協会発行，

　！

n米協会発行
1901 1902 1904 1906（？）

阪田．安雄 （記述なし） 片山潜 片山潜 片山潜 （記述なし） 片山潜
労働新聞社発行 渡米協会発行 労働新聞社発行 渡米協会発行

1901「 1902 1904 1906

今井輝子 ＊明34年8月に 片山潜 片山潜 宮本勘次郎 （記述なし） 片山潜

『渡米案内』の初 労働新聞社発行 渡米協会発行 　　　　　　　9o版協会発行 渡米協会発行

版ともいうべき 明34 明35 明37’ 明40＊「渡米案内

『学生渡米案内』 を発行して既に六

を出版……その増 年」から推定（注

補版の『渡米案 27）

内』（P．309）
ノ

立川健治 1901．8、10『渡米 片山潜 片山潜 宮本勘次郎 宮本勘次郎 片山潜

案内』（8．30の第 労働新聞社発行 渡米協会発行 ・出版協会発行． 出版協会発行 出版協会発行
、

三三からその内容 明34．8 明35．12 明37．1
　　｝
ｾ38．4 明39．7

’

にふさわしく『学

生渡米案内』とな

る）を刊行（『汎』

4，P．98）

隅谷三喜男 片山旧著： 片山二三 片山旧著 （記載なし） （記載なし） 片山潜著
労働新聞社発行 渡米協会発行 渡米協会発行 出版協会発行

1901’ 1903 1903 1906

＊『学生渡米案
＿唱　　　　　　　　1　　　　　　　．一

内』の増補版（主 ’

要著作目録備考）

＊ユウジ・イチオカは，片山潜は「一九〇一年、最：初の渡米案内書を著わした。『学生渡米案内』と題する一書はたちまち成功

　を収め」としている。（『一世』p．115）

＊淘林伸夫「片山潜どの訣別一山根吾一の活動・その後」『同志社法学』48（1）は，片山と山根の確執を；．『渡米雑誌』の動向

　を中心とした「渡米協会」あ出版活動によって考察するが「『渡米の秘訣』牽刊行（七月、渡米協会発行）」（同論文，p．

182）部分の注（44）を参考のために引用（抄）する。

　　一ただし、この『渡米の秘訣』（国立国会図書館所蔵）には奥付がないため、発行所については『光』・…・・（19Q6年8月

　5日）……における紹介記事た奉づき、刊行月はこめ『光』の記事の掲載月日から推定した。なお『渡米の秘訣』め発行所

はまもなくt出版協会」に移行されている……。これは片山が再度の渡米にあたって委託して行ったものであろうT「出版

協会」は……宮本勘次郎……が経営する出版社で、片山の序文を付けた宮本自身の著書『新渡米』『三新回米』を出版してい
　　　　　　　　　　　　　　ママ　た……。しかし…∴「宮本勘二郎、右の者一昨年三月限り解雇す目下関係なし、渡米協会」という告知が『渡米雑誌』……

　（1906年1月3’日）…に掲示されている。一


